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共
通
テ
ス
ト
・
標
準
入
試

国
公
立
二
次
・
難
関
私
大

標　
　
準

基　
　
本

■ いいずな書店　国語教材ラインナップ

古典文法・漢文 現代文単語入試頻出問題
明快古典文法シリーズ 精説漢文シリーズ 古典の手引き 国語頻出問題

1200明快古典文法／定着ノート／必修ノート 古典の手引き／定着ノート
現代語練習帳

ことのは
現代文単語
げんたん

新現代文単語
精説漢文／句形ドリル／定着ノート／必修ノート／完成ノート

p.8 p.9 p.10 p.11

ひく文法書から
学習できる文法書へ

古典文法・漢文句形
これ一冊！

30 年以上のデータ蓄積
「本当に出る」頻出問題集

真の語彙力を
つける
まったく新しい
現代語練習帳

イラストと
ネットワーキング
による新提案

論点と
着眼点を学ぶ
新現代文単語

語彙に強い、入試に強い、漢文学習の最強パートナー！

教
材
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

p.13p.12

改訂

32



共
通
テ
ス
ト
・
標
準
入
試

国
公
立
二
次
・
難
関
私
大

標　
　
準

基　
　
本

記述問題集漢　字 古文単語 集中トレーニング

現代文長文記述問題集
古典文法

助動詞編用言編 敬語・識別編
TOP2000 TOP2500 みるみるノート

漢トレ
漢字検定５級〜2 級

つながる・まとまる
古文単語 500PLUS

Key ＆ Point
古文単語 330

みるみる覚える
古文単語 300

＋敬語 30
p.22p.14 p.15 p.18p.16p.17

シリーズ充実！
長文といえば
いいずな版

最新データに
より頻出漢字
をもれなく収録

古文単語の
ベストセラー

語のイメージ
をイラストで
頭に焼きつける

文法学習のワンポイント・リリーフ ３ 入試必修編

4 入試完成編

２ 読解力養成編

１ 読解力習得編

古文の世界
に誘います

■ いいずな書店　国語教材ラインナップ

漢字
評論語
カタカナ語
一冊にまとめた
ハイブリッド版！

漢検５級～２級
対応！意味から
学ぶ常用漢字完
全版

教
材
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

p.26

新傾向
問題 対応

改訂

54



共
通
テ
ス
ト
・
標
準
入
試

国
公
立
二
次
・
難
関
私
大

標　
　
準

基　
　
本

改訂改訂改訂

現代文・古文・漢文・古典問題集
プログレス総演習 よむナビ

完成編 完成編 完成編完成編

発展編 発展編 発展編発展編
３ 演習編 ３ 演習編

2.5 修練編 2.5 修練編

２ 必修編 ２ 必修編

１ 基礎編 １ 基礎編

基本編 基本編 基本編基本編

標準編 標準編 標準編標準編

p.21 p.19

言語活動・実用文
対策問題集

思考力・判断力・表現力
へのアプローチ

p.23

大学入学共通テスト

現代文 言語文化現代の国語古文 漢文古典 古典現代文 現代文 古典 国語

大学入学共通テスト演習

取り組みやすさを
さらに追求した改訂版！

養成型問題集の決定版
新課程を踏まえ、現代文・古典改訂！

■ いいずな書店　国語教材ラインナップ

新傾向
問題 対応

新傾向
問題 対応

新傾向
問題 対応

新傾向
問題 対応

新傾向
問題 対応

言語活動・実用文
対策に最適の一冊

教
材
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

待望のプログレス新課程版！

p.20 〜 21 p.24 〜 25

改訂

改訂

改訂

改訂

これで完成！共通テスト対策

76



◦設問・解答

● 解答・解説書付属
● 指導用データ ダウンロード
　＊ CD-ROM をご希望の際はお申し出
　　ください。

◦設問・解答

● 別冊解答集付属
● 指導用データ ダウンロード
　＊ CD-ROM をご希望の際はお申し出
　　ください。

◦設問・解答

● 解答書付属
● 指導用データ ダウンロード
　＊ CD-ROM をご希望の際はお申し出
　　ください。

レベル構成

レベル構成

基　本

基　本

明快古典文法 改訂版

定着ノート 改訂版

必修ノート 改訂版

精 説 漢 文  改訂版

句形ドリル 改訂版

定着ノート 改訂版

必修ノート 改訂版

完成ノート 改訂版

標　準

標　準

共通テスト・標準入試

共通テスト・標準入試

難関私大・国公立２次

難関私大・国公立２次

ポイントがわかる、覚え方がわかる、
学習者の視点に立った、文法学習に
革新をもたらすこの一冊！

基礎編・句形編・語彙編・入試編の４編で構成。
基礎から入試まで ─漢文学習の全領域について、

「明快」かつ「詳細」に解説します。

基礎編・句形編を中心に、本 冊の
内容をしっかり定着させる準拠
ノート。

漢文訓読のための知識を完成させる
準拠ノート。
本冊未掲載例文、長文問題も収録。

訓読の基礎、句 形の読み方を定着
させる、書 き下し中心の準拠ノー
ト。

　　　　　　 基本項目に絞り、本
冊の例文を使った演習で、基礎知識
をしっかり定着させます。

１項目１ページ １項目 2 ページ　　　　　　 文法全般の知識を、
主 に例文演習を通して定着をはか
ります。本冊未掲載例文も収録。

基礎編・句形編・語彙編から必修
の重要知識をピックアップして
学習する準拠ノート。

これでわかる
明快古典文法
改訂版

知識から文脈へ  理解をふかめる
精説漢文
改訂版

精説漢文
定着ノート
改訂版

明快古典文法
必修ノート
改訂版

精説漢文
完成ノート
改訂版

精説漢文
句形ドリル
改訂版

明快古典文法
定着ノート
改訂版

精説漢文
必修ノート
改訂版

テスト自動作成 CD-ROM
テストクリエイター

全国国公立／有名私大の過去問も
作成可能。

いいずな だけのサービス！

月本 雅幸＝監修
内田 洋／宮崎 昌喜／大谷 杏子／佐々木 琳慧＝著

A5 判　192 頁
税込定価 616円（本体 560 円＋税）

内山 精也＝監修
谷本 文男／小原 広行＝著

A5 判　240 頁
税込定価 671円（本体 610 円＋税）

東京大学名誉教授 早稲田大学教授

● 別冊解答集付属
● 指導用データ ダウンロード
　＊ CD-ROM をご希望の際はお申し出ください。
● テスト自動作成 CD-ROM テストクリエイター対応
● Google Forms/Microsoft Forms テストサービス対応

● 別冊解答集付属
● 指導用データ ダウンロード
　＊ CD-ROM をご希望の際はお申し出ください。
● テスト自動作成 CD-ROM テストクリエイター対応
● Google Forms/Microsoft Forms テストサービス対応

◦例文
◦教授資料 PDF（A5 判 104 頁）
◦用言ドリル（A5 判 28 頁）
◦用言・助動詞活用表
◦例文・重要語一覧
◦補充問題データ

Teacher's Voice

◦例文（白文・訓点付）
◦教授資料 PDF（A5 判 80 頁）
◦コピー用テスト（24 回）
◦句形ドリル（A5 判 40 頁）

① 基礎編…「返り点」「 再読文字」等 ～漢文訓読の基本事項を丁寧に解説
② 句形編…「疑問・反語」「使役」「受身」等～入試頻出句形を徹底的に解説
③ 語彙編 … 豊富な語彙数（124 語）～各語の学習のポイントを明快に解説
④ 入試編…「何が問われているのか」「どうすれば解けるのか」～実戦的に解説

テストサービス
→ p.32

テストサービス
→ p.32

29 28

用
言

・
ハ
行
上
二
段
…
生お

ふ
・
恋こ

ふ
・
強し

ふ

・
ヤ
行
上
一
段
…
射い

る
・
鋳い

る

・
ヤ
行
上
二
段
…
老お

ゆ
・ 

サ
　
　
・
報む
く

ゆ

・
ヤ
行
下
二
段
…
覚お

ぼ

ゆ
・
消き

ゆ
・
聞き

こ
ゆ
・
見み

ゆ

・
ワ
行
上
一
段
…
率ゐ

る
・
居ゐ

る

・
ワ
行
下
二
段
… 

シ
　
　
・
飢う

う
・
据す

う

❹
基
本
形
が
一
字
の
動
詞 

P. 

19
・
22
・
23

・
得う

…
え
・
え
・
う
・
う
る
・
う
れ
・ 

ス
　
　

	

→
ア
行
下
二
段

・
経ふ

…
へ
・
へ
・
ふ
・
ふ
る
・
ふ
れ
・
へ
よ	

→
ハ
行 

セ
　
　 

段

・
寝ぬ

…
ね
・
ね
・ 

ソ
　
　
・
ぬ
る
・
ぬ
れ
・
ね
よ

	

→
ナ
行
下
二
段

・
来く

… 

タ
　
　
・
き
・
く
・
く
る
・
く
れ
・
こ
（
こ
よ
）

	

→
カ
変

・
す
…
せ
・ 

チ
　
　
・
す
・
す
る
・
す
れ
・
せ
よ	

→
サ
変

❺
カ
変
「
来く

」
の
読
み
方 

P. 

22

「
来く

」
は
、
活
用
形
に
よ
り
読
み
方
が
異
な
る
の
で
注
意
。

❻
活
用
の
行
と
種
類
を
間
違
え
や
す
い
動
詞 

P. 

17
〜
25

・
見
る
（
マ
行
上
一
段
）
─
─
─ 

見
ゆ
（ 

ツ
　
　 

）

・
死
ぬ
（
ナ
変
）
─
─
─
─
─
─ 

死
す
（
サ
変
）

・
往い

ぬ
（
ナ
変
）
─
─
─
─
─
─ 

寝い

ぬ
（
ナ
行
下
二
段
）

・
居を

り
（
ラ
変
）
─
─
─
─
─
─ 

居ゐ

る
（
ワ
行
上
一
段
）

・
来く

（
カ
変
）
─
─
─
─
─
─
─ 

来き
た

る
（
ラ
行
四
段
）

❶
動
詞
の
活
用
の
種
類
の
見
分
け
方 

P. 

16

語数の少ないもの

暗
記
す
る
。

・
上
一
段
… 

干ひ

る
・
乾ひ

る
・ 

ア
　
　
・
鋳い

る
・
着き

る
・

煮に

る
・
似に

る
・
見み

る
・ 

イ
　
　
・
居ゐ

る

・
下
一
段
…
蹴け

る

・
カ
変
… 

ウ
　
　（
＋
複
合
語
）

・
サ
変
… 

エ
　
　（
＋
複
合
語
）・
お
は
す

・
ナ
変
… 

オ
　
　
・
往い

ぬ
（
去い

ぬ
）

・
ラ
変
…
あ
り
・
居を

り
・ 

カ
　
　
・
い
ま
す
が
り

語数の多いもの

下
に
打
消
の
助
動
詞
「
ず
」
を
付
け
て
見
分
け
る
。

・ 

キ
　
　 

段
音
＋
「
ず
」
→
四
段

・ 

ク
　
　 

段
音
＋
「
ず
」
→
上
二
段

・ 

ケ
　
　 

段
音
＋
「
ず
」
→
下
二
段

❷
間
違
え
や
す
い
活
用
の
種
類 

P. 

17
・
18

・
四
段
…
飽あ

く（
飽あ

か
ず
）・
借か

る（
借か

ら
ず
）・
足た

る（
足た

ら
ず
）

・
上
二
段
…
恨う

ら

む
（
恨う
ら

み
ず
）・
古ふ

る
（
古ふ

り
ず
）

❸
活
用
の
行
に
注
意
す
べ
き
動
詞 

P. 

18
〜
20

・ 

コ
　
　 

行
下
二
段
…
得う

（
心こ
こ
ろ

得う

・
所と
こ
ろ

得う

）

・
ザ
行
下
二
段
…
混ま

ず
（
交ま

ず
）

・
ダ
行
上
二
段
…
恥は

づ
・
閉と

づ

 

◉
動
詞
の
ま
と
め

ア 

射
る

イ 

率
る

ウ 

来
エ 

す
オ 

死
ぬ

カ 

侍
り

キ 

ア
ク 

イ
ケ 

エ
コ 

ア

サ 

悔
ゆ

シ 

植
う

ス 

え
よ

セ 

下
二

ソ 

ぬ
タ 

こ
チ 

し
ツ 

ヤ
行
下

二
段

一
緒
に
解
い
て
み
よ
う
╱
動
詞
の
ま
と
め

空
欄
に
適
語
を
入
れ
て
、

動
詞
の
用
法
を
確
認
し
よ
う ま

ず
は
16
ペ
ー
ジ
を
参
考
に
活
用
の
種
類
を
見
分
け
よ
う
。
語
数
が
少
な
く
て
暗
記
し
て
お
く
べ
き
動

詞
は
ど
れ
か
な
。
答
え
方
は
、
❶
行 

❷
活
用
の
種
類
と
品
詞
名
「
動
詞
」 

❸
基
本
形 

❹
活
用
形
だ
よ
。

⑴
は
「
あ
ら
」
だ
か
ら
、
こ
の
形
を
見
れ
ば
❶
ラ
行 

❷
変
格
活
用
動
詞 

❸「
あ
り
」
❹
未
然
形
と
わ

か
り
ま
す
。
⑵
の
動
詞
は
「
せ
・
し
・
す
・
す
る
・
す
れ
・
せ
よ
」
と
変
化
す
る
の
で
、
❶
サ
行 

❷

変
格
活
用
動
詞 

❸「
す
」 

❹
命
令
形
で
す
。

活
用
表
を
し
っ
か
り
覚
え
て
い
る
ね
。
そ
の
他
は
ど
う
や
っ
て
見
分
け
る
の
か
な
。

下
に
打
消
の
助
動
詞
「
ず
」
を
付
け
て
見
分
け
ま
す
。
⑶
は
「
思
は
＋
ず
」
で
「
ア
段
音
+
ず
」
に
な

る
か
ら
、
❶
ハ
行 

❷
四
段
活
用
動
詞 

❸「
思
ふ
」、
あ
れ
、「
は
・
ひ
・
ふ
・
ふ
・
へ
・
へ
」
と
変
化

す
る
か
ら
、
終
止
形
と
連
体
形
が
同
じ
形
だ
。
困
っ
た
な
あ
。

そ
う
い
う
と
き
に
は
、
下
に
続
く
語
か
ら
区
別
し
よ
う
。

そ
う
か
、
下
に
「
人
」
と
い
う
名
詞
が
続
い
て
い
る
。
名
詞
の
こ
と
を
体
言
と
い
う
か
ら
、
体
言
が
下

に
続
く
形
で
、
❹
連
体
形
で
す
。

そ
の
調
子
。
残
り
の
問
題
も
や
っ
て
み
よ
う
。

⑷
は
「
得え

ず
」
で
「
エ
段
音
＋
ず
」
に
な
る
か
ら
、
下
二
段
活
用
。
答
え
は
、
❶
ア
行 

❷
下
二
段
活

用
動
詞 

❸「
得う

」 

❹
連
体
形
。
⑸
は
「
ず
」
を
付
け
る
と
「
老
い
ず
」
で
「
イ
段
音
＋
ず
」
に
な
る
か
ら
、

❶
ア
行 

❷
上
二
段
活
用
動
詞 

❸「
老
う
」 

❹
連
用
形
で
す
。

⑷
は
正
解
。
ア
行
動
詞
は
基
本
的
に
複
合
動
詞
を
除
い
て
、「
得
」
の
み
と
覚
え
て
お
こ
う
。
18
ペ
ー

ジ
を
見
て
。「
老
ゆ
」「
悔
ゆ
」「
報
ゆ
」
の
三
語
は
ヤ
行
上
二
段
活
用
な
の
で
、
⑸ 

は
、
❶
ヤ
行 

❷

上
二
段
活
用
動
詞 

❸「
老
ゆ
」
❹
連
用
形
が
正
し
い
答
え
だ
よ
。

一
緒
に
解
い
て
み
よ
う

　
　
　 

～
動
詞
の
文
法
的
説
明
～

問
題 

次
の
⑴
～
⑸
の
傍
線
部
の
動
詞
を
文

法
的
に
説
明
せ
よ
。

⑴�

「
齢
よ
は
ひ

を
若
く
せ
よ
」
と
に
は
あ
ら
ず
。

�

（
徒
然
草
・
一
三
四
）

⑵�

こ
れ
は
お
の
れ
が
子
に
せ
よ
。

�

（
栄
花
物
語
）

⑶�

京
に
思
ふ
人
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
。

�

（
伊
勢
物
語
・
九
）

⑷�

罪
得
る
こ
と
ぞ
と
常
に
聞
こ
ゆ
る
を
、

心
憂
く
。�

（
源
氏
物
語
・
若
紫
）

⑸�

年
老
い
て
、
い
み
じ
う
古
め
か
し
か
り

け
り
。�

（
宇
治
拾
遺
物
語
）

⑴ 「
年
齢
を
若
く
し
ろ
」
と
い
う
の
で
は
な
い
。

⑵ 

こ
れ
は
お
ま
え
の
子
に
し
ろ
。

⑶  

京
に
恋
し
く
思
う
人
が
い
な
い
わ
け
で
は
な

い
。

⑷  

罪
を
得
る
こ
と
だ
と
常
に
申
し
上
げ
て
い
る

の
に
、
つ
ら
く
（
思
わ
れ
ま
す
）。

⑸ 

年
老
い
て
、
と
て
も
年
寄
り
じ
み
て
い
た
。

チューターが覚えるべきポイントを示し、
学習をリードしていきます。 

重要度がわかる、注意を喚起する表示。 

生徒がつまづきやすい項目を取り上
げました。生徒がどのように問題に
アプローチすると答えられるかを
段階を追って考えるコーナーです。

着眼点

情報にメリハリをつけて整理

一緒に解いてみよう
学習をサポートする準拠教材

学習をサポートする準拠教材

いいずな書店編集部＝編

B5 判　40 頁
税込定価 330円（本体 300 円＋税）

いいずな書店編集部＝編

B5 判　40 頁
税込定価 165円

（本体 150 円＋税）

いいずな書店編集部＝編

B5 判　40 頁
税込定価 341円（本体 310 円＋税）

谷本 文男＝編著

B5 判　64 頁
税込定価 517円（本体 470 円＋税）

いいずな書店編集部＝編

A5 判　64 頁
税込定価 363円（本体 330 円＋税）

いいずな書店編集部＝編

B5 判　64 頁
税込定価 385円（本体 350 円＋税）

◦設問・解答 ◦設問・解答

● 解答・解説書付属
● 指導用データ ダウンロード
　＊ CD-ROM をご希望の際はお申し出
　　ください。

● 解答・解説書付属
● 指導用データ ダウンロード
　＊ CD-ROM をご希望の際はお申し出
　　ください。

ポイントが一目でわかる、
見やすいレイアウトで
授業がはかどります。

古
典
文
法
／
漢
文
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助
動
詞

第

9
章

解
答
と
ポ
イ
ン
ト

█

ａ
＝
①
　
ｂ
＝
⑤

「
べ
し
」の
識
別

①
命
令
、②
可
能
、③
推
量
、④
当
然
、⑤
意
志
。

ａ
は「
の
の
し
り
て
」と
あ
る
の
で
、
命
令（
あ

る
い
は
適
当
）の
意
で
、
①
が
正
解
。
ｂ
は「
我

が
身
」と
あ
る
の
で
、意
志
の
意
で
、⑤
が
正
解
。

「
べ
し
」
は「
む
」
と
同
じ
く
人
称
を
手
が
か
り

に
意
味
を
判
断
す
る
。
可
能
は
打
消
語
を
伴
う

こ
と
が
多
く
、
当
然
は「
は
ず
の
」
と
訳
せ
る

場
合
で
主
に
連
体
形
で
用
い
ら
れ
る
。
し
か
し
、

「
当
然
」「
適
当
」「
命
令
」
の
判
別
は
難
し
い

場
合
が
多
い
。

④
　
「
む
」の
識
別

「
む
」は「
推
量
」「
意
志
」「
適
当
・
勧
誘
」「
仮

定
・
婉
曲
」
の
意
味
が
あ
る
。
文
中
の
連
体
形

は「
仮
定
・
婉
曲
」
が
多
い
。
そ
の
他
は
人
称

を
手
が
か
り
に
文
脈
か
ら
判
断
す
る
。
例
文
は

「
詠
も
う
」と
い
う「
意
志
」の
意
。
①
は「
勧
誘
」、

②
は「
仮
定
」、
③
は「
婉
曲
」の
意
で
あ
る
。

③
　
「
ら
む
」の
識
別

例
文
の「
ら
む
」
は
助
動
詞「
り
」
の
未
然
形

「
ら
」
＋
助
動
詞「
む
」。
四
段
動
詞
の
已
然
形

404142

（
ま
た
は
命
令
形
）
に
接
続
す
る
。
①
は
助
動

詞「
た
り
」の
未
然
形「
た
ら
」の
一
部
＋
助
動

詞「
む
」。
②
と
④
は
現
在
推
量
の
助
動
詞「
ら

む
」。
助
動
詞「
ら
む
」
は
終
止
形（
ラ
変
型
に

は
連
体
形
）に
接
続
す
る
。

④
　
「
れ
」の
識
別

例
文
は
助
動
詞「
る
」
の
連
用
形
。「
る
」
は
未

然
形
接
続
の
助
動
詞
。「
自
発
」「
可
能
」「
受

身
」「
尊
敬
」
の
意
が
あ
る
。
意
味
の
識
別
は

前
後
の
文
脈
か
ら
判
断
す
る
。
例
文
は
主
語
が

「
あ
る
大
名
」で「
秘
蔵
せ
ら
れ
︙
あ
て
が
は
れ

︙
」と
あ
る
の
で「
尊
敬
」の
意
。
①
は「
可
能
」、

②
は「
自
発
」、
③
は「
受
身
」、
④
は「
尊
敬
」

の
意
。
⑤
は
完
了
の
助
動
詞「
り
」の
已
然
形
。

②
　
「
ら
る
」の
識
別

例
文
は
助
動
詞「
ら
る
」
の
連
用
形
。
意
味
は

「
受
身
」。「
ら
る
」
の
意
味
は「
る
」
と
同
じ
。

①
か
ら
④
ま
で
す
べ
て
助
動
詞「
ら
る
」だ
が
、

①
は「
可
能
」、
③
は「
尊
敬
」、
④
は「
自
発
」

の
意
。

4344

次
の
そ
れ
ぞ
れ
に
答
え
よ
。

傍
線
部
と
文
法
的
に
最
も
近
い
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
べ
。

大
衆
を
催も

よ
ほ

し
て
う
ち
と
ど
め
、「
別
当
を
も
払
ふａ
べ
し
」
な
ど
ま
で
の
の
し
り
て
、

「
こ
の
事
に
よ
り
て
、
い
か
な
る
重ぢ
ゆ
う

科く
わ

に
も
行
は
る
れ
ば
、
我
が
身
張ち

や
う

本ぼ
ん

に
出い

づｂ
べ
し
」
と
ぞ
い
ひ
け
る
。

〈
沙
石
集
〉

①
頼
朝
が
首
を
は
ね
て
、
わ
が
墓
の
前
に
か
く
べ
し
。

②
ゆ
く
蛍
雲
の
上
ま
で
い
ぬ
べ
く
は
秋
風
吹
く
と
雁か

り
に
告
げ
こ
せ

③
潮
満
ち
ぬ
、
風
も
吹
き
ぬ
べ
し
。

④
ほ
と
と
ぎ
す
鳴
く
べ
き
時
に
近
づ
き
に
け
り
。

⑤
毎
度
た
だ
得
失
な
く
、
こ
の
一
矢
に
定
む
べ
し
と
思
へ
。

（
中
央
大
）

傍
線
部
の
「
む
」
と
同
じ
意
味
の
も
の
は
ど
れ
か
。

心
お
そ
く
詠
み
出
だ
す
人
は
、
す
み
や
か
に
詠
ま
む
と
す
る
も
か
な
は
ず
。

〈
俊
頼
髄
脳
〉

①
忍
び
て
は
ま
ゐ
り
た
ま
ひ
な
む
や

②
思
は
む
子
を
法
師
に
な
し
た
ら
む
こ
そ
、
心
苦
し
け
れ

③
を
か
し
か
ら
む
所
の
あ
き
た
ら
む
も
が
な

④
か
な
ら
ず
尋
ね
と
ぶ
ら
は
む

（
日
本
大
）

傍
線
部
の
「
ら
む
」
と
同
じ
意
味
の
も
の
は
ど
れ
か
。

こ
こ
に
も
の
思
は
し
き
人
の
、
月
日
を
隔
て
た
ま
へ
ら
む
ほ
ど
を
思
し
や
る
に
、

問404142

い
と
い
み
じ
う
あ
は
れ
に
心
苦
し
。

〈
源
氏
物
語
〉

①
思
は
む
子
を
法
師
に
な
し
た
ら
む
こ
そ
、
心
苦
し
け
れ
。

②
罪
や
得
ら
む
と
思
ひ
な
が
ら
、
ま
た
う
れ
し
。

③
生
け
ら
む
ほ
ど
は
武
に
誇
ら
ず
。

④
お
の
づ
か
ら
御
目
離
る
る
を
り
も
侍
り
つ
ら
む
。

（
日
本
大
）

傍
線
部
の
「
れ
」
と
同
じ
意
味
の
も
の
は
ど
れ
か
。

今
は
む
か
し
、
あ
る
大
名
き
は
め
て
良
き
名
馬
を
も
と
め
て
、「
我
が
一
大
事
の

先せ
ん
途ど

見
る
べ
き
物
は
こ
の
馬
な
り
」
と
て
秘
蔵
せ
ら
れ
、
馬
の
飼か

ひ
料れ

う
と
て
、
米
・

豆
潤じ
ゆ
ん

沢た
く
に
あ
て
が
は
れ
し
に
、

〈
浮
世
物
語
〉

①
涙
の
こ
ぼ
る
る
に
、
目
も
見
え
ず
、
物
も
言
は
れ
ず
。

②
筆
を
と
れ
ば
物
書
か
れ
、
楽
器
を
と
れ
ば
音
を
た
て
ん
と
思
ふ
。

③
こ
の
あ
ひ
だ
に
、
仕
は
れ
む
と
て
つ
き
て
来
る
わ
ら
は
あ
り
。

④
四
条
大
納
言
撰
ば
れ
た
る
物
を
道
風
書
か
ん
事
、
時
代
や
た
が
ひ
侍
ら
ん
。

⑤
野
辺
近
く
家
居
し
せ
れ
ば
鶯
の
鳴
く
な
る
声
は
朝
な
朝
な
聞
く

（
同
志
社
大
）

傍
線
部
の
「
ら
れ
」
と
文
法
的
に
同
じ
働
き
を
示
す
も
の
は
ど
れ
か
。

そ
の
の
ち
い
く
程
な
く
し
て
、
此
ま
け
侍
、
思
ひ
か
け
ぬ
事
に
て
と
ら
へ
ら
れ
て

人
屋
に
居
に
け
り
。

〈
宇
治
拾
遺
物
語
〉

①
を
と
こ
は
た
寝
ら
れ
ざ
り
け
れ
ば

②
あ
り
が
た
き
も
の
。
舅
に
ほ
め
ら
る
る
婿

③
か
く
経
ど
も
集
め
ら
る
と
聞
き
給
ひ
て

④
住
み
な
れ
て
故
里
、
限
り
な
く
思
ひ
出
で
ら
る

（
阪
南
大
）
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3

　②や
に
わ
に（
矢
庭
に
）は「
急
に
。
即
座
に
。
い
き
な
り
」の
意
。

矢
庭
は
矢
を
射
て
い
る
そ
の
場
。
な
お
、
正
解
の
選
択
肢
は
国

語
辞
典
の
意
味
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。

4

　②①
き
び
す
を
返
す（
あ
と
も
ど
り
す
る
。
引
き
返
す
）、
②
膝
を

突
き
合
わ
せ
る（
じ
っ
く
り
話
を
す
る
た
め
に
、
膝
が
触
れ
合
う

ほ
ど
近
く
に
向
か
い
合
っ
て
す
わ
る
）、
③
耳
を
そ
ろ
え
る（
金
額

を
不
足
な
く
と
り
そ
ろ
え
る
）、
④
顔
色
を
う
か
が
う（
相
手
の
顔

の
様
子
に
よ
っ
て
そ
の
心
の
動
き
を
察
す
る
）、
⑤
肩
ひ
じ
を
張
る

（
威
張
る
。
気
負
う
こ
と
。
ま
た
堅
苦
し
い
態
度
を
と
る
こ
と
）。

空
欄
は
、「
住
人
」同
士
の「
交
流
」に
つ
い
て
述
べ
た
箇
所
な

の
で
、「
膝
を
突
き
合
わ
せ
て
対
話
す
る
」が
正
解
。

慣
用
表
現
や
和
語
は
単
独
で
意
味
を
問
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
。

文
章
読
解
の
前
提
と
な
る
の
で
、
意
味
を
正
確
に
把
握
で
き

る
よ
う
に
し
よ
う
。

Check!

外
来
語
や
和
語
も
含
め
て
、
慣
用
表
現
の
空
欄
補
充
も
多
く

出
題
さ
れ
る
。
意
味
を
覚
え
た
う
え
で
、
文
脈
か
ら
正
解
を

判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。

Check!

慣
用
表
現
の
意
味

3

　傍
線
部
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
選
べ
。

厳
格
な
祖
父
で
す
ら
、
本
当
の
こ
と
を
受
け
入
れ
れ
ば
自
分
自
身
を
損
な
う

よ
う
な
場
面
で
は
や
に
わ
に
弁
解
し
、
自
分
の
領
域
を
護
ろ
う
と
す
る
と
き

が
あ
っ
た
。

〈
牧
田
真
有
子
「
桟
橋
」〉

①
多
弁
に

　
　②
　即
座
に

　
　③
　強
硬
に

④
半
端
に

　
　⑤
　柔
軟
に

（
共
通
テ
ス
ト
）

慣
用
表
現
の
意
味
・
用
法

4

　空
欄
に
入
る
語
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
選
べ
。

地
域
で
も
、
ど
の
よ
う
な
地
域
を
目
指
せ
ば
い
い
の
か
、
住
人
は
ど
の
よ
う

な
価
値
を
重
ん
じ
て
い
る
の
か
、
以
前
か
ら
の
住
人
と
新
し
く
来
た
人
た
ち

は
ど
う
交
流
す
れ
ば
よ
い
か
。
本
当
は
こ
う
し
た
こ
と
に
つ
い
て
［
　
　］

対
話
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

〈
河
野
哲
也
『
人
は
語
り
続
け
る
と
き
、
考
え
て
い
な
い
』〉

①
き
び
す
を
返
し
て

　
　②
　膝
を
突
き
合
わ
せ
て

③
耳
を
そ
ろ
え
て

④
顔
色
を
う
か
が
っ
て

⑤
肩
ひ
じ
を
張
っ
て

（
同
志
社
大
）

慣
用
表
現
に
関
す
る
問
題

慣
用
句
の
完
成

1

　次
の
空
欄
に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
語
を
そ
れ
ぞ
れ
選
べ
。

ａ

　襟え
り

を
⃞

ｂ
　袖そ

で
を
⃞

ｃ

　裃か
み
し
もを
⃞

①
し
ぼ
る

　
　②
　め
く
る

　
　③
　た
だ
す

④
ぬ
ぐ

⑤
か
さ
ね
る

（
中
央
大
）

外
来
語
の
知
識

2

　傍
線
部
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
選
べ
。

こ
こ
で
再
び
学
習
指
導
要
領
や
そ
の
解
説
か
ら
浮
か
び
上
が
る
の
は
、資
質・

能
力
と
連
動
す
る
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
の
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び

（
い
わ
ゆ
る
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」）」
で
あ
る
。

〈
神
代
健
彦
『「
生
存
競
争
」
教
育
へ
の
反
抗
』〉

①
作
業
過
程

　
　②
　基
本
構
想

　
　③
　自
己
決
定

④
抽
象
概
念

　
　⑤
　共
通
認
識

（
京
都
女
子
大
）

1　

ａ
＝
③

　ｂ
＝
①

　ｃ
＝
④

ａ
襟
を
た
だ
す（
心
を
引
き
し
め
真
面
目
な
態
度
に
な
る
こ
と
）。

ｂ
袖
を
し
ぼ
る（
涙
で
ぬ
れ
た
袖
を
し
ぼ
る
ほ
ど
ひ
ど
く
悲
し
ん
で

泣
く
こ
と
）。

ｃ
裃
を
ぬ
ぐ（
四
角
ば
っ
た
態
度
を
や
め
る
。
気
楽
に
う
ち
と
け
る

こ
と
）。

2

　②コ
ン
セ
プ
ト
は「
概
念
。
考
え
」の
意
。
本
来
哲
学
用
語
だ
が
、

芸
術
・
服
飾
・
企
画
・
広
告
な
ど
の
分
野
で「
全
体
を
貫
く
新

し
い
観
点
・
発
想
に
よ
る
基
本
的
な
考
え
方
。
ま
た
そ
れ
を
表

し
た
主
張
」の
意
で
用
い
ら
れ
る
。
こ
こ
は
教
育
に
つ
い
て
の

文
章
な
の
で
、
②「
基
本
構
想
」が
正
解
で
あ
る
。

慣
用
表
現
は
、
完
成
問
題
、
意
味
を
問
う
問
題
、
空
欄
補
充

問
題
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
出
題
さ
れ
る
。

Check!

外
来
語
は
、
直
接
問
わ
れ
な
く
て
も
、
そ
の
語
の
理
解
を
前

提
と
し
て
論
が
展
開
さ
れ
る
場
合
も
多
い
の
で
、
最
低
限
の

も
の
は
把
握
し
て
お
き
た
い
。

Check!

● 解答・解説書付属
● 指導用データ ダウンロード
　＊ CD-ROM をご希望の際はお申し出
　　ください。

本冊の用例を使った演習で、
基礎知識をしっかりと定着させます。

古文・漢文を一緒に学ぶ
古典の手引き 定着ノート

いいずな書店編集部＝編

B5 判　64 頁
税込定価 440円（本体 400 円＋税）

学習をサポートする準拠教材

レベル構成

基　本

古典の手引き

定着ノート

標　準 共通テスト・標準入試 難関私大・国公立２次

古典文法と漢文句形をこれ一冊で！
「古典」を基礎から一緒に学習。
新しい学習方法を提案します！

30 年以上のデータ蓄積＋新たな工夫。
2021〜2024 共通テストの出題も、詳細に分析。
精度がワンランク違う、「本当に出る」頻出問題集。

古文・漢文を一緒に学ぶ
古典の手引き

　大学入試
国語頻出問題 1200
五訂版

中野 貴文／木之内 誠＝監修
大谷 杏子／小林 俊洋／下屋敷 雅暁／池田 宏＝著

B5 判　248 頁
税込定価 825円（本体 750 円＋税）

学習院大学教授 東京都立大学名誉教授

● 別冊解答集付属
● 指導用データ ダウンロード
　＊ CD-ROM をご希望の際はお申し出ください。
● テスト自動作成 CD-ROM
　テストクリエイター対応

◦例文
◦教授資料 PDF（B5 判 57 頁）
◦用言・助動詞活用表
◦指導用パワーポイントデータ

古文・漢文を読むために必要な
文法、句形、語彙、古典常識を精選。
説明と書き込み式の練習問題が
同じ頁にあるので、
効率的に学習ができます。

文法項目を理解するために、短く、
意味をとりやすくした用例です。
イラストで場面をわかりやすく。

学習項目が一目でわかる構成。
要点が整理されていて、学習
効果が期待できます！

近年の入試最頻出項目を一問一答で確
認できるので、最終チェックに最適！
本冊未収録の入試問題をウェブページ
で提供。入試直前の力試しにも活用で
きます。

学習したらすぐに練習問題を
解くことができます。 

おさえておきたい補足
説明をすぐ横に。

基本的な句形を用例と 1 対 1 で
見やすく、わかりやすく表示。

古文と漢文の、共通点や用語の
相違点などを示しました。参照
して学習することができます。

最初に基本事項をまとめたので、
上段の説明を見ながら書いて覚
えることができます。

わかりやすい用例

知識と解法を明確に提示

別冊
『頻出ランキングチェックブック』

書き込みながら学習

見つけやすい説明

理解を助ける説明

暗記箇所がわかる

古文

漢文

テスト自動作成 CD-ROM
テストクリエイター

共通テスト・センター試験／全国国公立大／
有名私大の 2009 年度以降（本冊未収録）の
過去問も作成可能。

［出題元］
共通テスト、全国国公立大、早稲田、上智、MARCH、
日東駒専、南山、関関同立、産近甲龍、西南福大 ほか

「試験に出た！」と
生徒が喜んでいました。
頼りになる一冊です。

いいずなラボ
→ p.27

iizuna LMS
→ p.30

テストサービス
→ p.32

改訂により、慣用表現／文学史／
古文単語を増補。
分野ごとに入試の出題傾向と対策
を提示。共通テストにも対応！

「ウォームアップ」

レベル構成 いいずな書店が発行し、いいずな書店 RTより販売の書籍です。

基　本

国語頻出問題 1200 五訂版

標　準 共通テスト・標準入試 難関私大・国公立２次

店頭取扱品

有座 俊史＝編著

A5 判　400 頁
税込定価 1,430円（本体 1,300 円＋税）

● 赤シート付
● 別冊頻出ランキングチェックブック付
● 指導用データ ダウンロード
　＊ CD-ROM をご希望の際はお申し出ください。
● テスト自動作成 CD-ROM テストクリエイ
　ター対応［2009 年度以降の過去問も収録］
● LMS テストクリエイター対応
● Google Forms/Microsoft Forms
　テストサービス対応
● コピー用テスト 2 種類完備
　 A：18 回　B：34 回

Teacher's Voice

いいずな だけのサービス！

古
典
文
法
／
漢
文

入
試
頻
出
問
題

◦設問・解答

NEW

NEW

今回の改訂では、共通テスト過去問の
ほか、対義語・類義語／外来語／空所
補充など、現代文分野を中心に最新の
入試から厳選された良問を収録！

最新の入試問題を収録
NEW

NEW
◦古典通釈編
◦コピー用テスト
◦復習用ワークシート

改訂

 Web で閲覧になりました
「古典通釈編」は、本冊に掲載の QR コード
を読み取ると、Web 上でご覧いただけます。
また、同様の PDF、URL 一覧を指導用データ
にも収録しています。
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解
答
と
ポ
イ
ン
ト

█

ａ
＝
①
　
ｂ
＝
⑤

「
べ
し
」の
識
別

①
命
令
、②
可
能
、③
推
量
、④
当
然
、⑤
意
志
。

ａ
は「
の
の
し
り
て
」と
あ
る
の
で
、
命
令（
あ

る
い
は
適
当
）の
意
で
、
①
が
正
解
。
ｂ
は「
我

が
身
」と
あ
る
の
で
、意
志
の
意
で
、⑤
が
正
解
。

「
べ
し
」
は「
む
」
と
同
じ
く
人
称
を
手
が
か
り

に
意
味
を
判
断
す
る
。
可
能
は
打
消
語
を
伴
う

こ
と
が
多
く
、
当
然
は「
は
ず
の
」
と
訳
せ
る

場
合
で
主
に
連
体
形
で
用
い
ら
れ
る
。
し
か
し
、

「
当
然
」「
適
当
」「
命
令
」
の
判
別
は
難
し
い

場
合
が
多
い
。

④
　
「
む
」の
識
別

「
む
」は「
推
量
」「
意
志
」「
適
当
・
勧
誘
」「
仮

定
・
婉
曲
」
の
意
味
が
あ
る
。
文
中
の
連
体
形

は「
仮
定
・
婉
曲
」
が
多
い
。
そ
の
他
は
人
称

を
手
が
か
り
に
文
脈
か
ら
判
断
す
る
。
例
文
は

「
詠
も
う
」と
い
う「
意
志
」の
意
。
①
は「
勧
誘
」、

②
は「
仮
定
」、
③
は「
婉
曲
」の
意
で
あ
る
。

③
　
「
ら
む
」の
識
別

例
文
の「
ら
む
」
は
助
動
詞「
り
」
の
未
然
形

「
ら
」
＋
助
動
詞「
む
」。
四
段
動
詞
の
已
然
形

404142

（
ま
た
は
命
令
形
）
に
接
続
す
る
。
①
は
助
動

詞「
た
り
」の
未
然
形「
た
ら
」の
一
部
＋
助
動

詞「
む
」。
②
と
④
は
現
在
推
量
の
助
動
詞「
ら

む
」。
助
動
詞「
ら
む
」
は
終
止
形（
ラ
変
型
に

は
連
体
形
）に
接
続
す
る
。

④
　
「
れ
」の
識
別

例
文
は
助
動
詞「
る
」
の
連
用
形
。「
る
」
は
未

然
形
接
続
の
助
動
詞
。「
自
発
」「
可
能
」「
受

身
」「
尊
敬
」
の
意
が
あ
る
。
意
味
の
識
別
は

前
後
の
文
脈
か
ら
判
断
す
る
。
例
文
は
主
語
が

「
あ
る
大
名
」で「
秘
蔵
せ
ら
れ
︙
あ
て
が
は
れ

︙
」と
あ
る
の
で「
尊
敬
」の
意
。
①
は「
可
能
」、

②
は「
自
発
」、
③
は「
受
身
」、
④
は「
尊
敬
」

の
意
。
⑤
は
完
了
の
助
動
詞「
り
」の
已
然
形
。

②
　
「
ら
る
」の
識
別

例
文
は
助
動
詞「
ら
る
」
の
連
用
形
。
意
味
は

「
受
身
」。「
ら
る
」
の
意
味
は「
る
」
と
同
じ
。

①
か
ら
④
ま
で
す
べ
て
助
動
詞「
ら
る
」だ
が
、

①
は「
可
能
」、
③
は「
尊
敬
」、
④
は「
自
発
」

の
意
。
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次
の
そ
れ
ぞ
れ
に
答
え
よ
。

傍
線
部
と
文
法
的
に
最
も
近
い
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
べ
。

大
衆
を
催も
よ
ほ

し
て
う
ち
と
ど
め
、「
別
当
を
も
払
ふａ
べ
し
」
な
ど
ま
で
の
の
し
り
て
、

「
こ
の
事
に
よ
り
て
、
い
か
な
る
重ぢ
ゆ
う

科く
わ

に
も
行
は
る
れ
ば
、
我
が
身
張ち
や
う

本ぼ
ん

に
出い

づｂ
べ
し
」
と
ぞ
い
ひ
け
る
。

〈
沙
石
集
〉

①
頼
朝
が
首
を
は
ね
て
、
わ
が
墓
の
前
に
か
く
べ
し
。

②
ゆ
く
蛍
雲
の
上
ま
で
い
ぬ
べ
く
は
秋
風
吹
く
と
雁か

り
に
告
げ
こ
せ

③
潮
満
ち
ぬ
、
風
も
吹
き
ぬ
べ
し
。

④
ほ
と
と
ぎ
す
鳴
く
べ
き
時
に
近
づ
き
に
け
り
。

⑤
毎
度
た
だ
得
失
な
く
、
こ
の
一
矢
に
定
む
べ
し
と
思
へ
。

（
中
央
大
）

傍
線
部
の
「
む
」
と
同
じ
意
味
の
も
の
は
ど
れ
か
。

心
お
そ
く
詠
み
出
だ
す
人
は
、
す
み
や
か
に
詠
ま
む
と
す
る
も
か
な
は
ず
。

〈
俊
頼
髄
脳
〉

①
忍
び
て
は
ま
ゐ
り
た
ま
ひ
な
む
や

②
思
は
む
子
を
法
師
に
な
し
た
ら
む
こ
そ
、
心
苦
し
け
れ

③
を
か
し
か
ら
む
所
の
あ
き
た
ら
む
も
が
な

④
か
な
ら
ず
尋
ね
と
ぶ
ら
は
む

（
日
本
大
）

傍
線
部
の
「
ら
む
」
と
同
じ
意
味
の
も
の
は
ど
れ
か
。

こ
こ
に
も
の
思
は
し
き
人
の
、
月
日
を
隔
て
た
ま
へ
ら
む
ほ
ど
を
思
し
や
る
に
、

問404142

い
と
い
み
じ
う
あ
は
れ
に
心
苦
し
。

〈
源
氏
物
語
〉

①
思
は
む
子
を
法
師
に
な
し
た
ら
む
こ
そ
、
心
苦
し
け
れ
。

②
罪
や
得
ら
む
と
思
ひ
な
が
ら
、
ま
た
う
れ
し
。

③
生
け
ら
む
ほ
ど
は
武
に
誇
ら
ず
。

④
お
の
づ
か
ら
御
目
離
る
る
を
り
も
侍
り
つ
ら
む
。

（
日
本
大
）

傍
線
部
の
「
れ
」
と
同
じ
意
味
の
も
の
は
ど
れ
か
。

今
は
む
か
し
、
あ
る
大
名
き
は
め
て
良
き
名
馬
を
も
と
め
て
、「
我
が
一
大
事
の

先せ
ん

途ど

見
る
べ
き
物
は
こ
の
馬
な
り
」
と
て
秘
蔵
せ
ら
れ
、
馬
の
飼か
ひ

料れ
う

と
て
、
米
・

豆
潤じ
ゆ
ん

沢た
く

に
あ
て
が
は
れ
し
に
、

〈
浮
世
物
語
〉

①
涙
の
こ
ぼ
る
る
に
、
目
も
見
え
ず
、
物
も
言
は
れ
ず
。

②
筆
を
と
れ
ば
物
書
か
れ
、
楽
器
を
と
れ
ば
音
を
た
て
ん
と
思
ふ
。

③
こ
の
あ
ひ
だ
に
、
仕
は
れ
む
と
て
つ
き
て
来
る
わ
ら
は
あ
り
。

④
四
条
大
納
言
撰
ば
れ
た
る
物
を
道
風
書
か
ん
事
、
時
代
や
た
が
ひ
侍
ら
ん
。

⑤
野
辺
近
く
家
居
し
せ
れ
ば
鶯
の
鳴
く
な
る
声
は
朝
な
朝
な
聞
く

（
同
志
社
大
）

傍
線
部
の
「
ら
れ
」
と
文
法
的
に
同
じ
働
き
を
示
す
も
の
は
ど
れ
か
。

そ
の
の
ち
い
く
程
な
く
し
て
、
此
ま
け
侍
、
思
ひ
か
け
ぬ
事
に
て
と
ら
へ
ら
れ
て

人
屋
に
居
に
け
り
。

〈
宇
治
拾
遺
物
語
〉

①
を
と
こ
は
た
寝
ら
れ
ざ
り
け
れ
ば

②
あ
り
が
た
き
も
の
。
舅
に
ほ
め
ら
る
る
婿

③
か
く
経
ど
も
集
め
ら
る
と
聞
き
給
ひ
て

④
住
み
な
れ
て
故
里
、
限
り
な
く
思
ひ
出
で
ら
る

（
阪
南
大
）
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いいずなラボ
→ p.27

iizuna LMS
→ p.30

テストサービス
→ p.32

iizuna LMS
→ p.30

テストサービス
→ p.32

いいずなラボ
→ p.27

iizuna LMS
→ p.30

テストサービス
→ p.32

「ことのは＝言葉」は物事を考えるもとになる。
新課程での語彙基礎学習にこの一冊。
端的な解説で覚えやすさを追求。

イラストでわかりやすく学び、
ネットワーキングで語句を関連させて覚える。
最新語にも対応、必携の一冊！

評論を読むための「論点」、
小説を読むための「着眼点」を

「語彙」の学習につなげる新しい現代文単語！

ほんものの力がつく
現代語練習帳 ことのは 
三訂版

イラストとネットワーキングで覚える
現代文単語 げんたん
改訂版

評論・小説を読むための
新現代文単語
改訂版

小﨑 誠二＝著

B5 判　168 頁
税込定価 737円（本体 670 円＋税）

伊原 勇一／土井 諭／柴田 隆行＝著

B6 判変型　336 頁
税込定価 1,023円（本体 930 円＋税）

夏苅 一裕／三浦 武＝著

B6 判変型　344 頁
税込定価 1,023円（本体 930 円＋税）

● 解答書付属
● 指導用データ ダウンロード
　＊ CD-ROM をご希望の際はお申し出ください。
● テスト自動作成 CD-ROM テストクリエイター対応
● LMS テストクリエイター対応
● Google Forms/Microsoft Forms テストサービス対応
● コピー用テスト 2 種類（各24 回）完備

● 指導用データ ダウンロード
　＊ CD-ROM をご希望の際はお申し出ください。
● テスト自動作成 CD-ROM テストクリエイター対応
● LMS テストクリエイター対応
● Google Forms/Microsoft Forms テストサービス対応
● コピー用テスト３種類（各24 回）
　＋長文問題（10 回）完備

● テスト自動作成 CD-ROM テストクリエイター対応
● LMS テストクリエイター対応
● Google Forms/Microsoft Forms
　テストサービス対応
● コピー用テスト２種類（各24 回）完備

◦本冊・解答
◦コピー用テスト
◦見出し語ワークシート
◦見出し語・関連語＿意味選択問題

◦例文
◦コピー用テスト
◦見出し語・関連語_意味選択問題
◦見出し語ワークシート
◦文章で語彙力チェック
◦第 3 章論理テーマ理解編シート
◦第 3 章論理テーマ理解編_大学入試問題
◦第 5 章文学テーマ理解編シート
◦第 5 章文学テーマ理解編確認問題
◦終章意見論述編_例題・確認問題

新課程「現代の国語」「言語文化」の教科書を読んで、
現代社会で生きていくための「ことば」を集めました。

「表現」ページを新設。「敬意表現」と「文の洗練」を
学ぶことができます。

河合塾講師

河合塾講師

河合塾講師

店頭取扱品

店頭取扱品

レベル構成
基　本

ことのは 三訂版

標　準 共通テスト・標準入試 難関私大・国公立２次

レベル構成 いいずな書店が発行し、いいずな書店 RTより販売の書籍です。

基　本

新現代文単語 改訂版

標　準 共通テスト・標準入試 難関私大・国公立２次

レベル構成 いいずな書店が発行し、いいずな書店 RTより販売の書籍です。

基　本

げんたん 改訂版

標　準 共通テスト・標準入試 難関私大・国公立２次

今まで学習したことのまとめ問題です。
語の学習を確実なものにします。 

フィードバック問題

確認問題で語を定着させます。 

そして確認問題にトライ

「ネットワーキング」頁を随所に入れ
ました。  語句を関連させて覚えます。 

24 回に分けて解説。評論を読むために
必要な「語彙」がわかります。
Q&A・ここがポイントを新設。 

ネットワーキング

評論の論点

例文から今の語彙力を
はかります。 

語義や関連語を読み、語を
深く理解し身につけます。 

まずはトライ

次に理解を深める

現
代
文
単
語
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どれかな？ ■ 解答解答は次ページ

※�

当
て
は
ま
る
も
の
を
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

205 204

①	

仮か

説せ
つ

＝
仮
に
立
て
た
説

②	

逆ぎ
ゃ
く

説せ
つ

＝
矛
盾
す
る
よ
う
で
真
理
を
含
む
説

①	

恣し

意い

的て
き

＝
自
分
勝
手
な
あ
り
さ
ま

②	

随ず
い

意い

的て
き

＝
束
縛
や
制
限
の
な
い
さ
ま

①	

倫り
ん

理り

的て
き

＝
道
徳
の
規
範
に
従
う
さ
ま

②	

合ご
う

理り

的て
き

＝
理
屈
に
か
な
っ
て
い
る
さ
ま

①	

特と
く

徴ち
ょ
う

＝
他
と
異
な
っ
て
目
立
つ
し
る
し

②	

象し
ょ
う

徴ち
ょ
う

＝�

抽
象
的
な
事
を
具
体
物
で
示
す
こ
と
・
代
表
的
な
し
る
し

①	

示じ

威い

＝
威
力
を
示
す
こ
と

②	

示し

唆さ

＝
そ
れ
と
な
く
気
づ
か
せ
る
こ
と

①	

逸い
つ

話わ

＝
世
間
に
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
話

②	

神し
ん

話わ

＝
根
拠
な
く
信
じ
込
ま
れ
人
々
の
考
え
な
ど
を
縛
る
事
柄

①	

観か
ん

念ね
ん

＝
物
事
に
対
す
る
と
ら
え
方
や
考
え

②	

理り

念ね
ん

＝
あ
る
べ
き
状
態
に
つ
い
て
の
根
本
的
な
考
え
方

①	

背は
い

馳ち

＝
食
い
違
う
こ
と
・
反
対
に
な
る
こ
と

②	

排は
い

斥せ
き

＝
押
し
の
け
退
け
る
こ
と

166・
5

67・
25

73・
19

19・
19

8・
1

69・
16

155・
22173・

14

43・
19

①	

批ひ

准じ
ゅ
ん

＝
条
約
に
同
意
す
る
こ
と

②	

矛む

盾じ
ゅ
ん

＝
つ
じ
つ
ま
が
合
わ
な
い
こ
と

①	

概が
い

念ね
ん

＝
事
物
の
本
質
を
と
ら
え
る
思
考
の
形
式

②	

通つ
う

念ね
ん

＝
一
般
に
共
通
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
考
え

①	

敷ふ

設せ
つ

＝
装
備
や
設
備
を
設
置
す
る
こ
と

②	

敷ふ

衍え
ん

＝
意
味
を
押
し
広
げ
て
説
明
す
る
こ
と

①	

啓け
い

示じ

＝
神
が
人
知
の
及
ば
な
い
真
理
を
示
す
こ
と

②	

啓け
い

蒙も
う

＝
正
し
い
知
識
を
与
え
て
教
え
導
く
こ
と

①	

普ふ

遍へ
ん

性せ
い

＝
す
べ
て
の
物
事
に
通
じ
る
性
質

②	

多た

様よ
う

性せ
い

＝
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
る
さ
ま

①	

実じ
っ

験け
ん

＝
考
え
が
正
し
い
か
ど
う
か
、
試
し
て
み
る
こ
と

②	

経け
い

験け
ん

＝
実
際
に
や
っ
て
み
る
こ
と

①	

無む

情じ
ょ
う

＝
思
い
や
る
心
が
な
い
こ
と

②	

無む

常じ
ょ
う

＝
一
切
の
物
は
生
滅
変
化
し
て
定
ま
り
が
な
い
こ
と

	

　
　
　

①	

道ど
う

理り

＝
筋
道
・
道
義

②	

原げ
ん

理り

＝
根
本
法
則
・
世
界
の
根
源

①	

典て
ん

型け
い

的て
き

＝
特
徴
や
性
質
を
よ
く
表
し
て
い
る
さ
ま

②	

類る
い

型け
い

的て
き

＝
あ
り
ふ
れ
て
い
て
特
色
の
な
い
さ
ま

24・
6

15・
18

16・
4

47・
16

41・
24

83・
17

80・
9

187・
46

187・
45

137

121

「
急
が
ば
回
れ
」
と
い
う
（
①
仮
説
　②
逆
説
）
に
は
、
社

会
に
通
用
す
る
真
理
が
含
ま
れ
て
い
る
。

具
体
的
事
実
に
基
づ
か
な
い
（
①
恣
意
的
　②
随
意
的
）

な
解
釈
は
捨
て
去
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

好
き
嫌
い
で
判
断
せ
ず
に
、（
①
倫
理
的
　②
合
理
的
）

に
損
得
を
計
算
し
て
行
動
す
る
方
が
よ
い
。

現
地
の
人
々
は
大
自
然
の
脅
威
の
（
①
特
徴
　②
象
徴
）

と
し
て
ワ
ニ
の
力
の
話
を
語
り
継
い
で
い
る
。

社
長
の
談
話
は
新
製
品
開
発
の
承
認
を
（
①
示
威
　②
示

唆
）
す
る
と
社
内
で
受
け
取
ら
れ
た
。

地
価
は
下
が
ら
な
い
と
い
う
（
①
逸
話
　②
神
話
）
は
長

い
間
信
じ
ら
れ
て
き
た
。

古
代
と
近
代
で
は
時
間
の
（
①
観
念
　②
理
念
）
は
ず
い

ぶ
ん
異
な
っ
て
い
る
。

外
国
の
文
物
は
何
で
あ
れ
（
①
背は

い

馳ち

　②
排
斥
）
す
る
と

い
う
の
が
当
時
の
風
潮
で
あ
っ
た
。

歴
史
の
中
で
は
自
由
と
強
制
が
（
①
批
准
　②
矛
盾
）
せ

ず
に
溶
け
合
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

創
造
に
は
既
成
（
①
概
念
　②
通
念
）
に
と
ら
わ
れ
な
い

柔
軟
な
発
想
が
大
切
で
あ
る
。

ポ
イ
ン
ト
を
（
①
敷
設
　②
敷ふ

衍え
ん

）
し
て
わ
か
り
や
す
く

説
明
し
な
い
と
一
般
の
聴
衆
に
は
理
解
さ
れ
に
く
い
。

（
①
啓
示
　②
啓け

い

蒙も
う

）
思
想
と
い
う
の
は
い
わ
ば
上
か
ら
の

改
革
を
目
指
す
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

生
物
の
（
①
普
遍
性
　②
多
様
性
）
を
維
持
す
る
た
め
に

外
来
種
の
繁
殖
を
抑
え
る
措
置
を
と
る
。

多
く
の
（
①
実
験
　②
経
験
）
を
積
ん
で
子
ど
も
か
ら
大

人
へ
と
成
長
し
て
ゆ
く
。

人
の
世
は
は
か
な
い
も
の
だ
と
い
う
（
①
無
情
　②
無
常
）

観
が
日
本
人
の
心
の
奥
に
潜
ん
で
い
る
。

近
代
を
貫
く
行
動
（
①
道
理
　②
原
理
）
の
一
つ
と
し
て

功
利
主
義
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

官
僚
機
構
は
上
か
ら
下
へ
広
が
る
（
①
典
型
的
　②
類
型

的
）
な
ツ
リ
ー
型
の
組
織
と
な
っ
て
い
る
。

1

⑹ （好学・後学・向学）のため失敗談を聞く。 ⑸ 局地　限られた一定の場所
start
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演
習
問
題

空
欄
Ⓐ
～
Ⓔ
に
当
て
は
ま
る
語
を
上

の
1
～
5
か
ら
選
べ
。

演
習
問
題

233 232

空
欄
Ⓐ
～
Ⓔ
に
当
て
は
ま
る
語
を
上

の
6
～
10
か
ら
選
べ
。

【 

　 

情
報
化
社
会 

】

1

Ⓐ 6　Ⓑ 7　Ⓒ 8　Ⓓ 10　Ⓔ 9 Ⓐ 5　Ⓑ 3　Ⓒ 1　Ⓓ 2　Ⓔ 4

　
情
報
化
社
会
が
進
展
し
、
モ
バ
イ
ル
機
器
や
Ｓイン

タ
ーＮ

Ｓネッ
ト
上
で
人
間
関
係
の
構
築
を
促
進
す
る
サ
ー
ビ
ス

な
ど
は
我
々
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
あ
ら
ゆ
る
個
人

情
報
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
管
理
さ
れ
て
い
た
り
、

安
全
の
名
の
も
と
に
監
視
カ
メ
ラ
が
至
る
場
所
に
設

置
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
で
、 

　Ⓐ

　が
到
来
し
て
い

る
こ
と
を
危
惧
す
る
声
も
あ
る
。

　
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
の
流
す
情
報
は
す
べ
て
正
し
い

と
は
限
ら
ず
、 

　Ⓑ

　の
可
能
性
も
十
分
考
慮
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
自
ら
収
集
し
た
情
報

も
、 

　Ⓒ

　に
よ
り
、
自
分
が
知
り
た
い
情
報
に
だ

け
接
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
た
め
、
う
ま
く
活
用
す

る
た
め
に
は
個
人
の

　Ⓓ

　の
有
無
が
重
要
に
な
る
。

　
そ
も
そ
も
地
域
間
、
収
入
や
年
齢
な
ど
の
違
い
が

あ
る
個
人
間
、
ま
た
集
団
間
、
国
際
間
の

　Ⓔ

　が

あ
り
、
一
層
そ
の
差
は
大
き
く
な
っ
て
い
く
と
考
え

ら
れ
る
。

　
従
来
パ
ソ
コ
ン
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
た
は
イ
ン
ス

ト
ー
ル
し
て
利
用
し
て
い
た
デ
ー
タ
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
を
、 

　Ⓐ

　を
介
し
て
利
用
す
る
技
術
や
、
モ
バ

イ
ル
機
器
な
ど
で
収
集
さ
れ
た
情
報
の
集
合
で
あ
る

　Ⓑ

　の
活
用
、
単
な
る
デ
ー
タ
処
理
で
は
な
い
、

人
間
の
知
能
に
近
い
働
き
を
す
る

　Ⓒ

　の
登
場
に

よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な

が
る

　Ⓓ

　の
可
能
性
が
広
が
っ
た
。
例
え
ば
、
製

品
へ
の
問
い
合
わ
せ
等
の
顧
客
対
応
に
活
用
で
き
る

チ人間
と
テ
キ
ス
ト
で
対
話
を
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
な
ど
が
登
場
し
、
業
務
の
ス
リ
ム

化
、
コ
ス
ト
削
減
に
寄
与
し
て
い
る
。

　

　Ⓔ

　が
訪
れ
る
と
さ
れ
る
二
〇
四
五
年
頃
に
は
、

人
間
の
仕
事
が

　Ⓒ

　に
奪
わ
れ
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
。
人
間
と
は
何
か
、
知
性
と
は
何
か
、
人
間
の

本
質
を
改
め
て
考
え
る
べ
き
時
が
到
来
し
て
い
る
。

Ａエ
ー

Ｉア
イ

［A
rtificial�Intelligence

］

人
工
知
能
。
自
律
的
に
学
習
し
、
判
断
・
思
考
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス

テ
ム
。
生
成
Ａ
Ｉ
は
膨
大
な
デ
ー
タ
を
学
習
し
、
人
間
の
指
示
で
新
た
な
文

章
、
音
声
、
画
像
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
作
成
す
る
人
工
知
能
。

Ｉア
イ

ｏオ
ー

Ｔテ
ィ
ー

［Internet�of�T
hings

］

モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
高
度
な
通
信
機
能
が
組
み
込

ま
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
相
互
に
情
報
伝
達
を
す
る
。

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
［big�data

］

一
般
的
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
能
力
を
超
え
る
ほ
ど
巨
大
な
サ
イ
ズ
の
デ
ー
タ

の
集
合
。

シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
ー
［singularity

］

技
術
的
特
異
点
。
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
が
人
間
の
知
能
を
超
え
る
転
換
点
。

ク
ラ
ウ
ド
［cloud

］

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
の
資
源
を
利

用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
中
の
サ
ー
バ
ー
群
。

12345

監か
ん

視し

社し
ゃ

会か
い

一
定
の
権
力
を
持
つ
個
人
や
組
織
に
よ
っ
て
個
人
の
行
動
が
常
に
監
視
さ
れ

て
い
る
社
会
。
カ
メ
ラ
な
ど
に
よ
る
直
接
の
監
視
の
他
、
住
民
記
録
、
信
用

情
報
、
さ
ら
に
は
電
話
の
盗
聴
、
メ
ー
ル
の
監
視
な
ど
の
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
監
視
も
含
ま
れ
る
。

フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
［fake�new

s

］

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
な
ど
の
媒
体
に
よ
っ
て
流
さ
れ
る

虚
偽
の
情
報
や
報
道
。

フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
［filter�bubble

］

検
索
エ
ン
ジ
ン
上
な
ど
で
自
分
の
観
点
に
合
わ
な
い
情
報
か
ら
は
隔
離
さ
れ
、

見
た
い
も
の
だ
け
を
見
せ
ら
れ
て
い
る
状
態
。

デ
ジ
タ
ル
デ
ィ
バ
イ
ド
［digital�divide

］

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
パ
ソ
コ
ン
等
の
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
を
利
用
で

き
る
者
と
利
用
で
き
な
い
者
と
の
間
に
生
じ
る
情
報
格
差
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
［internet�literacy

］

「
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
」
と
も
い
う
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
正
し
く
活
用
す
る

た
め
の
知
識
や
能
力
。

678910
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1

多
く
の
事
実
が
彼
の
無
実
を
シ
サ
し
て
い
る
。	

	

示
唆	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

◆
そ
れ
と
な
く
気
づ
か
せ
る
こ
と

自
己
責
任
の
原
則
が
社
会
に
シ
ン
ト
ウ
し
て
い
る
。	

	

浸
透	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

し
み
と
お
る
こ
と

眼
前
に
生
き
生
き
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
カ
ン
キ
さ
せ
る
。		

喚
起	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

◆
よ
び
お
こ
す
こ
と

言
語
は
意
思
の
伝
達
を
バ
イ
カ
イ
す
る
手
段
で
あ
る
。	

	

媒
介	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

◆
間
に
立
っ
て
と
り
も
つ
こ
と

近
代
に
科
学
は
ケ
ン
チ
ョ
な
進
歩
を
遂
げ
た
。	

	

顕
著	

	
	
	
	
	
	
	

際
立
っ
て
目
に
つ
く
さ
ま

外
国
人
と
の
交
流
が
ヒ
ン
パ
ン
に
行
わ
れ
る
。	

	

頻
繁	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

ひ
っ
き
り
な
し
に
行
う
さ
ま

霧
で
建
物
の
リ
ン
カ
ク
が
ぼ
や
け
て
見
え
る
。	

	

輪
郭	

	
	
	
	
	
	

物
の
ま
わ
り
を
縁
取
っ
て
い
る
線

日
本
の
現
実
を
正
し
く
ハ
ア
ク
し
た
上
で
批
判
す
る
。	

	

把
握	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

し
っ
か
り
と
理
解
す
る
こ
と

豊
か
な
想
像
力
を
ク
シ
し
て
細
部
を
描
写
す
る
。	

	

駆
使	

	
	
	
	
	
	
	
	

自
由
に
つ
か
い
こ
な
す
こ
と

物
事
を
タ
ン
テ
キ
に
言
い
表
す
よ
う
に
心
が
け
る
。	

	

端
的	

	
	
	

◆
て
っ
と
り
早
く
要
点
を
と
ら
え
る
さ
ま

将
来
は
医
師
に
な
り
、
地
域
医
療
に
コ
ウ
ケ
ン
し
た
い
。		

貢
献	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

力
を
尽
く
し
、
役
立
つ
こ
と

警
戒
心
か
ら
世
間
は
カ
ジ
ョ
ウ
な
拒
絶
反
応
を
見
せ
る
。		

過
剰	

	
	
	
	
	
	
	
	

◆
適
度
を
超
え
て
多
す
ぎ
る
さ
ま

204・5
類	

■ア
ン

■ジ

214・
7

訓	

浸ひ
た

す

注	

×
侵

216・7
意	

喚
＝
よ
ぶ

215・15
意	

顕
＝
あ
き
ら
か

訓	

著い
ち
じ
る

し
い

意	

頻
＝
し
き
り
に

	

繁
＝
回
数
が
多
い

意	

把
＝
と
る
・
に
ぎ
る

訓	

握に
ぎ

る

訓	

駆か

け
る

210・1
訓	

貢み
つ

ぐ

類	

■キ

■ヨ

63・
22

209・12

関
連 

余ヨ

剰ジ
ョ
ウ

110・
3

最
新
の
技
術
を
用
い
て
ボ
ウ
ダ
イ
な
富
を
生
み
出
す
。	

	
膨
大	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

非
常
に
お
お
き
い
さ
ま

理
想
を
語
る
と
幾
多
の
困
難
に
ソ
ウ
グ
ウ
す
る
。	

	

遭
遇	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

思
わ
ぬ
場
面
に
不
意
に
出
会
う
こ
と

ど
ん
な
時
で
も
自
己
の
能
力
を
限
界
ま
で
ハ
ッ
キ
す
る
。		

発
揮	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

も
っ
て
い
る
力
や
性
質
を
表
す
こ
と

生
態
系
の
中
で
滞
り
な
く
水
が
ジ
ュ
ン
カ
ン
す
る
。	

	

循
環	

	
	
	
	
	
	
	

一
回
り
し
て
も
と
に
戻
る
こ
と
を
繰
り
返
す
こ
と

余
計
な
も
の
を
一
切
ハ
イ
ジ
ョ
し
た
デ
ザ
イ
ン
に
す
る
。		

排
除	

	
	
	
	
	
	
	
	

◆
押
し
の
け
取
り
の
ぞ
く
こ
と

途
中
で
ホ
ウ
キ
す
る
こ
と
な
く
最
後
ま
で
や
り
抜
く
。	

	

放
棄	

	
	
	
	

投
げ
捨
て
る
こ
と

老
朽
化
し
た
建
物
が
ホ
ウ
カ
イ
す
る
恐
れ
が
あ
る
。	

	

崩
壊	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

く
ず
れ
、
こ
わ
れ
る
こ
と

利
益
の
多
く
の
部
分
を
消
費
者
に
カ
ン
ゲ
ン
す
る
。	

	

還
元	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

◆
も
と
に
戻
す
こ
と

心
の
空
虚
さ
や
自
己
ソ
ウ
シ
ツ
に
あ
え
ぎ
続
け
て
い
る
。		

喪
失	

	
	
	
	
	
	
	
	

◆
う
し
な
う
こ
と
・
な
く
す
こ
と

古
く
か
ら
の
学
説
に
イ
キ
ョ
し
て
新
説
を
否
定
す
る
。	

	

依
拠	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

よ
り
ど
こ
ろ
と
す
る
こ
と

問
い
か
け
を
ケ
イ
キ
と
し
て
思
考
が
動
き
始
め
る
。	

	

契
機	

	
	
	
	
	

◆
き
っ
か
け

健
康
を
イ
ジ
す
る
た
め
に
適
度
に
体
を
動
か
す
。	

	

維
持	

	
	
	
	

状
態
を
保
ち
続
け
る
こ
と

選
手
全
員
が
心
か
ら
勝
利
を
カ
ツ
ボ
ウ
し
て
い
る
。	

	

渇
望	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

心
か
ら
強
く
の
ぞ
む
こ
と

訓	

膨ふ
く

ら
む

別
解 

厖
大

訓	

遭あ

う

意	

揮
＝
ふ
る
う

意	
環
＝
め
ぐ
る

207・9
訓	

除の
ぞ

く

類	

■ジ
ョ

■キ
ョ

78・
9

意	

棄
＝
す
て
る

別
解 

崩
潰

213・15
意 

還
＝
か
え
る

198・4
意	

喪
＝
う
し
な
う
・
な
く
す

対	

■カ
ク

■ト
ク

10・
4

意	

依
・
拠
＝
よ
る
・
た
よ
る

215・9
意	

契
＝
き
ざ
む

意	

維
＝
つ
な
ぐ
・
さ
さ
え
る

類	

■ジ

■ゾ
ク

208・
4

類	

■セ
ツ

■ボ
ウ

復習問題
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谷本 文男＝著

B6 判変型　248 頁
税込定価 913円（本体 830 円＋税）

小﨑 誠二＝著

B5 判 　192 頁 
税込定価 682 円（本体 620 円＋税）

谷本 文男＝著

B6 判変型　320 頁
税込定価 979円（本体 890 円＋税）

● 赤シート付
● テスト自動作成 CD-ROM
　テストクリエイター対応
● LMS テストクリエイター対応

● Google Forms/Microsoft Forms
　テストサービス対応
● コピー用テスト２種類完備
　 A：20 問×24 回　B：10 問×48 回

● 赤シート付
● 指導用データ ダウンロード
　＊ CD-ROM をご希望の際はお申し出ください。
● テスト自動作成 CD-ROM テストクリエイター対応
● LMS テストクリエイター対応
● Google Forms/Microsoft Forms テストサービス対応
● コピー用テスト３種類完備
　 A：20 問× 24 回　B：10 問× 48 回
　 C：アウトプットワーク× 7 回

● 指導用データ ダウンロード
　＊ CD-ROM をご希望の際はお申し出ください。
● テスト自動作成 CD-ROM テストクリエイター対応
● LMS テストクリエイター対応
● Google Forms/Microsoft Forms テストサービス対応

◦コピー用テスト２種類
　A：20 問× 24 回　B：10 問× 48 回
◦漢字検定摸擬テスト ４級～２級
◦漢字ドリル
◦６級以下の漢字一覧

いいずなラボ
→ p.27

iizuna LMS
→ p.30 iizuna LMS

→ p.30
テストサービス
→ p.32

テストサービス
→ p.32

いいずなラボ
→ p.27

iizuna LMS
→ p.30

テストサービス
→ p.32

3 ランク方式  基礎からのマスター
大学入試漢字
TOP 2000　四訂版

意味で覚えて 漢字を知る
漢トレ
漢字検定 5 級～ 2 級

　 入試頻出漢字 ＋ 現代文重要語彙
TOP 2500
四訂版

最新データにもとづき
頻出漢字 2000 語を厳選収録。
基礎から難関入試までこの一冊で！

意味がわかる。繰り返しの演習で
１字１字がしっかり身につく 
常用漢字帳。 

入試漢字のトップセラー！
厳選された漢字＋重要語で、
入試語彙のインプットに最適 !!

レベル構成
TOP2000/TOP2500 は、いいずな書店が発行し、
いいずな書店 RTより販売の書籍です。

基　本

TOP2000 四訂版

TOP2500 四訂版

標　準 共通テスト・標準入試 難関私大・国公立２次

正しい意味を理解することで、
使える語彙力を育みます。

例文で、漢字や熟語がどのような
文脈で使われるかを捉えます。 

意味で覚える

使い方を知る 

店頭取扱品

店頭取扱品

15 年以上の入試データを
誤答選択肢も含めて徹底分析。
これからも出る漢字を完全収録。

頻度順

必修語
頻度順漢字を本格的に学ぶ前に、
やさしめの漢字でウォームアップ
できます。

テスト自動作成 CD-ROM
テストクリエイター

共通テスト・センター試験／全国国公立大／有名私大
の 2004 年度以降の漢字過去問も作成可能。

［出題元］
共通テスト・センター試験、全国 48 国公立大、早稲田、上智、
MARCH、日東駒専、南山、関関同立、産近甲龍、西南福大 ほか

TOP2000/TOP2500 共通機能

009 008

3
級

4
級

5
級

準
2
級

2
級

5
級

5 級  第 1 回

確
か
め
る 

❶

確
か
め
る 

❷

①
あ
た
い	

②
き
ず	

③
や
さ（
し
い
）

⑥
わ
す（
れ
る
）	

⑦
お
の
れ	

⑨
そ
な（
え
る
）

⑪
た
わ
ら	

⑬
す
が
た	

⑭
か
な（
で
る
）

⑮
ふ
る（
う
）	

⑲
つ
と（
め
る
）

1
務
め
る
　
2
勤
め
る
　
3
努
め
る

訓
読
み
解
答

解
答

動画で
復習

Goal Start191字 19字

①
調
査
の
ス
ウ
チ
を
分
析
す
る
。 

計
算
し
た
結
果
の
あ
た
い

②
カ
ン
シ
ョ
ウ
的
な
気
持
ち
に
な
る
。 

物
事
に
か
ん
じ
や
す
く
な
っ
て 

心
を
い
た
め
る
こ
と

③
ユ
ウ
ビ
な
よ
そ
お
い
に
見
と
れ
る
。 

じ
ょ
う
ひ
ん
で
う
つ
く
し
い
こ
と

④
私
の
イ
チ
ゾ
ン
で
は
決
め
ら
れ
な
い
。 

ひ
と
り
だ
け
の
考
え

⑤
武
士
は
チ
ュ
ウ
コ
ウ
を
大
切
に
す
る
。 

主
君
と
親
に
尽
く
す
こ
と

⑥
ビ
ボ
ウ
録
に
記
録
し
て
お
く
。 

わ
す
れ
な
い
た
め
の
用
意

⑦
ジ
コ
中
心
的
な
も
の
の
考
え
方
。 

じ
ぶ
ん

⑨
動
機
を
キ
ョ
ウ
ジ
ュ
ツ
す
る
。 

じ
じ
つ
を
の
べ
る
こ
と

⑩
ハ
イ
ク
を
つ
く
る
趣
味
。 

季
語
及
び
五
七
五
を
基
本
と 

す
る
定
型
詩

①
人
間
と
し
て
の
カ
チ
を
問
わ
れ
る
。 

ね
う
ち

②
フ
シ
ョ
ウ
者
を
病
院
に
搬
送
す
る
。 

け
が
を
す
る
こ
と

③
試
合
を
ユ
ウ
セ
イ
に
進
め
る
。 

相
手
よ
り
ま
さ
っ
て
い
る
こ
と

④
か
け
が
え
の
な
い
ソ
ン
ザ
イ
。 

人
が
い
た
り
事
物
が
あ
る
こ
と

⑤
親
コ
ウ
コ
ウ
を
す
る
や
さ
し
い
子
。 

親
を
う
や
ま
う
こ
と

⑥
ボ
ウ
ネ
ン
会
で
楽
し
く
語
り
合
う
。 

と
し
を
わ
す
れ
る
こ
と

⑦
二
十
年
来
の
チ
キ
と
遊
ぶ
。 

し
り
あ
い

⑧
ジ
ン
ギ
を
大
切
に
す
る
。 

い
つ
く
し
み
と
正
し
い
す
じ
み
ち

⑨
必
要
な
資
料
を
テ
イ
キ
ョ
ウ
す
る
。 

さ
し
だ
す
こ
と

な
ぞ
ろ
う

⑩
か
っ
こ
い
い
ハ
イ
ユ
ウ
が
主
役
だ
。 

役
者

⑪
相
手
の
ド
ヒ
ョ
ウ
に
乗
っ
て
話
す
。 

議
論
が
お
こ
な
わ
れ
る
場

⑫
ヨ
ト
ウ
が
議
席
を
増
や
す
。 

政
権
を
担
当
し
て
い
る
せ
い
と
う

⑬
う
つ
く
し
い
ヨ
ウ
シ
の
持
ち
主
。 

す
が
た

⑭
文
化
祭
で
ピ
ア
ノ
を
エ
ン
ソ
ウ
す
る
。 

楽
器
を
な
ら
す
こ
と

⑮
フ
ン
キ
し
て
も
っ
と
努
力
す
る
。 

勇
気
を
ふ
る
い
お
こ
す
こ
と

⑯
言
い
つ
け
を
チ
ュ
ウ
ジ
ツ
に
守
る
。 

い
つ
わ
り
な
く
正
確
で
あ
る
こ
と

⑰
命
の
オ
ン
ジ
ン
に
再
会
し
た
。 

め
ぐ
み
や
助
け
を 

与
え
て
く
れ
た
ひ
と

⑱
五
月
三
日
は
ケ
ン
ポ
ウ
記
念
日
。 

国
家
の
根
本
的
な
原
則
を 

定
め
る
最
高
ほ
う
き

⑲
キ
ン
ベ
ン
な
働
き
ぶ
り
を
ほ
め
ら
れ
る
。 

ま
じ
め
に
は
げ
む
こ
と

⑬
よ
い
シ
セ
イ
で
読
書
す
る
。 

体
の
構
え

⑭
国
王
に
ソ
ウ
ジ
ョ
ウ
す
る
。 

天
子
や
王
に
意
見
や
報
告
を 

す
る
こ
と

⑮
コ
ン
サ
ー
ト
で
コ
ウ
フ
ン
す
る
。 

気
持
ち
が
高
ぶ
る
こ
と

⑯
主
君
に
チ
ュ
ウ
ギ
を
尽
く
す
。 

ま
ご
こ
ろ
を
も
っ
て
仕
え
る
こ
と

⑰
シ
ャ
オ
ン
会
を
開
催
す
る
。 

お
ん
に
対
す
る
お
礼
の
気
持
ち

❶

ハ
イ

優 ユ
ウ

❷

ハ
イ

句 ク

❶
土 ド
　

ヒ
ョ
ウ

❶
米 こ

め
　

だ
わ
ら

❶
与 ヨ
　

ト
ウ

❷
悪 ア

ク
　

ト
ウ

❶
容 ヨ

ウ
　

シ

❷

シ

勢 セ
イ

❶
演 エ

ン
　

ソ
ウ

❷

ソ
ウ

上
ジ
ョ
ウ

❶

フ
ン

起 キ

❷
興 コ

ウ
　

フ
ン

❶

チ
ュ
ウ

実 ジ
ツ

❷

チ
ュ
ウ

義 ギ

❶

オ
ン

人 ジ
ン

❷
謝 シ

ャ
　

オ
ン

❶

ケ
ン

法 ポ
ウ

❶

ケ
ン

章
シ
ョ
ウ

❶

キ
ン

勉 ベ
ン

❶

キ
ン

労 ロ
ウ

❶
価 カ
　

チ

❷
数 ス

ウ
　

チ

❶
負 フ
　

シ
ョ
ウ

❷
感 カ

ン
　

シ
ョ
ウ

❶

ユ
ウ

勢 セ
イ

❷

ユ
ウ

美 ビ

❶

ソ
ン

在 ザ
イ

❷
一 イ

チ
　

ゾ
ン

❶

コ
ウ

行 コ
ウ

❷
忠 チ

ュ
ウ　

コ
ウ

❶

ボ
ウ

年 ネ
ン

❶
備 ビ
　

ボ
ウ

❶
知 チ
　

キ

❶
自 ジ
　

コ

❶

ジ
ン

義 ギ

❶

ジ
ン

術
ジ
ュ
ツ

❶
提 テ

イ
　

キ
ョ
ウ

❷

キ
ョ
ウ

述
ジ
ュ
ツ

俵姿奏
で
る

奮
う

勤
め
る

 〔�

〕

 〔�

〕

 〔�

〕

 〔�

〕

 〔�

〕

値（
３
字
）

傷優
し
い

忘
れ
る

己供
え
る

 〔�

〕

 〔�

〕

 〔�

〕

 〔�

〕

 〔�

〕

 〔�

〕

⑩

葯葯

⑪

葯葯

⑫

蜿蜿蜷蜷

⑬

穫穫

⑭

大大

⑮

大大

⑯⑰⑱⑲

力力

●
■▲

姿
瞠
瞞

瞰
瞶
瞹

瞿
瞼
瞽

■

奏
胛
胥

胙
胝
胄

胚
胖
脉

●

■

諱
謔
諠

諢
諷
諞

謇
謖
謗

■

忠
蒡
蔡

蓿
蓴
蔗

蔘
蔬

▲

恩
尾
微

枇
毘
琵

眉
美
柊

▲

牴
牾
犂

犇
犖
犧

犹
狃
狄

▲

勤
滲
滯

漲
滌
漾

滷
澆
潺

▲

①

葯葯

②

葯葯

③

葯葯

④

子子

⑤

子子

⑥⑦

珈珈

⑧

葯葯

⑨

葯葯

葯
葹
萵

蓊
葢
蒹

蒿
蒟
蓙

絖
絎
絲

絮
絣
經

綉
絛
絽

▲

輹
轂
轌

轆
轗
轤

辜
辟
辣

■

存
莓
范

苻
苹
苞

▲

孝
瑾
璋

璞
璧
瓊

瓏

▲

忘
贐
齎

贓
賍
贔

贖

▲

己
獺
珈

▲

仁
繝
繖

繞供
渤
滿

渝
游
溂

溪
溘

●

熟

　語

訓
読
み

意
味
で
覚
え
る

5
級

第
1
回

■ 

は
ら
い

● 

と
め

▲ 

は
ね

○ 

形

ど
の
漢
字
で
書
く
か
答
え
て
み
よ
う
。

つ
と
め
る

チ
ャ
レ
ン
字！

努
め
る
＝
努
力
す
る
。

勤
め
る
＝
働
く
。

務
め
る
＝
役
目
に
あ
た
る
。

1
主
役
を
ツ
ト
メ
ル
。

2
会
社
に
ツ
ト
メ
ル
。

3
解
決
に
ツ
ト
メ
ル
。

品　名 漢字を知る・意味で覚える・確かめる・漢トレ（仮）

182 257×仕上り寸法 色　数 2C

に
ん
べ
ん

10

チねあ
た
い

値

❶
ね
う
ち

❷
あ
た
い

に
ん
べ
ん

10

ハ
イ

俳

❶
役
者

❷
お
ど
け

に
ん
べ
ん

13

シ
ョ
ウ

き
ず

い
た（
む
）

い
た（
め
る
）

傷

❶
き
ず
つ
く

❷
か
な
し
む

に
ん
べ
ん

10

ヒ
ョ
ウ

た
わ
ら

俵

❶
わ
ら
で
編
ん
だ
包
み

に
ん
べ
ん

17

ユ
ウ

や
さ（
し
い
）

す
ぐ（
れ
る
）

優

❶
す
ぐ
れ
る

❷
や
さ
し
い

ひ
と
あ
し

10

ト
ウ

党

❶
政
治
家
の
集
ま
り

❷
な
か
ま

こ

6

ソ
ン

ゾ
ン

存

❶
あ
る

❷
お
も
う

お
ん
な

9

シす
が
た

姿

❶
す
が
た

❷
体
の
構
え

こ

7

コ
ウ

孝

❶
父
母
を
大
切
に
す
る

❷
よ
く
つ
く
す

だ
い

9

ソ
ウ

か
な（
で
る
）

奏

❶
楽
器
を
な
ら
す

❷
申
し
上
げ
る

こ
こ
ろ

7

ボ
ウ

わ
す（
れ
る
）

忘

❶
わ
す
れ
る

だ
い

16

フ
ン

ふ
る（
う
）

奮

❶
ふ
る
い
た
つ

❷
高
ぶ
る

お
の
れ

3

コキお
の
れ

己

❶
じ
ぶ
ん

こ
こ
ろ

8

チ
ュ
ウ

忠

❶
ま
こ
と

❷
ま
ご
こ
ろ

に
ん
べ
ん

4

ジ
ン

ニ

仁

❶
お
も
い
や
り

こ
こ
ろ

10

オ
ン

恩

❶
め
ぐ
む

❷
い
つ
く
し
む

に
ん
べ
ん

8

キ
ョ
ウ

クそ
な（
え
る
）

と
も

供

❶
さ
し
だ
す

❷
述
べ
る

こ
こ
ろ

16

ケ
ン

憲

❶
き
そ
く

ち
か
ら

12

キ
ン

ゴ
ン

つ
と（
め
る
）

つ
と（
ま
る
）

勤

❶
つ
と
め
る
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漢トレ

いいずな だけのサービス！

必修語

読み、画数、部首。
漢字を覚える上での
必須要素をわかりや
すくまとめました。 

ひと目でわかる

動画で、復習問題に取り組む
ことができます。

実力チェック 

漢
字

必修語20 年以上の入試データを
誤答選択肢も含めて徹底分析。
入試頻出漢字を完全収録！

頻度順

現代社会の課題を考えるうえで
大切なキーワードを収録。

現代のキーワード

重要語が 100 語から 130 語に、現代の
キーワードが 50 語から 60 語に増え、
語彙編がさらにパワーアップしました。

収録語数の充実
NEW

必修語
重要な意味の語は、語彙とし
ても学習できるように語彙編
での収録頁を示しました。

語彙編とのリンク
NEW

最新の入試データをもとに
評論語や慣用表現など、
収録語をリニューアル。

語の更新
NEW

改訂

◦コピー用テスト
◦漢字編_見出し語練習シート
◦漢字編_脚注確認シート
＊内容は変更になる場合があります。

NEW

1514



いいずなラボ
→ p.27

iizuna LMS
→ p.30

テストサービス
→ p.32

レベル構成 いいずな書店が発行し、いいずな書店 RTより販売の書籍です。

基　本

古文単語 330 四訂版

標　準 共通テスト・標準入試 難関私大・国公立２次

レベル構成 いいずな書店が発行し、いいずな書店 RTより販売の書籍です。

基　本

古文単語 300＋敬語 30 三訂版
みるみるノート 改訂版

標　準 共通テスト・標準入試 難関私大・国公立２次

わかる・読める・解ける
Key ＆ Point
古文単語 330  四訂版

Key ＆ Point
みるみる覚える
古文単語 300＋敬語 30  三訂版

イメージ・語感をつかみ、
図解で理解を深める。
新課程教科書・最新入試を徹底分析！

語のイメージを、
KEY とイラストで頭に焼きつける。
ビジュアル古文単語の決定版！

中野 幸一＝監修　池田 修二／宮下 拓三＝著

B6 判変型　352 頁
税込定価 1,034 円（本体 940 円＋税）

中野 幸一＝監修　池田 修二／宮下 拓三＝著

B6 判変型　336 頁
税込定価 1,012 円（本体 920 円＋税）

● 赤シート付
● 指導用データ ダウンロード
　＊ CD-ROM をご希望の際はお申し出ください。
● テスト自動作成 CD-ROM テストクリエイター対応
● LMS テストクリエイター対応
● Google Forms/Microsoft Forms テストサービス対応
● コピー用テスト２種類（各 24 回）完備

● 赤シート付
● テスト自動作成 CD-ROM テストクリエイター対応
● LMS テストクリエイター対応
● Google Forms/Microsoft Forms テストサービス対応
● コピー用テスト２種類（各 24 回）完備
● AR 対応

早稲田大学名誉教授　 早稲田大学名誉教授　

いいずなラボ
→ p.27

iizuna LMS
→ p.30

テストサービス
→ p.32

→ p.27

◦例文データ
◦復習用ワークシート
◦見出し語一覧

みるみる覚える 古文単語 300 ＋敬語 30 三訂版 準拠

みるみるノート  改訂版

いいずな書店編集部＝編

B5 判　56 頁
税込定価 341円（本体 310 円＋税）

■ イラスト＋書き込み式で語彙力アップ！
単語表（イラスト付き）の完成

本冊掲載例文による演習（記述式）

本冊未掲載例文による演習（選択式）で、語彙力を定着させます。

◦設問・解答

● 解答書付属
● 指導用データ ダウンロード
　＊ CD-ROM をご希望の際はお申し
　　 出ください。

店頭取扱品 店頭取扱品

講義動画

教材紹介動画

語のイメージ＋学習上の留意点で、
古語理解の急所を体得。 

視覚化による理解で記憶度がアップ！ 

・単語と訳語が手早く覚えられるフラッシュカード
・入試での問われ方や単語理解のポイントなどの解説

出題のポイントを的確に示し、
得点アップにつなげます。

よく用いられる表現を理解し、
読解力をさらに養成。

Key ＆ Point

古文常識・図解・イラスト

二つの動画で、学習を手厚くフォロー

入試情報

慣用表現をリニューアル

すべての見出し語にイラストを配置！
KEY ＋大きなイラストが一目で入り、
語のニュアンスが直感的にわかる！

入試に必要な古文の知識をジャンル
ごとに精選・整理。まとめて覚える
のに最適です。

文法・語彙・表現の知識も抜かりなく
チェック！古文の総合力を高めます。

覚えやすいレイアウト

慣用表現・知識も身につく

例文解説でプラス

KEYPOINT

3
訳
語

KEYPOINT

2
訳
語

KEYPOINT

1
訳
語

関
連
語

関
連
語

29 28

読
解
必
修
語
50
／
動
詞

類
ら
う
が
は
し
［
形
］
１
乱

雑
だ
。
２
騒
が
し
い
。
３

無
作
法
だ
。

★
★
★

試
入

1
を
中
心
に
語
義
が
問
わ
れ

ま
す
。（
実
戦
①
1
）
選
択

肢
で
は
「
の
の
し
り
…
」
が

「
口
を
き
わ
め
て
…
」
の
よ

う
に
訳
さ
れ
た
例
も
あ
り
ま

す
。

1
と
か
く
し
つ
つ
の
の
し
る
う
ち
に
、
夜よ

更
け
ぬ
。�

（
土
佐
日
記
）

訳
あ
れ
こ
れ
し
な
が
ら
大
騒
ぎ
す
る
う
ち
に
、
夜
が
更
け
た
。

2
こ
の
世
に
の
の
し
り
給
ふ
光
源
氏
、
か
か
る
つ
い
で
に
見
た
て

ま
つ
り
給
は
む
や
。�

（
源
氏
物
語
・
若
紫
）

訳
世
間
で
評
判
に
な
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
光
源
氏
を
、
こ
の
よ
う

な
機
会
に
見
申
し
上
げ
な
さ
っ
た
ら
ど
う
か
。

類
み
な
同
じ
く
笑
ひ
の
の
し
る
、
い
と
ら
う
が
は
し
。�

（
徒
然
草
）

訳
皆
同
じ
よ
う
に
大
騒
ぎ
し
て
笑
う
の
は
、
非
常
に
騒
が
し
い
。

＊
「
笑
ひ
の
の
し
る
」
な
ど
、「
の
の
し
る
」
が
他
の
動
詞
の
下
に

付
い
た
複
合
動
詞
の
場
合
、「
大
騒
ぎ
し
て
〜
す
る
」
と
訳
し
ま
す
。

1
大
騒
ぎ
す
る
。
大
声
で
騒
ぐ
。

2
評
判
に
な
る
。
う
わ
さ
に
な
る
。

★
★
★

試
入

入
試
で
問
わ
れ
る
の
は
2
の

意
味
で
す
。（
実
戦
①
11
）

た
だ
し
、
1
の
意
味
は
頻
出

な
の
で
読
解
上
は
大
切
で
す
。

ね
ん
ず 

［
サ
行
変
格
］

現
代
語
と
同
じ
「
心
の
中
で
祈
る
」
が
基
本
の
意
味
で
す
。
神
仏
に
祈
っ
て
願
い
を

成
就
す
る
に
は
そ
れ
相
当
の
持
続
・
忍
耐
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、「
が
ま
ん
す
る
」

の
意
が
生
じ
ま
し
た
が
、
古
語
で
重
要
な
の
は
こ
ち
ら
の
意
味
で
す
。

じ
っ
と
我が

慢ま
ん

す
る

1
常
に
「
天あ

ま

照て
る

御お
ほ
ん

神か
み

を
念
じ
申
せ
」
と
い
ふ
人
あ
り
。�（
更
級
日
記
）

訳
常
に
「
天
照
御
神
を
お
祈
り
申
し
上
げ
よ
」
と
い
う
人
が
い
る
。

＊
「
念
ず
」
は
ザ
行
に
活
用
し
ま
す
が
サ
変
と
呼
び
ま
す
。

2
い
み
じ
く
心
憂う

け
れ
ど
、
念
じ
て
も
の
も
言
は
ず
。

�

（
堤
中
納
言
物
語
・
は
い
ず
み
）

訳
ひ
ど
く
つ
ら
い
が
、
が
ま
ん
し
て
も
の
も
言
わ
な
い
。

1（
心
の
中
で
）
祈
る
。

2
が
ま
ん
す
る
。

現
代
語
の
「
罵ば

倒と
う

す
る
」
の
意
味
に
取
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
古
語
の
基
本
の
意
味

は
「
大
き
な
声
を
出
し
て
騒
ぐ
」
で
、
悪
い
意
味
合
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
世
間
が
騒

ぎ
立
て
る
こ
と
か
ら
、「
評
判
に
な
る
」
の
意
も
生
じ
ま
し
た
。

大
き
な
声
で
騒
ぐ

1
お
ど
ろ
か
す
［
動
四
］
１

目
を
覚
ま
さ
せ
る
。
２
気

づ
か
せ
る
。
３
手
紙
を
出

す
。
訪
問
す
る
。

2�

お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
［
形
］

１
（
は
っ
と
す
る
ほ
ど
）

お
お
げ
さ
だ
。
２
気
味
が

悪
い
。

★
★
★

試
入

入
試
で
問
わ
れ
る
の
は
ほ
と

ん
ど
が
2
の
意
味
で
す
。（
実

戦
①
10
）

お
ど
ろ
く 

［
カ
行
四
段
］

「
び
っ
く
り
す
る
」
の
意
だ
け
と
考
え
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
現
代
語
「
驚
く
」
は
古

語
の
意
味
の
一
部
に
す
ぎ
ず
、
古
語
で
は
物
音
な
ど
で
「
は
っ
と
す
る
」
の
意
が
基

本
で
す
。
眠
っ
て
い
た
場
面
な
ら
ば
、「
ふ
と
目
を
覚
ま
す
」
の
意
に
な
り
ま
す
。

は
っ
と
す
る

1
秋
来き

ぬ
と
目
に
は
さ
や
か
に
見
え
ね
ど
も
風
の
音
に
ぞ
お
ど
ろ

か
れ
ぬ
る�

（
古
今
和
歌
集
）

訳
秋
が
や
っ
て
来
た
と
、
目
に
は
は
っ
き
り
見
え
な
い
け
れ
ど
も
、

風
の
音
に
（
も
う
秋
な
の
だ
と
）
自
然
と
気
づ
い
た
こ
と
だ
。

2
物
に
襲お

そ

は
る
る
心
地
し
て
、
お
ど
ろ
き
給た

ま

へ
れ
ば
、
灯ひ

も
消
え

に
け
り
。�

（
源
氏
物
語
・
夕
顔
）

訳
も
の
に
襲
わ
れ
る
気
持
ち
が
し
て
、
目
を
覚
ま
し
な
さ
っ
た
と

こ
ろ
、
灯
も
消
え
て
し
ま
っ
て
い
た
。

＊
光ひ
か
る

源げ
ん

氏じ

が
夕
顔
と
い
う
女
性
を
連
れ
て
過
ご
す
、
人ひ
と

気け

も
な
い

荒
廃
し
た
屋
敷
跡
で
の
夜
の
出
来
事
で
す
。

1（
は
っ
と
）
気
づ
く
。

2（
ふ
と
）
目
を
覚
ま
す
。

の
の
し
る 

［
ラ
行
四
段
］

【
驚
く
】

【
念
ず
】

▼　神仏に祈って
願いを成就す
るには我慢強
さや忍耐力が
必要でした。

337 336

付
録

　
古
文
の
場
合
、「
恋
愛
」
と
「
結
婚
」
は
多
く
の
作
品
で
中
心
的
な
話
題
と
な
り
ま
す
。

物
語
で
は
、
男
が
女
を
「
垣か
い

間ま

見み

る
」
と
こ
ろ
か
ら
恋
の
か
け
ひ
き
が
始
ま
り
ま
す
。

▼
有あ

り
明あ

け
の
月つ

き
　
夜
が
明

け
て
も
空
に
残
っ
て
い

る
月
の
こ
と
で
す
。

陰
暦
で
十
六
日
以
後
、

特
に
二
十
日
過
ぎ
に
つ

い
て
言
い
ま
す
。

▼
暁
あ
か
つ
き

　
夜
明
け
前
で
す
。
逢あ

っ

て
い
た
男
女
が
別
れ
る
時
で
す
。

一
番
鶏
の
鳴
き
声
が
そ
の
時
の
到

来
を
知
ら
せ
ま
す
。
男
は
、
ま
だ

暗
い
中
、
未
練
を
残
し
な
が
ら

帰
っ
て
い
く
の
で
す
。

▼
後き
ぬ

朝ぎ
ぬ

　「
衣
衣
」

と
も
記
し
ま
す
。

一
つ
に
重
ね
ら
れ

て
い
た
男
女
の

衣こ
ろ
も

が
「
衣き

ぬ

衣ぎ
ぬ

」

つ
ま
り
二
つ
の
衣

に
分
か
れ
る
こ
と

で
す
。
そ
こ
か
ら
、

男
女
が
共
寝
を
し

た
翌
朝
に
別
れ
る

こ
と
、
ま
た
そ
の

朝
を
言
い
ま
す
。

別
れ
る
際
、
お
互

い
の
衣
の
一
つ
を

交
換
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

▼
入じ
ゆ

内だ
い

　
皇
后
・
中
宮
・
女

に
ょ
う

御ご

（
→
Ｐ
343
）

に
な
る
人
が
正
式
に
内
裏
に
入
る
こ
と
を
言

い
ま
す
。

▼
後き
ぬ

朝ぎ
ぬ

の
文ふ

み
　「
後
朝
の
別
れ
」
の
あ
と
で
男
か
ら
女
に
贈
る
手
紙
の
こ
と
で
す
。

早
く
贈
る
の
が
礼
儀
で
す
。
女
は
「
後
朝
の
文
」
を
待
ち
望
み
ま
す
。
来
な
け
れ
ば

女
に
と
っ
て
大
変
な
恥
で
す
。

▼
三み

日か

の
夜よ

　
男
は
女
と
初
め
て
契ち

ぎ
り
を
結
ん
だ
あ
と
、
相
手
の
も
と
に
三
日
続
け

て
通
う
の
が
礼
儀
で
す
。
そ
の
最
後
の
三
日
目
の
夜
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
男
の
誠

意
が
明
か
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
女
の
家
で
結
婚
の
祝
儀
が
行
わ
れ
ま
す
。

▼
所と

こ
ろ

顕あ
ら
は

し
　
今
の
結
婚
披
露
宴
で
す
。
二
人
が
結
ば
れ
た
こ
と
を
親
族
・
知
人
に

公
表
す
る
の
で
す
。

▼
婿む

こ
　
結
婚
し
て
し
ば
ら
く
す
る
と
男
は
生
ま
れ
育
っ
た
実
家
を
出
て
、
妻
の
家
に

住
み
込
み
ま
す
。
妻
の
両
親
は
わ
が
家
の
婿
殿
と
し
て
手
厚
く
男
の
面
倒
を
見
ま
す
。

こ
う
い
う
結
婚
の
あ
り
方
を
「
婿
取
り
婚
（
婿
入
り
婚
）」
と
言
い
ま
す
。

▼
琴こ
と

の
音ね

　
物
語
で
は
琴
の
音
に
導
か
れ
て
男
が
美
し
い
女
を
発
見

す
る
場
面
が
多
く
描
か
れ
ま
す
。
女
は
ひ
と
り
琴
を
弾
い
て
い
ま
す
。

「
ひ
と
り
琴ご
と

」
と
言
い
ま
す
。

▼
薄う

す
様や

う
　
薄
く
漉す

い
た
紙
で
す
。
二

枚
重
ね
で
用
い
ま

す
。
配
色
に
心
を

配
り
ま
す
。「
懸け

想さ
う
文ぶ

み
（
＝
恋
文
）」

に
使
わ
れ
ま
す
。

▼
結む
す

び
文ぶ

み
　
紙
を
細
く
巻
い
て
蝶

ち
ょ
う

ネ
ク
タ
イ
の

よ
う
に
結
ん
だ
手
紙
で
す
。
恋
文
の
多
く
は
こ
の

形
で
す
。
季
節
の
植
物
を
添
え
て
贈
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
正
式
の
手
紙
は
立た

て
文ぶ

み
と
し
て
送
ら
れ

ま
す
。

▼
よ
ば
ふ
　
漢
字
で
記
す
と
「
呼
ば
ふ
」。「
夜
這

ふ
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
男
が
女
に
求
愛
す
る
こ

と
で
す
。
和
歌
の
詠
ま
れ
た
求
愛
の
手
紙
を
贈
り

ま
す
（
→
8

あ
ふ
関
）。

▼
透す
い

垣が
い

　
透
き
間
の

あ
る
垣
根
で
す
。

読
み
重
要
語

▼
垣か

い
間ま

見み

　
男
が
女

を
の
ぞ
き
見
る
こ
と

で
す
。

立て文

結び文

表裏

恋
愛
と
結
婚

3

KEYPOINT

195
訳
語

KEYPOINT

196
訳
語

関
連
語

関
連
語

関
連
語

KEYPOINT

194
訳
語

193 192

入
試
重
要
語

100
／
動
詞

乗
っ
て
栄
え
る
。

れ
て
時
め
き
給
ふ
あ
り
け
り
。 

（
源
氏
物
語
・
桐
壺
）

訳
ど
の
天
皇
の
御み

世よ

で
あ
っ
た
か
、
女
御
や
、
更
衣
が
大
勢
お
仕
え

申
し
上
げ
な
さ
っ
て
い
た
中
に
、
そ
れ
ほ
ど 

高
貴
な 

身
分
で
は

な
い
方
で
、と
り
わ
け
（
天
皇
の
）
寵
愛
を
受
け
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
方
が
い
た
。

＊
『
源
氏
物
語
』
の
冒
頭
文
で
す
。「
女
御
」「
更
衣
」
は
天
皇
の
寝

所
に
仕
え
る
女
性
の
位
を
表
し
ま
す
。

す
る
。

2�

時
に
会
ふ
［
連
語
］
時
流

に
乗
っ
て
栄
え
る
。

関�

世
に
あ
り
［
連
語
］
１
生

き
て
い
る
。
２
出
世
す
る
。

★
★
★

試
入

関
連
語
の
1
も
よ
く
問
わ
れ

ま
す
。

関�

去
る
［
動
四
］
１
（
時
が
）

来
る
。
２
離
縁
す
る
。

★
★
☆

試
入

1
も
2
も
大
切
で
す
。（
実

戦
⑧
4
）
入
試
で
は
関
連
語

の
「
去
る
」
も
１
・
２
の
意

味
の
と
き
は
よ
く
問
わ
れ
ま

す
。

さ
る 

［
ラ
行
四
段
］

動
詞
「
さ
る
」
に
は
「
去
る
」
の
ほ
か
に
「
避
る
」
と
漢
字
を
当
て
る
「
さ
る
」
が

あ
り
ま
す
。
物
事
か
ら
身
を
避
け
る
と
い
う
意
味
で
す
。「
さ
る
」
の
表
記
を
見
て
、

「
避
る
」
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
て
み
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
さ
る
」「
避さ

る
」「
避
け
る
」

1
道
も
さ
り
あ
へ
ず
立
つ
折
も
あ
る
ぞ
か
し
。 

（
大
鏡
）

訳（
隆た
か
家い
え
殿
の
邸や
し
き
の
門
前
に
は
）道
も
避
け
き
れ
な
い
ほ
ど（
車
が
）

と
ま
る
時
も
あ
る
の
だ
よ
。

2
か
の
左さ

衛ゑ

門も
ん
の

督か
み

は
え
な
ら
れ
じ
。
ま
た
、
そ
こ
に
さ
ら
れ
ば
、

こ
と
人
こ
そ
は
な
る
べ
か
な
れ
。 

（
大
鏡
）

訳
あ
の
左
衛
門
督
は
（
中
納
言
に
）
お
な
り
に
な
る
こ
と
は
で
き
な

い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
あ
な
た
が
お
断
り
に
な
る
の
な
ら
ば
、
違
う

人
が
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
だ
。

＊
「
べ
か
な
れ
」
は
「
べ
か
る
な
れ
」
の
撥は
つ

音お
ん

便び
ん
「
べ
か
ん
な
れ
」
の 

撥
音
を
表
記
し
な
い
形
で
、「
な
れ
」
は
伝
聞
の
助
動
詞
の
已
然
形
。

47

1
避
け
る
。
の
が
れ
る
。

2
断
る
。
辞
退
す
る
。

【
避
る
】

類�

ね
ぶ
［
動
上
二
］
１
年
を

取
る
。
２
大
人
び
る
。

★
★
☆

試
入

1
・
2
ど
ち
ら
の
意
味
で
も

問
わ
れ
ま
す
。
実
際
に
年
を

取
っ
て
い
る
の
か（
1
）、
背

伸
び
し
て
い
る
の
か（
2
）で

見
分
け
ま
す
。

お
よ
す
ぐ 

［
ガ
行
下
二
段
］

「
お
よ
す
気げ

」
が
動
詞
化
し
た
語
で
す
。「
お
よ
す
」
の
「
お
よ
」［oyo

］
は
「
老
ゆ
」

［oyu

］
と
同
じ
で
す
。
年
を
取
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。「
お
よ
ず0

く
」「
お
よ
す
く0

」

と
も
言
い
ま
す
。
人
物
が
「
ふ
け
て
見
え
る
」
こ
と
を
言
う
と
き
も
あ
り
ま
す
。

「
お
よ
」
は
「
老お

よ
」

1
あ
こ
ぎ
、
お
と
な
に
な
り
ね
。
い
と
心
お
よ
す
げ
た
め
り
。

 

（
落
窪
物
語
）

訳
あ
こ
ぎ
、
ぜ
ひ
一
人
前
の
女
房
に
な
っ
て
お
く
れ
。
た
い
そ
う
心

が
成
長
し
た
よ
う
だ
。

2「
何
と
ま
れ
、
言
へ
か
し
」
と
の
た
ま
ふ
を
、
人
々
も
お
よ
す

げ
て
見
奉
る
。 

（
増
鏡
）

訳（
幼
い
天
皇
が
）「
何
で
も
い
い
か
ら
、和
歌
を
詠
ん
で
お
く
れ
よ
」

と
お
っ
し
ゃ
る
の
を
、
人
々
も
大
人
び
て
い
る
と
お
見
受
け
す
る
。

41

1
成
長
す
る
。
大
人
に
な
る
。

2
大
人
び
る
。
ま
せ
る
。

1�

時
め
か
す
［
動
四
］
寵
愛

と
き
め
く 
［
カ
行
四
段
］

心
が
「
と
き
め
く
」
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
の
熱
い
支
持
を
受
け
て
、
時
流
に

乗
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。
時
流
に
乗
る
に
は
、
今
は
大
勢
の
人
の
支
持
が
必
要
で
す

が
、
昔
は
時
の
権
力
者
に
愛
さ
れ
れ
ば
よ
か
っ
た
の
で
す
。

今
を
「
と
き
め
く
」
時
代
の
寵ち
ょ
う

児じ

1
い
づ
れ
の
御お

ほ
ん

時と
き

に
か
、
女に

よ
う

御ご

、
更か

う

衣い 

あ
ま
た
さ
ぶ
ら
ひ
給た

ま

ひ

け
る
中
に
、
い
と 

や
む
ご
と
な
き 

際
に
は
あ
ら
ぬ
が
、
す
ぐ

42

41
76

109

1
寵
ち
ょ
う

愛あ
い

を
受
け
る
。
時
流
に

【
時
め
く
】

　「さる」には「去る」
　のほかに「避る」の
　意味があります。

▼

去る

避る

295 294

付
録

こ
こ
で
は
、
古
文
で
よ
く
用
い
ら
れ
る
慣
用
的
な
表
現
を
、
意
味
や
用
法
別
に
グ
ル
ー
プ
分
け
し
て
み
ま
し
た
。

ど
れ
も
覚
え
て
お
く
と
、
意
味
を
取
り
や
す
く
な
る
表
現
で
す
。
上
に
数
字
の
付
い
て
い
る
も
の
は
既
出
の
語

で
、
見
出
し
語
番
号
を
示
し
ま
す
。
□
は
こ
こ
で
初
め
て
取
り
上
げ
る
語
で
す
。

①「
少
し
も
・
ま
っ
た
く
～
な
い
」―
全
部
否
定

さ
ら
に
～
打
消

49酒
飲
み
、
の
の
し
り
て
、
さ
ら
に
返
し
た
ま
は
ず
。（
大
和
物
語
）

�

訳
酒
を
飲
み
、
大
騒
ぎ
し
て
、
ま
っ
た
く
お
帰
し
に
な
ら
な
い
。

御
涙
更
に
せ
き
あ
へ
ず
。〈
太
平
記
・
奈
良
女
子
大
〉

訳
お
涙
を
［
ま
っ
た
く
］
止
め
き
れ
［
な
い
］。

つ
ゆ
～
打
消

138つ
ゆ
嘆
か
せ
た
ま
は
ざ
り
け
り
。（
大
鏡
）

�

訳
少
し
も
お
嘆
き
に
な
ら
な
か
っ
た
。

ゆ
め
・
ゆ
め
ゆ
め
～
打
消

276ゆ
め
ゆ
め
偽
り
に
て
は
は
べ
ら
ず
。（
住
吉
物
語
）

�

訳
ま
っ
た
く
噓う

そ
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

＊「
ゆ
め
～
禁
止
」
な
ら
、「
決
し
て
～
し
て
は
い
け
な
い
」
の
意
で
す
（
→
ｐ
296
）。

否
定
表
現

1
入
試た

え
て
～
打
消

□今
は
た
え
て
知
れ
る
人
な
し
。（
徒
然
草
）

�

訳
今
は
ま
っ
た
く
知
っ
て
い
る
人
が
い
な
い
。

つ
や
つ
や
～
打
消

□木
の
葉
を
か
き
の
け
た
れ
ど
、
つ
や
つ
や
物
も
見
え
ず
。（
徒
然
草
）

�

訳
木
の
葉
を
払
い
の
け
た
け
れ
ど
も
、
ま
っ
た
く
何
も
見
え
な
い
。

②「
ほ
と
ん
ど
・
め
っ
た
に
～
な
い
」―
全
部
否
定
と
の
混
同
に
注
意

を
さ
を
さ
～
打
消

277こ
の
宮
、
を
さ
を
さ
と
ひ
た
ま
は
ざ
り
け
り
。（
大
和
物
語
）

�

訳
こ
の
宮
は
、
ほ
と
ん
ど
（
女
を
）
お
訪
ね
に
な
ら
な
か
っ
た
。

③「
た
い
し
て
・
そ
れ
ほ
ど
～
な
い
」―�

打
消
表
現
を
伴
う
か
否
か
で

訳
が
変
わ
る
点
に
注
意

唐か
ら

め
き
た
る
名
の
聞
き
に
く
く
、
花
も
見
な
れ
ぬ
な
ど
、
い
と
な
つ
か

し
か
ら
ず
。（
徒
然
草
）

�

訳
中
国
風
の
名
の
聞
き
取
り
に
く
く
、
花
も
見
慣
れ
な
い
も
の
な
ど

は
、
そ
れ
ほ
ど
好
ま
し
く
な
い
。

い
た
く〔
い
た
う
〕～
打
消

88い
た
う
暮
れ
ぬ
ほ
ど
ぞ
よ
か
ら
む
。（
堤
中
納
言
物
語
・
逢
坂
越
え
ぬ
権
中
納
言
）

�

訳
あ
ま
り
日
が
暮
れ
な
い
う
ち
が
よ
い
だ
ろ
う
。

い
と
～
打
消

41

お
ほ
か
た
～
打
消

317人
を
遣や

り
て
見
す
る
に
、
お
ほ
か
た
逢あ

へ
る
者
な
し
。（
徒
然
草
）

�

訳
人
を
や
っ
て
見
さ
せ
る
が
、
ま
っ
た
く
（
噂う

わ
さ

の
鬼
に
）
出
逢
っ
た

人
は
い
な
い
。

あ
へ
て
～
打
消

□あ
へ
て
勅ち

よ
く

勘か
ん

な
か
り
け
り
。（
平
家
物
語
）

�

訳
少
し
も
天
皇
の
お
と
が
め
は
な
か
っ
た
。

か
け
て（
も
）～
打
消

□　御み

息や
す

所ど
こ
ろ

も
か
け
て
知
り
た
ま
は
ず
。（
源
氏
物
語
・
夕
霧
）

�

訳
御
息
所
も
少
し
も
ご
存
じ
な
い
。

す
べ
て
～
打
消

□す
べ
て
音
も
せ
で
五
六
日
に
な
り
ぬ
。（
大
和
物
語
）

�

訳
ま
っ
た
く
音
沙
汰
も
な
く
て
五
、六
日
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

＊「
音
」
は
「
音
沙
汰
・
便
り
」
の
意
で
す
。

④「
ま
さ
か
～
な
い
だ
ろ
う
」

よ
も
～
じ

139よ
も
起
き
さ
せ
た
ま
は
じ
。（
枕
草
子
）

�

訳
ま
さ
か
お
起
き
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

⑤「
～
で
き
な
い
」―
不
可
能

え
～
打
消

47神
鳴
る
さ
わ
ぎ
に
、
え
聞
か
ざ
り
け
り
。（
伊
勢
物
語
）

�

訳
雷
の
鳴
る
騒
が
し
さ
で
、
聞
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

さ
り
と
て
、
か
く
の
み
は
え
参
り
来
ま
じ
き
を
。

�

〈
和
泉
式
部
日
記
・
神
奈
川
大
〉

　
①
お
訪
ね
す
る
べ
き
で
は
な
い
の
に

　
②
お
訪
ね
し
た
い
わ
け
で
も
な
い
の
に

　
③
お
訪
ね
し
な
い
つ
も
り
で
い
る
の
に

　
④
お
訪
ね
す
る
こ
と
も
で
き
そ
う
も
な
い
の
に

訳�

そ
う
か
と
い
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
④
お
訪
ね
す
る
こ
と
も
で
き
そ

う
も
な
い
の
に
。

え
さ
ら
ず

47

��

そ
の
御
事
に
よ
り
こ
そ
え
さ
ら
ず
思
ひ
た
つ
べ
く
は
べ
れ
。

�

（
と
り
か
へ
ば
や
物
語
）

�

訳
そ
の
ご
事
情
に
よ
っ
て
避
け
ら
れ
ず
決
心
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

入
試

避
け
ら
れ
な
い
。

や
む
を
え
な
い
。

１ 
ま
と
め
て
覚
え
る
慣
用
表
現

学習をサポートする準拠教材

古
文
単
語

講義動画
→ p.27

解説動画見本

教材紹介動画

1716



第
１
部

入
門
古
語

49

本
文
中
に
「
も
の
す
」
が
あ
っ
た
ら
、ま
ず
「
あ
り
」「
行
く
」「
来
」

に
置
き
換
え
て
み
る
こ
と
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
そ
れ
で
解
決
す

る
。
解
決
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
、次
に
「
言
ふ
」「
食
ふ
」
に
置
き
換
え
る
。

⑤
の
場
合
は
、
文
脈
か
ら
何
を
し
た
の
か
わ
か
る
よ
う
に
書
い
て
あ
る
。

①
日
ご
ろ
も
の
し
つ
る
人
、
今
日
ぞ
帰
り
ぬ
る
。

（
蜻
蛉
日
記
）

②
こ
の
人
に
つ
き
て
、
い

41

と
し

59

の
び
て
も
の
し
給た
ま

へ
。

（
平
中
物
語
）

③
か
の
人
に
は
時
々
消せ

う

息そ
こ

な
ど
も
の
す
れ
ど
、
を

449

さ
を
さ
い
ら
へ
も
も

の
せ
ら
れ
ず
や
。

（
う
つ
ほ
物
語
）

④
心
地
悪あ

し
み
し
て
、
物
も
も
の
し
給た

ば
で
、
ひ
そ
ま
り
ぬ
。
（
土
佐
日
記
）

□
類
す
［
動
・
サ
変
］
１
す
る
。
２
（
何
か
を
）
す
る
。

（
私
の
も
と
に
）
数
日
い
た
人
が
、
今
日
（
京
に
）
帰
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
人
（
の
後
）
に
付
い
て
、
と
て
も
人
目
を
避
け
て
来
て
く
だ
さ
い
。

あ
の
人
に
は
時
々
手
紙
な
ど
を
書
く
け
れ
ど
も
、（
あ
の
人
は
）
ほ
と
ん

ど
返
事
も
お
書
き
に
な
ら
な
い
の
か
（
い
ま
だ
に
返
事
が
な
い
）。

（
老
人
た
ち
は
）
気
分
が
悪
く
な
っ
て
、
何
も
お
食
べ
に
な
ら
な
い
で
、

眠
り
に
つ
い
て
し
ま
っ
た
。

＊
い
ろ
い
ろ
な
動
詞
の
代
用
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
代
用
の
か
た
よ
り
は
な

い
。「
何
を
し
た
の
か
」
は
文
脈
か
ら
考
え
る
。

訳 訳 訳 訳

関
連
語

◉
例
文
◉

６
　

も
の
す
【
物
す
】

［
動
・
サ
変
］

①
あ
る
。
い
る
。

②
行
く
。
来
る
。

③
言
う
。
書
く
。

④
食
べ
る
。
飲
む
。

⑤
（
何
か
を
）
す
る
。（
何
か
を
）
行
う
。

い
ろ
い
ろ
な
動
詞
の
代
用
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
最
も
多
い
の
は
「
あ

り
」「
行
く
」「
来く

」
の
代
用
（
①
・
②
）。
つ
い
で
「
言
ふ
」「
食く

ふ
」

の
代
用
（
③
・
④
）。
ほ
か
の
動
詞
の
代
用
（
⑤
）
も
す
る
。

▶「ものす」ベスト 4

「あり」

「行く・来」

「言ふ」

「食ふ」

124

いいずなラボ
→ p.27

iizuna LMS
→ p.30

テストサービス
→ p.32

新傾向
問題 対応

レベル構成 いいずな書店が発行し、いいずな書店 RTより販売の書籍です。

基　本

古文単語 500 PLUS

標　準 共通テスト・標準入試 難関私大・国公立２次

レベル構成（現代文・古典・共通）

基　本

1 基礎編   三訂版

2 必修編   三訂版

2.5 修練編 改訂版

3 演習編   三訂版

標　準 共通テスト・標準入試 難関私大・国公立２次

つながる・まとまる

古文単語 500 PLUS
よむナビ
現代文・古典
1 基礎編／ 2 必修編／ 2.5 修練編／ 3 演習編

つながりでまとめて学び、
入試で活きる単語の力を養う。
効率的な古文単語学習を提案！

「読む」「知る」「解く」をナビゲート。
取り組みたくなる問題集。
新傾向問題にも対応。

池田 修二／藤澤 咲良＝著

B6 判変型　400 頁
税込定価 1,067 円（本体 970 円＋税）

● 赤シート付
● テスト自動作成 CD-ROM テストクリエイター対応
● LMS テストクリエイター対応
● Google Forms/Microsoft Forms テストサービス対応
● コピー用テスト２種類（各 24 回）完備

河合塾講師

店頭取扱品

いいずな書店編集部＝編

B5 判

現代文・古典  共通

１基礎編
　三訂版

２必修編
　三訂版

2.5 修練編
　  改訂版

３演習編
　三訂版

現代文  全 25 課
古　典  全 27 課
税込定価 737 円

（本体 670 円＋税）

現代文  全 25 課
古　典  全 27 課
税込定価 704 円

（本体 640 円＋税）

現代文  全 25 課
古　典  全 27 課
税込定価 726 円

（本体 660 円＋税）

現代文  全 24 課
古　典  全 25 課
税込定価 748 円

（本体 680 円＋税）

● 指導用データ ダウンロード
　＊ CD-ROM をご希望の際はお申し出
　　 ください。
◦問題文・設問・解答・補充問題
◦解答欄シート
◦スキルアップシート
◦語彙力アップシート
◦百字要約シート
◦解説書 PDF

● 指導用データ ダウンロード
　＊ CD-ROM をご希望の際はお申し出
　　 ください。
◦問題文・設問・解答・補充問題
◦口語訳・百字要約・書き下し文
◦解答欄シート
◦古語・文法シート
◦品詞分解シート
◦句形・語彙シート
◦書き下し文・口語訳シート
◦解説書 PDF

現代語とは語義が異なる語、漢字から
イメージする語、「恋愛」の話題語など、
関連させて覚えられるようにグループ
化しました。

訳し方や意味の判別など、読解に
役立つ情報を的確に示しました。

入試でどう出るかを、学習しやすい
ようにズバリ解説しました。

文章読解のポイントと問題の解き方を
丁寧に詳しく解説！

文章中の重要語や文法事項など、
知識も整理！

「文章ナビ」で、書き込み
ながら読む！

各課に１つ学習項目を設定。目標を明確
にして設問に取り組むことができる！

つなげて覚える

ワンポイント解説 入試情報

「読む」「解く」をナビゲート

「知る」をナビゲート

「文章」をナビゲート「解く」をナビゲート

■ 本冊

■ 解説書

①本冊
②解説書
③別冊解答集

よむナビシリーズは、
三分冊でお届けします。

プ ラ ス

古
文
単
語

よ
む
ナ
ビ

古語が持つ特徴や語義など、情報
を関連付けて整理しています。
イモづる式にまとめて覚えるのが
効果的です。

まとめて覚える

1918



9 8詩・ことば・人間 論理・評論

合　計

思 考

知 識

読解ガイド

51015

評 論

詩
・
こ
と
ば
・
人
間

1
論
理

大お
お

岡お
か

信
ま
こ
と

/100

/70

/20

/10

　
今
、   

言
葉
を
大
切
に
し
よ
う
と
多
く
の
人
が
言
う
。
言
葉
を
愛
し
ま
し
ょ
う
、
言
葉
を
守
り
ま
し
ょ
う
、
と
多
く
の
人
が
言

う
。
そ
の
場
合
、
根
本
の
問
題
は
、
そ
の
大
事
な
素
晴
ら
し
い
言
葉
と
い
う
の
は
、
じ
つ
は
そ
の
へ
ん
に
ご
ろ
ご
ろ
転
が
っ
て

い
る
あ
た
り
ま
え
の
日
常
の
言
葉
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
徹
し
た
認
識
が
あ
る
か
な
い
か
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の

へ
ん
に
転
が
っ
て
い
る
言
葉
以
外
に
、
素
晴
ら
し
い
言
葉
な
る
も
の
は
な
い
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
気
が
つ
い
て
く
る
と
、
私
た

ち
の
口
を
つ
い
て
出
て
く
る
一
語
一
語
の
大
切
さ
が
、
し
ん
か
ら
わ
か
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。
ど
こ
か
別
の
場
所

に
、
万
人
が
一
せ
い
に
認
め
る
よ
う
な
、
だ
れ
が
見
て
も
素
晴
ら
し
い
と
い
う
特
別
な
言
葉
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
⒜
崇あ

が
め
奉
っ

て
い
る
の
が
言
葉
を
愛
す
る
こ
と
で
あ
り
、
言
葉
を
大
事
に
す
る
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
、   

こ
ん
な
簡
単
な
話
は
な
い
。

　
よ
く
、「
詩
を
書
こ
う
と
思
っ
て
も
、
語
彙
が
貧
弱
で
…
…
」
と
言
う
人
が
い
る
。
私
は
つ
ね
づ
ね   

そ
う
い
う
こ
と
が
あ

り
う
る
も
の
か
ど
う
か
疑
わ
し
く
思
っ
て
い
る
。
自
分
以
外
の
ど
こ
か
に
「
語
彙
」
の
宝
庫
が
あ
る
か
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
か

ら
だ
。

　
日
常
用
い
て
い
る
あ
り
ふ
れ
た
言
葉
が
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
方
や
、
発
せ
ら
れ
る
時
と
場
合
に
よ
っ
て
、
と
つ
ぜ
ん
凄す

ご
い
力

を
も
っ
た
言
葉
に
変
貌
す
る
。
そ
こ
に
こ
そ
、「
言
葉
の
力
」
の
ヘ
ン
ゲ
ン
た
だ
な
ら
ぬ
あ
ら
わ
れ
が
あ
り
、
そ
こ
に
こ
そ
言

葉
と
い
う
も
の
を
用
い
る
こ
と
の
不
思
議
さ
、
恐
ろ
し
さ
さ
え
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
な
ぜ   

そ
う
い
う
こ
と
が
生
じ
る
の
だ

ろ
う
か
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
事
柄
は
次
の
一
点
に
キ
チ
ャ
ク
す
る
だ
ろ
う
。

　
つ
ま
り
、
わ
れ
わ
れ
が
使
っ
て
い
る
言
葉
は
氷
山
の
一
角
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
氷
山
の
海
面
下
に
沈
ん
で
い
る
部
分
は

な
に
か
。
そ
れ
は
、
そ
の
言
葉
を
発
し
た
人
の
心
に
ほ
か
な
ら
ず
、
ま
た
そ
の
心
が
、
同
じ
く
言
葉
の
海
面
下
の
部
分
で
伝
わ

り
合
う
他
人
の
心
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
私
た
ち
が
用
い
て
い
る
言
葉
は
、
そ
う
い
う
深
部
を
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
ぴ
り
の
ぞ
か
せ
る

窓
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
、
私
た
ち
は
そ
れ
を
の
ぞ
き
こ
み
な
が
ら
相
手
の
奥
ま
で
理
解
し
よ
う
と
た
え
ず
努
め
て
い
る
の

で
あ
る
。

１

（1）

（2）

2

（3）

3

（4）

4

　
本
文
か
ら
適
語
を
入
れ
よ
。 

（
各
5
点
）

１	

問
題
提
起

多
く
の
人
「
言
葉
を
大
切
に
し
よ
う
」

根
本
の
問
題
＝
大
事
な
素
晴
ら
し
い
言

葉
は
日
常
の
言
葉
と
い
う
認
識
が
あ
る

か
な
い
か
？

２	

考
察

「
詩
を
書
こ
う
と
思
っ
て
も
、
語
彙
が

貧
弱
で
…
…
」
→
疑
わ
し
い

３	

考
察
・
問
題
提
起

あ
り
ふ
れ
た
言
葉
が

A

を
も
っ
た
言
葉
に
変
貌
す
る（「
言
葉

の
力
」
の
あ
ら
わ
れ
）。
そ
う
い
う
こ
と

は
な
ぜ
生
じ
る
の
か
？

４	

主
張

使
っ
て
い
る
言
葉
＝B

 

　
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
海
面
下
の
人
の
心

を
理
解
し
よ
う
と
努
め
て
い
る

読
解
ガ
イ
ド

イ

ロ

ハ

ニ

　
破
線
部
の
漢
字
は
平
仮
名
で
読
み
を
記

し
、
カ
タ
カ
ナ
は
漢
字
に
改
め
よ
。 （
各
4
点
）

イ 

語
彙
が
貧
弱
で
（
8
行
目
）

ロ 

言
葉
に
変
貌
す
る
（
12
行
目
）

ハ 

ヘ
ン
ゲ
ン
た
だ
な
ら
ぬ
（
12
行
目
）

ニ 

一
点
に
キ
チ
ャ
ク
す
る
（
14
行
目
）

漢	

字
知	

識

　
本
文
を
説
明
し
た
次
の
文
の
空
欄
に
後
か

ら
適
語
を
選
ん
で
入
れ
よ
。�

（
8
点
）

　
詩
は
、そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
「
詩
語
」

を
用
い
て
書
く
も
の
だ
と
い
う
意
識
が
、
私

た
ち
に
根
強
く
存
在
す
る
。
し
か
し
筆
者
は

そ
の
よ
う
な
「
常
識
」
を
、
も
の
の
見
事
に

く
つ
が
え
す
。
日
常
の
言
葉
を
、
い
わ
ば

　

 

し
て
用
い
る
こ
と
で
、
そ
れ
を
新

し
い
言
葉
に
変
え
る
方
法
。
詩
人
で
も
あ
る

筆
者
だ
け
に
説
得
力
が
あ
る
。
そ
し
て
こ
の

方
法
を
私
た
ち
が
詳
し
く
知
り
伝
え
て
い
け

ば
、
日
本
人
の
言
語
生
活
は
ず
い
ぶ
ん
豊
か

な
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

①
　
拡
大
　
　
②
　
分
類
　
　
③ 

集
中

④
　
一
新
　
　
⑤
　
再
編

思	

考

探 

究

問
一 　
　

 

波
線
部
⒜
の
意
味
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
か

ら
選
べ
。�

（
4
点
）

①
　
尊
び
敬
い
　
　
　
②
　
称
賛
し
て
　
　
③
　
善
悪
を
論
じ

④
　
強
引
に
高
め
　
　
⑤
　
包
み
隠
さ
ず

�

問
ニ  　
　

 

傍
線
部
⑴
で
「
多
く
の
人
」
が
「
大
切
に
し
よ
う
」

と
言
う
「
言
葉
」
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
、
最
も
適
切
な
も

の
を
次
か
ら
選
べ
。�

（
9
点
）

①
　
私
た
ち
が
用
い
て
い
る
言
葉
。

②
　
あ
た
り
ま
え
の
日
常
の
言
葉
。

③
　
だ
れ
が
見
て
も
素
晴
ら
し
い
言
葉
。

④
　
口
を
つ
い
て
出
て
く
る
言
葉
。

⑤
　
そ
の
へ
ん
に
転
が
っ
て
い
る
言
葉
。�

問
三 

　
　 

傍
線
部
⑵
は
な
ぜ
「
簡
単
」
な
の
か
、
そ
の
理
由
を

説
明
し
た
次
の
文
の
空
欄
に
あ
て
は
ま
る
適
切
な
語
句
を
、

後
か
ら
選
べ
。�

（
7
点
）

た
と
え
ば
詩
を
書
く
場
合
、
言
葉
を
　
　
　
か
ら
持
ち
出
し
て

く
れ
ば
よ
い
わ
け
だ
か
ら
。

①
　
氷
山
の
一
角
　
　
②
　「
語
彙
」
の
宝
庫
　

③
　
日
常
　 

④
　
私
た
ち
　 

⑤
　
氷
山
の
海
面
下�

問
四  

　
　 

傍
線
部
⑶
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
最
も
適
切
な
も

の
を
次
か
ら
選
べ
。�

（
10
点
）

①
　
自
分
は
語
彙
が
貧
弱
な
の
で
詩
が
書
け
な
い
と
い
う
こ
と
。

②
　
多
く
の
人
が
言
葉
を
大
切
に
し
よ
う
と
言
っ
て
い
る
こ
と
。

③
　
自
分
の
中
に
こ
そ
素
晴
ら
し
い
言
葉
は
あ
る
と
い
う
こ
と
。

言
葉

内
容

理
由

指
示

④
　
特
別
な
言
葉
を
奉
る
の
が
言
葉
を
愛
す
る
と
い
う
こ
と
。

⑤
　
ど
こ
か
に
必
ず
素
晴
ら
し
い
言
葉
の
宝
庫
が
あ
る
こ
と
。

�

問
五  

　
　 

傍
線
部
⑷
が
指
す
内
容
を
、
本
文
の
語
句
を
使
っ
て

二
十
字
以
内
で
説
明
せ
よ
。�

（
12
点
）

問
六  

　
　 

「
素
晴
ら
し
い
言
葉
」（
４
行
目
）
に
つ
い
て
「
多
く

の
人
」
と
筆
者
の
考
え
の
違
い
を
次
の
図
の
よ
う
に
ま
と
め

た
。
空
欄
に
あ
て
は
ま
る
適
切
な
語
句
を
、
本
文
か
ら
各
三

字
で
抜
き
出
せ
。�

（
各
6
点
）

多
く
の
人

筆
者

　
　
　
　
　
　
　
　
言
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
言
葉

問
七  

　
　 

本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
を
次
か
ら
選
べ
。

�

（
12
点
）

①
　
言
葉
を
大
切
に
す
る
と
は
特
別
な
言
葉
を
崇
め
る
こ
と
だ
。

②
　
多
く
の
人
が
「
言
葉
を
大
切
に
」
と
い
う
の
は
間
違
い
だ
。

③
　
言
葉
を
用
い
る
恐
ろ
し
さ
は
心
が
違
っ
て
伝
わ
る
こ
と
だ
。

④
　
日
常
の
言
葉
が
使
い
方
次
第
で
強
烈
に
輝
く
こ
と
に
な
る
。

⑤
　
言
葉
は
使
う
人
の
語
彙
力
で
凄
い
力
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。

�

指
示

5

10

15

20

論
点

主
題

プ現代の国語_本冊_p08-71.indd   8-9プ現代の国語_本冊_p08-71.indd   8-9 2024/08/24   12:092024/08/24   12:09

5 4詩・ことば・人間 論理・評論

判
定
ポ
イ
ン
ト

正
解

詩
・
こ
と
ば
・
人
間

大
岡
信

解答一覧

論
理

1
評 論

問
一
言
葉
語
句
の
意
味
を
正
確
に
押
さ
え
る�

�

４
点

　「
崇
め
」
の
基
本
形
は
「
崇
め
る
」。「（
尊
い
も
の
と
し
て
）
敬
う
」
と
い
う
意
味
。
よ
っ

て
正
解
は
①
。
熟
語
と
し
て
は
、「
崇
高
（
け
だ
か
く
尊
い
こ
と
）」「
崇
敬
（
あ
が
め
敬

う
こ
と
）」
等
が
あ
る
。

問
二
内
容
筆
者
の
見
解
と
は
対
比
的
な
内
容
を
把
握
す
る�

�

9
点

　
こ
こ
で
触
れ
て
い
る
「
多
く
の
人
」
の
「
言
葉
」
に
対
す
る
考
え
方
に
、
筆
者
は
賛
同
し

て
い
る
か
を
ま
ず
考
え
る
。

　
今
、 

言
葉
を
大
切
に
し
よ
う
と
多
く
の
人
が
言
う
。
言
葉
を
愛
し
ま
し
ょ
う
、
言
葉
を
守
り
ま
し
ょ
う
、
と
多
く
の
人
が
言 

う
。
そ
の
場
合
、
根
本
の
問
題
は
、
そ
の
大
事
な
素
晴
ら
し
い
言
葉
と
い
う
の
は
、
じ
つ
は
そ
の
へ
ん
に
ご
ろ
ご
ろ
転
が
っ
て 

い
る
あ
た
り
ま
え
の
日
常
の
言
葉
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
徹
し
た
認
識
が
あ
る
か
な
い
か
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の 

へ
ん
に
転
が
っ
て
い
る
言
葉
以
外
に
、
素
晴
ら
し
い
言
葉
な
る
も
の
は
な
い
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
気
が
つ
い
て
く
る
と
、
私
た 

ち
の
口
を
つ
い
て
出
て
く
る
一
語
一
語
の
大
切
さ
が
、
し
ん
か
ら
わ
か
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。
ど
こ
か
別
の
場
所 

に
、
万
人
が
一
せ
い
に
認
め
る
よ
う
な
、
だ
れ
が
見
て
も
素
晴
ら
し
い
と
い
う
特
別
な
言
葉
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
崇
め
奉
っ 

て
い
る
の
が
言
葉
を
愛
す
る
こ
と
で
あ
り
、
言
葉
を
大
事
に
す
る
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
ん
な
簡
単
な
話
は
な
い
。

１

（1）

5

　「
多
く
の
人
」
を
言
い
換
え
た
「
万
人
」（
６
行
目
）
が
「
大
切
に
し
よ
う
」
と
言
う
「
言
葉
」

と
は
、「
一
せ
い
に
認
め
る
」「
だ
れ
が
見
て
も
素
晴
ら
し
い
と
い
う
特
別
な
言
葉
」
で
あ
る
。

筆
者
の
考
え
る
「
徹
し
た
認
識
」
＝
「
大
事
な
素
晴
ら
し
い
言
葉
と
い
う
の
は
、
じ
つ
は
そ

の
へ
ん
に
ご
ろ
ご
ろ
転
が
っ
て
い
る
あ
た
り
ま
え
の
日
常
の
言
葉
な
ん
だ
」（
２
行
目
）
と
い

う
認
識
が
、
彼
ら
に
は
「
な
い
」
と
筆
者
は
言
う
。
要
す
る
に
、
筆
者
は
「
多
く
の
人
」
と

は
見
解
を
異
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
多
く
の
人
」
が
「
大
切
に
し
よ
う
」

と
し
て
い
る
も
の
を
選
ぶ
わ
け
な
の
で
、
筆
者
と
は
正
反
対
の
意
見
の
③
が
正
解
。

問
三
理
由
筆
者
が
判
断
し
た
根
拠
を
押
さ
え
る�

�

７
点

　
続
く
2
に
そ
の
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
設
問
の
説
明
文
も「
た
と
え
ば
詩
を
書
く
場
合
」

か
ら
始
ま
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
段
落
か
ら
探
す
と
よ
い
こ
と
が
わ
か
る
。
説
明
文
の
空
欄

の
直
後
に
は
「
か
ら
持
ち
出
し
」
と
あ
る
の
で
、
空
欄
に
は
場
所
を
示
す
語
が
入
る
。
選
択

肢
の
う
ち
、そ
れ
ら
を
満
た
す
の
は
た
だ
一
つ
「
宝
庫
」
し
か
な
い
。
よ
っ
て
、
正
解
は
②
。

問
六
論
点
筆
者
が
対
比
し
て
述
べ
て
い
る
考
え
を
把
握
す
る�

�

各
6
点

　「
多
く
の
人
」（
１
行
目
）
が
言
う
「
素
晴
ら
し
い
言
葉
」
に
つ
い
て
の
言
及
は
1
の
み
で
あ

る
か
ら
、
７
行
目
ま
で
を
し
っ
か
り
読
む
こ
と
。
設
問
に
「
三
字
」
と
指
定
が
あ
る
か
ら
、

そ
れ
に
従
う
。「
言
葉
」
を
修
飾
す
る
三
字
の
語
は
「
日
常
の
」（
３
行
目
）「
特
別
な
」（
６
行
目
）

の
二
語
の
み
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
ど
ち
ら
が「
筆
者
」の
も
の
か
を
考
え
る
。「
特
別
な
言
葉
」

に
つ
い
て
は
「
別
の
場
所
に
…
…
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
ん
な
簡
単
な
話
は
な
い
」（
５
行
目
〜
7

行
目
）
と
あ
る
か
ら
、
こ
の
考
え
は
筆
者
の
も
の
で
は
な
い
と
判
断
で
き
る
。
よ
っ
て
、

正
解
は
「
特
別
な
」
は
上
段
「
多
く
の
人
」
の
考
え
に
属
す
る
も
の
と
わ
か
る
。
逆
に
「
日

常
の
」
は
下
段
「
筆
者
」
の
考
え
に
属
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
今
、
言
葉
を
大
切
に
し
よ
う
と
多
く
の
人
が
言
う
。
言
葉
を
愛
し
ま
し
ょ
う
、
言
葉
を
守
り
ま
し
ょ
う
、
と
多
く
の
人
が
言

う
。
そ
の
場
合
、
根
本
の
問
題
は
、
そ
の
大
事
な
素
晴
ら
し
い
言
葉
と
い
う
の
は
、
じ
つ
は
そ
の
へ
ん
に
ご
ろ
ご
ろ
転
が
っ
て

い
る
あ
た
り
ま
え
の
日
常
の
言
葉
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
徹
し
た
認
識
が
あ
る
か
な
い
か
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の

へ
ん
に
転
が
っ
て
い
る
言
葉
以
外
に
、
素
晴
ら
し
い
言
葉
な
る
も
の
は
な
い
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
気
が
つ
い
て
く
る
と
、
私
た

ち
の
口
を
つ
い
て
出
て
く
る
一
語
一
語
の
大
切
さ
が
、
し
ん
か
ら
わ
か
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。
ど
こ
か
別
の
場
所

に
、
万
人
が
一
せ
い
に
認
め
る
よ
う
な
、
だ
れ
が
見
て
も
素
晴
ら
し
い
と
い
う
特
別
な
言
葉
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
崇
め
奉
っ 

1

5

　
…
…
万
人
が
一
せ
い
に
認
め
る
よ
う
な
、
だ
れ
が
見
て
も
素
晴
ら
し
い
と
い
う
特
別
な
言
葉
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
崇
め
奉
っ

て
い
る
の
が
言
葉
を
愛
す
る
こ
と
で
あ
り
、
言
葉
を
大
事
に
す
る
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
、 

こ
ん
な
簡
単
な
話
は
な
い
。

　
　
　
　
　  「
た
と
え
ば
詩
を
書
く
場
合
」
の
例

　
よ
く
、「
詩
を
書
こ
う
と
思
っ
て
も
、
語
彙
が
貧
弱
で
…
…
」
と
言
う
人
が
い
る
。
私
は
つ
ね
づ
ね
そ
う
い
う
こ
と
が
あ 

り
う
る
も
の
か
ど
う
か
疑
わ
し
く
思
っ
て
い
る
。
自
分
以
外
の
ど
こ
か
に
「
語
彙
」
の
宝
庫
が
あ
る
か
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
か 

ら
だ
。

１

（2）

2

10

問
四
指
示
指
示
内
容
を
把
握
す
る�

�

10
点

　
指
示
語
の
指
示
内
容
は
原
則
と
し
て
直
前
に
あ
る
。
見
あ
た
ら
な
い
場
合
は
さ
ら
に
前
に

さ
か
の
ぼ
っ
て
探
す
こ
と
。
場
合
に
よ
っ
て
は
傍
線
部
の
後
に
あ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
こ
で

は
傍
線
部
に
続
い
て
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、指
示
内
容
が
筆
者
の
「
疑
わ
し
く
思
っ
て
い
る
」

こ
と
で
あ
る
点
に
注
意
す
る
。
こ
の
場
合
は
直
前
の
「
よ
く
、『
詩
を
書
こ
う
と
思
っ
て
も
、

語
彙
が
貧
弱
で
…
…
』
と
言
う
人
が
い
る
」
を
指
し
て
い
る
の
で
、
正
解
は
①
。

問
五
指
示
指
示
内
容
を
把
握
す
る�

�

12
点

問
七
主
題
筆
者
の
主
張
を
つ
か
み
主
題
を
と
ら
え
る�

�

12
点

①
　
言
葉
を
大
切
に
す
る
と
は
特
別
な
言
葉
を
崇
め
る
こ
と
だ
。

→
「
特
別
な
言
葉
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
崇
め
奉
っ
て
い
る
の
が
…
…
言
葉
を
大
事
に
す
る
こ
と
で
あ
る

な
ら
ば
、
こ
ん
な
簡
単
な
話
は
な
い
」（
6
行
目
）
と
否
定
し
て
い
る
の
で
、
誤
り

②
　
多
く
の
人
が
「
言
葉
を
大
切
に
」
と
い
う
の
は
間
違
い
だ
。

→
「
言
葉
を
大
切
に
」
と
い
う
主
張
に
筆
者
は
反
対
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、「
大
事
な
素
晴
ら
し
い
言

葉
と
い
う
の
は
…
…
日
常
の
言
葉
」（
２
行
目
）
だ
と
条
件
を
つ
け
て
い
る
わ
け
な
の
で
、
誤
り

③
　
言
葉
を
用
い
る
恐
ろ
し
さ
は
心
が
違
っ
て
伝
わ
る
こ
と
だ
。

→
言
葉
を
用
い
る
「
恐
ろ
し
さ
」（
13
行
目
）
は
、
あ
り
ふ
れ
た
言
葉
が
凄
い
力
を
も
っ
た
言
葉
に
変
貌

す
る
こ
と
に
あ
る
と
言
っ
て
い
る
の
で
、
誤
り

④
　
日
常
の
言
葉
が
使
い
方
次
第
で
強
烈
に
輝
く
こ
と
に
な
る
。

→
「
日
常
用
い
て
い
る
…
…
凄
い
力
を
も
っ
た
言
葉
に
変
貌
す
る
」（
11
行
目
）
の
要
約
で
あ
る
の
で
、 

⑤
　
言
葉
は
使
う
人
の
語
彙
力
で
凄
い
力
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。

→
「
と
つ
ぜ
ん
凄
い
力
を
も
っ
た
言
葉
に
変
貌
す
る
」（
11
行
目
）
の
は
「
そ
の
組
み
合
わ
せ
方
や
、
発

せ
ら
れ
る
時
と
場
合
に
よ
っ
て
」（
11
行
目
）
と
あ
り
、「
語
彙
力
」
と
は
言
っ
て
い
な
い
の
で
、
誤
り

正
解

■�

選
択
肢
の
判
定
ポ
イ
ン
ト

Ａ
　
凄
い
力
　
Ｂ
　
氷
山
の
一
角�

�

各
5
点

イ
　
ご
い
　
ロ
　
へ
ん
ぼ
う
　
ハ
　
変
幻
　
ニ
　
帰
着 

 

各
４
点

漢 

字
知 

識

読
解
ガ
イ
ド

　
選
択
肢
⑤
「
再
編
」
は
、「
編
成
し
な
お
す
こ
と
」
の
意
で
あ
り
、
こ
れ
が
正
解
。

３
で
「
日
常
（
の
）」「
あ
り
ふ
れ
た
言
葉
」
が
、「
あ
り
ふ
れ
て
は
い
な
い
」「
組
み

合
わ
せ
方
」
や
「
時
と
場
合
」
に
用
い
ら
れ
て
「
凄
い
力
」
を
発
す
る
と
言
う
が
、

そ
れ
こ
そ「
詩
」の
役
割
で
あ
ろ
う
。
優
れ
た
詩
に
よ
っ
て
再
発
見
さ
れ
た
言
葉
が
、

い
ず
れ
日
常
的
に
使
わ
れ
る
こ
と
で
、
人
間
の
世
界
は
深
ま
る
の
で
あ
る
。

詩
の
こ
と
ば
と
日
常
の
こ
と
ば�

�
8
点

探 

究
思 

考

  

記
述
問
題
解
答
へ
の
プ
ロ
セ
ス

１�

設
問
分
析

指
示
語
が
指
す
内
容
を
、
文
脈
を
押
さ
え
た
う
え
で
把
握
し
、
そ
れ
を
短
く
ま
と
め
る

こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。

２�

本
文
追
跡

問
四
で
説
明
し
た
よ
う
に
、
指
示
内
容
は
語
の
直
前
か
ら
探
し
、
見
あ
た
ら
な
い
場
合

は
順
次
そ
の
前
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
探
し
て
い
く
。

前
文
は
、
次
の
図
に
あ
る
ａ
以
降
と
ｂ
以
降
が
対
と
な
っ
た
文
で
、
さ
ら
に
前
の
文
を

補
足
説
明
し
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
の
文
を
（
　
）
で
く
く
っ
て
み
る
と
、
3
冒
頭
の
一

文
が
指
示
語
の
中
身
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

３�

解
答
作
成

　
日主
語常

用
い
て
い
る
あ
り
ふ
れ
た
言
葉
が
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
方
や
、
発
せ
ら
れ
る
時
と
場
合
に
よ
っ
て
、
と
つ
ぜ
ん
凄
い
力

を
も
っ
た
言
葉
に
変述
語貌

す
る
。（
そａ
こ
に
こ
そ
、「
言
葉
の
力
」
の
ヘ
ン
ゲ
ン
た
だ
な
ら
ぬ
あ
ら
わ
れ
が
あ
り
、
そｂ
こ
に
こ
そ
言

葉
と
い
う
も
の
を
用
い
る
こ
と
の
不
思
議
さ
、
恐
ろ
し
さ
さ
え
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。）
な
ぜ
そ
う
い
う
こ
と
が
生
じ
る
の
だ

ろ
う
か
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
事
柄
は
次
の
一
点
に
キ
チ
ャ
ク
す
る
だ
ろ
う
。

3

⑷

「
日
常
用
い
て
…
…
変
貌
す
る
」
で
は
長
い
の
で
、
次
の
よ
う
な
順
序
で
短
縮
す
る
。

❶ �

短
縮� 「
日
常
」
と
同
義
な
の
で
「
あ
り
ふ
れ
た
」
を
カ
ッ
ト
　

 

日
常
用
い
て
い
る
あ
り
ふ
れ
た
言
葉
が
、
そ
の
…
…
に
よ
っ
て
、
と
つ
ぜ
ん
凄
い
力
を

も
っ
た
言
葉
に
変
貌
す
る
。 

❷  �

短
縮� 

挿
入
句
な
の
で
「
、
そ
の
…
…
に
よ
っ
て
、」
を

カ
ッ
ト

❹  �

短
縮� 

「
変
貌
す
る
」
は
「
凄
い
力
を
も
っ
た
」
こ
と
な
の
で
、「
変
貌
す
る
」
は
無
く
て

も
意
味
が
通
じ
る
か
ら
カ
ッ
ト

❸ �

短
縮� 「
言
葉
」
が
重
な
っ
て
い
る
の
で
「
言
葉
に
」
を
カ
ッ
ト

　 
 

❺  �

修
正
短
く
す
る
た
め
に
「
用
い
て
い
る
」
を

「
の
」
に
修
正
す
る

 

❻  

修
正 

元
の
文
末
が
「
す
る
」
な
の
で
、
こ
れ
も

現
在
形
「
も
つ
」
に
す
る

 

日
常
用
い
て
い
る
言
葉
が
と
つ
ぜ
ん
凄
い
力
を
も
っ
た
。

➡
 

❼  

修
正 

傍
線
部
「
そ
う
い
う
こ
と
」
の
説
明
な
の
で
「
こ

と
。」
で
ま
と
め
る

�

日
常
の
言
葉
が
と
つ
ぜ
ん
凄
い
力
を
も
つ
こ
と
。（
19
字
）

 

基
準 

文
末
を
「
こ
と
。」
で
結
ん
で
い
な
い
…
２
点
減
。

記
述
問
題
ス
キ
ル  

短
縮
＋
修
正 

て
い
る
の
が
言
葉
を
愛
す
る
こ
と
で
あ
り
、
言
葉
を
大
事
に
す
る
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ×
筆
者
の
考
え

ん
な
簡
単
な
話
は
な
い
。
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＊現代の国語は、現代文 基本編
　と題材・設問が重複しています。

＊言語文化は、現代文・古文・漢文・古典
　の基本編と題材・設問が重複しています。
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現代文
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古文 漢文古典
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現代文と古典（基本・標準）・現代の国語・言語文化は、 三分冊でお届けします。

①本冊　②スタディポイント（解説書）　③別冊解答集
④付属ノート（現代文：要約　古文：文法・語句　漢文：句形・語彙　古典：文法・句形・語彙）

①本冊　②解答・解説書
③付属ノート 現代文（要約・思考の扉）

古典（文法・句形・語彙）
現代の国語（要約・思考の扉）
言語文化 （古文：文法・語句　漢文：句形・語彙　文学的な文章：思考の扉） 

基　本

現代の国語

言語文化

基本編

標準編

発展編

完成編

標　準 共通テスト・標準入試 難関私大・国公立２次

教材紹介動画

プ
ロ
グ
レ
ス

改訂

■ 本冊 ■ 解答・解説書

新傾向
問題 対応

新傾向
問題 対応

対比や推移を図で問い、主題理解に
つなげます。

作品理解がさらに深まります。

論点／構図

探究／鑑賞

選び抜かれた良質な文章！
四訂版現代文では、題材を新しく差し
替え、「実用的な文章」も扱います。

読解力の養成を意識した設問！

正答へのプロセスを図解を交えて一つ一つ丁寧に解説！

12論理入門

合　計

思 考

知 識

読解ガイド

5101520

抜
き
出
し
問
題
と
記
述
問
題

論
理
入
門

日
本
文
化
を
よ
む

藤ふ
じ

田た

正ま
さ

勝か
つ

3

/50

/30

/16

/4

　
　文
化
の
出
会
い
が
も
つ
意
味
は
、
何
よ
り
、
わ
た
し
た
ち
を
、
自
己
自
身
の
文
化
の
枠
組
み
の
な
か
で
は
見
え
な
い
も
の
、

つ
ま
り
異
な
っ
た
も
の
の
見
方
や
世
界
観
に
目
を
向
け
さ
せ
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
わ
た
し
た
ち
は
そ
れ
に
驚
い
た
り
、
あ
る

い
は
そ
れ
に
よ
っ
て
自
分
の
世
界
観
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
み
ず
か
ら
を
顧
み
る
目
と
他
者
に
対
す
る
共

感
の
心
と
を
養
っ
て
き
た
。
そ
の
こ
と
を
通
し
て
わ
た
し
た
ち
は
わ
た
し
た
ち
の
文
化
を
い
っ
そ
う
豊
か
な
も
の
に
す
る
と
と

も
に
、
他
者
と
の
共
存
の
キ
バ
ン
を
形
成
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
他
者
と
の
出
会
い
こ
そ
が
、
わ
た
し
た
ち
が
わ
た
し
た
ち
の

文
化
を
豊
か
に
す
る
源
泉
で
も
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　い
ま
、
そ
の
よ
う
な
わ
た
し
た
ち
が
長
い
時
間
を
か
け
て
作
り
あ
げ
て
き
た
営
み
が
大
き
な
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。
そ
れ

は
、
い
ま
世
界
全
体
を
覆
っ
て
い
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
多
く
の
利
便
を
も
た
ら

し
は
し
た
が
、
し
か
し
他
方
で
、
わ
た
し
た
ち
の
社
会
の
な
か
に
多
く
の
問
題
を
引
き
お
こ
し
つ
つ
あ
る
。

　人
々
の
関
心
が
た
だ
経
済
的
な
利
益
を
追
求
す
る
こ
と
に
の
み
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、
い
ち
ば
ん
大
き
な
問

題
で
あ
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
な
り
ふ
り
か
ま
わ
な
い
利
益
追
求
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
格
差
が

生
ま
れ
、
対
立
や＊
軋あ

つ
轢れ

き
が
生
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
先
進
国
で
も
途
上
国
で
も
か
わ
ら
な
い
。
民
族
や
宗
教
、
肌
の
色
や
性
別
、

政
治
的
な
見
解
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
異
質
な
も
の
を
発
見
し
、
そ
の
「
他
者
」
を
誹そ

し
り
排
斥
す
る
こ
と
で
、
自
分
自

身
の
ア＊

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
存
在
意
義
を
確
認
し
よ
う
と
す
る
フ
ウ
チ
ョ
ウ
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
文
化
と
文
化
、
民
族
と
民
族
、
宗
教
と
宗
教
の
あ
い
だ
の
溝
が
い
っ
そ
う
深
く
な
る
方
向
へ

と
動
き
始
め
て
い
る
。
長
い
時
間
を
か
け
て
作
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た
文
化
や
、
他
者
と
の
共
存
の
営
み
に
亀
裂
が
入
ろ
う
と
し

て
い
る
。
こ
こ
で
踏
み
と
ど
ま
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
が
強
く
し
て
い
る
。

　そ
う
し
た
状
況
に
す
ぐ
有
効
性
を
発
揮
す
る
対
処
法
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
や
文
化
を

担
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
、
尊
重
し
あ
う
こ
と
か
ら
出
発
す
る
以
外
に
道
は
な
い
。
そ
う
い
う
姿
勢
を
も
ち
な
が
ら
互
い
に
対

話
す
る
こ
と
が
、
い
ま
改
め
て
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
人
類
は
こ
れ
ま
で
も
異
質
な
も
の
に
触
れ
、
そ
こ

か
ら
刺
激
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
み
ず
か
ら
の
文
化
を
、
そ
し
て
み
ず
か
ら
の
生
を
豊
か
に
し
て
き
た
。
異
な
っ
た
文
化
や

考
え
方
は
、
お
互
い
が
お
互
い
を
豊
か
に
し
う
る
源
泉
な
の
で
あ
る
。�

そ
の
原
点
に
い
ま
立
ち
戻
る
必
要
を
強
く
感
じ
て
い
る
。

１

（1）

２３４５

（2）

読
解
ガ
イ
ド

　本
文
か
ら
適
語
を
入
れ
よ
。�

（
各
2
点
）

１ 

問
題
提
起

文
化
の
出
会
い
の
も
つ
意
味

＝
異
な
っ
た
も
の
の
見
方
や
世
界
観
に

　目
を
向
け
さ
せ
る

　み
ず
か
ら
を
顧
み
る
目
　
　養
う

　他
者
に
対
す
る
共
感
の
心

２ 

考
察

い
ま
そ
の
よ
う
な
営
み
が
大
き
な
危
機

にA

�

の
波

３ 

考
察

人
々
の
関
心
が
経
済
的
利
益
追
求
の
み

格
差
・
対
立
・
軋
轢

異
質
な
も
の
を
発
見
、
排
斥

自
分
自
身
の

B

�

確
認
の
フ
ウ
チ
ョ
ウ

４ 

考
察
・
主
張

文
化
や
他
者
と
の
共
存
に
亀
裂

こ
こ
で
踏
み
と
ど
ま
ら
な
け
れ
ば
…
…

５ 

結
論

そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
を
尊
重
し
あ
う
以
外

に
道
は
な
い

＊
軋
轢
…
た
が
い
の
仲
が
悪
く
な
る
こ
と
。

＊
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
…
自
己
証
明
。

記
述
の
設
問
は
、
本
文
か
ら
該
当
す
る
箇
所
を
探
す
抜
き
出
し
問
題
と
、
そ
れ
を
基
本
と
し
て
自
分
で
解
答
を
ま
と
め
る
記
述
問
題
に
分
か
れ
ま
す
。
後

者
は
該
当
箇
所
を
指
定
字
数
に
合
わ
せ
た
り
複
数
箇
所
を
結
び
つ
け
た
り
す
る
ス
キ
ル（
技
術
）が
必
要
な
の
で
よ
り
難
解
で
す
。
詳
し
く
は
P.
６
参
照
。

13 日本文化をよむ

　破
線
部
の
漢
字
は
平
仮
名
で
読
み
を
記

し
、
カ
タ
カ
ナ
は
漢
字
に
改
め
よ
。�（
各
4
点
）

イ�

共
存
の
キ
バ
ン
を
形
成
（
5
行
目
）

ロ�

全
体
を
覆
っ
て
い
る
（
8
行
目
）

ハ�

フ
ウ
チ
ョ
ウ
が
生
ま
れ
（
14
行
目
）

ニ�

文
化
を
担
っ
て
い
る
（
19
行
目
）

　本文
を
説
明
し
た
次
の
文
の
空
欄
に
後
か

ら
適
語
を
選
ん
で
入
れ
よ
。 

（
5
点
）

　人
間
の
生
存
に
必
要
な
の
は
衣
・
食
・
住
。

た
だ
そ
れ
で
十
分
と
は
し
な
か
っ
た
。
心
の

安
ら
ぎ
や
よ
り
よ
い
生
活
の
方
法
を
求
め
続

け
て
き
た
の
だ
。
結
果
、
芸
術
や
宗
教
・
哲

学
が
生
ま
れ
た
。
こ
れ
ら
の
営
み
を
筆
者
は

　�

と
総
称
す
る
。
そ
し
て
各
地
で
独
自

に
成
長
、
互
い
に
出
会
う
こ
と
で
そ
れ
ぞ
れ

が
豊
か
に
な
る
と
い
う
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を

単
に
批
判
す
る
の
で
は
な
く
、
共
存
を
忘
れ

る
な
と
戒
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

①
　世
界
　
　②
　文
化
　
　③
　民
族

④
　社
会
　
　⑤
　利
便

漢 

字
知 

識
思 

考

探 

究

イ

ロ

ハ

ニ

❶ 

抜
き
出
し
問
題
と
は

抜
き
出
し
問
題
は
、
設
問
の
要
求
す
る
と
こ
ろ
を
理
解
し
、
そ
の
答

え
と
な
る
部
分
を
本
文
か
ら
抜
き
出
す
問
題
の
こ
と
で
す
。
形
式
上
、

次
の
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
ま
と
め
ま
す
と
、

次
の
通
り
で
す
。

１ 

文
と
文
・
語
句
と
語
句
の
つ
な
が
り
を
問
う
も
の

Ａ 

言
い
換
え
・
同
じ
意
味
の
部
分

　Ｂ 

対
比
・
対
照
を
表
す
部
分

Ｃ 

指
示
内
容
に
あ
た
る
部
分

　Ｄ 

比
喩
の
関
係
に
あ
た
る
部
分

２ 

表
現
の
内
容
を
問
う
も
の

Ａ 

理
由
に
あ
た
る
部
分

　
　Ｂ 

内
容
の
説
明
に
あ
た
る
部
分

Ｃ 

具
体
化
し
た
部
分

　
　
　Ｄ 

一
般
化
し
た
部
分

Ｅ 

主
張
に
あ
た
る
部
分

思 

考
問
一
内
容
傍
線
部
⑴
が
「
わ
た
し
た
ち
」
に
も
た
ら
し
て
き
た

も
の
の
内
容
に
あ
た
る
箇
所
を
、
本
文
か
ら
二
十
字
以
内
で

抜
き
出
せ
。�

（
7
点
）

5

10

15

20

問
二
論
点
「
異
質
な
も
の
」
に
対
し
て
「
い
ま
」
と
い
ま
ま
で

の
考
え
方
の
違
い
を
次
の
図
の
よ
う
に
ま
と
め
た
。
空
欄
に

あ
て
は
ま
る
適
切
な
語
句
を
、
本
文
か
ら
各
六
字
で
抜
き
出

せ
。�

（
各
4
点
）

※�

こ
の
問
い
は
２
の
Ｂ
に
該
当
し
ま
す
。
傍
線
部
「
文
化
の
出
会
い
」

は
冒
頭
に
あ
り
ま
す
か
ら
、読
み
進
め
ま
し
ょ
う
。す
る
と
次
文
の「
そ

れ
」が
何
を
指
す
の
か
が
気
に
な
り
ま
す
。二
度
目
の「
そ
れ
」も
同
様
。

「
異
な
っ
た
も
の
の
見
方
や
世
界
観
」だ
と
わ
か
れ
ば
後
は
容
易
で
す
。

い
ま
ま
で

い
ま

異
質
な
も
の
か
ら↓

文
化
と
生
を
豊
か
に
す
る

異
質
な
も
の
を↓

自
ら
の
存
在
意
義
を
確
認
す
る

※�

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
部
分
を
探
す
に
は「
異
質
な
も
の
」に
着
目
し
ま
す
。

二
箇
所
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
け
ば
Ｏ
Ｋ
で
す
。

３
段
落
の
第
二
文
と
対
象
の
「
異
質
な
も
の
」
を
、
ｄ
の
「
結
合
」
を

使
用
し
て
解
答
を
作
成
し
ま
す
。

❷ 

記
述
問
題
の
考
え
方

記
述
問
題
は
、
設
問
の
要
求
を
分
析
し
、
解
答
作
成
に
必
要
な
部
分

を
探
し
出
す
点
で
は
抜
き
出
し
問
題
と
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
部
分
を
押
さ
え
た
う
え
で
、
設
問
で
指
示
さ
れ
た
字

数
に
合
う
よ
う
に
ま
と
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
の
ス
キ
ル（
技
術
）

は
次
の
五
種
か
ら
成
り
ま
す
。

ａ 

短
縮

　ｂ 

修
正

　ｃ 

置
換

　ｄ 

結
合

　ｅ 

要
旨

問
三
主
題
傍
線
部
⑵
の
理
由
を
、
次
の
文
の
空
欄
に
あ
て
は
ま

る
よ
う
に
、
本
文
３
段
落
の
語
句
を
使
っ
て
二
十
字
以
内
で

説
明
せ
よ
。�

（
10
点
）

　さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
（
　
　
　）
か
ら
。

5

10

15

20

プログレス現代の国語_01本冊_見開き.indd   12-13プログレス現代の国語_01本冊_見開き.indd   12-13 2023/09/28   11:162023/09/28   11:16

条文・新聞・グラフ・提案文など
豊富な題材。

論理的な文章・文学的な文章の読み方と、
記述問題の解き方を学びます。 実用的な文章 

論理入門・文学入門 

［現代文・古典・古文・漢文］

［現代の国語・言語文化］

改訂 改訂

2120



記
述
問
題
集

新傾向
問題 対応

◦問題文
◦設問・解答
◦補充問題

レベル構成

基　本

1 読解力習得編 改訂版

2 読解力養成編 三訂版

3 入試必修編　 三訂版

4 入試完成編　 改訂版

標　準 共通テスト・標準入試 難関私大・国公立２次

現代文長文記述問題集
１ 読解力習得編 改訂版／２ 読解力養成編 三訂版
３ 入試必修編 三訂版／４ 入試完成編 改訂版

入試攻略を目指す、〝養成型〟長文問題集シリーズ。
減点されない記述解答の書き方を身につける。

いいずな書店編集部＝編

B5 判

１ 読解力習得編 改訂版：税込定価 803円（本体 730 円＋税）
２ 読解力養成編 三訂版：税込定価 814円（本体 740 円＋税）
３ 入試必修編 　三訂版 ：税込定価 825円（本体 750 円＋税）
４ 入試完成編 　改訂版 ：税込定価 858円（本体 780 円＋税）

１ 読解力習得編 改訂版　全 20 課　1500 〜 2500 字の文章が中心
２ 読解力養成編 三訂版　全 20 課　2500 〜 3500 字の文章が中心
３ 入試必修編　 三訂版　全 20 課　3000 〜 4000 字の文章が中心
４ 入試完成編　 改訂版　全 18 課　3500 〜 4500 字の文章が中心

● 提出用ノート付属
● 解答・解説書付属
● 指導用データ ダウンロード
　＊ CD-ROM をご希望の際はお申し
　　 出ください。

基礎から入試まで、読解力・記述力を
段階的に養成～完成する４レベル

全レベル新傾向問題対応！

本文のテーマ、他の文章を読むときに
役立つ背景知識をわかりやすく解説。

生徒が知りたい記述解答の作り方を
採点例とともに示しました。

本文と関連した [ 資料 ] を引用した設問、
本文中の内容を整理した【ノート】に
関する設問、会話文選択肢の設問など。

テーマ解説

採点基準と採点例

新傾向問題掲載

問題内容

13 12どこでスポーツをするのか

25

　のぞみさんとひかりさんは、【文章】を参考にして「市民のスポーツ活動」に
ついて【会話文】のように話し合った。その後、【資料】も踏まえて、のぞみさ
んが【レポート】をまとめた。これらを読んで、後の問い (問１〜３) に答えよ。

／5

確 認

／20

問1〜3

／25

合 計

解答時間

15分

基
礎
編
2

【
文
章
】

　「
ス
ポ
ー
ツ
で
、
も
っ
と
、
幸
せ
な
国
へ
」。
こ
れ
は
、
Ｊ
リ
ー
グ
が
掲
げ
た
「
百
年
構
想
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
だ
が
、
私
た
ち
は
こ
の
壮
大
な
理
想

に
ど
れ
だ
け
近
づ
い
た
の
だ
ろ
う
か
？
〈
す
る
ス
ポ
ー
ツ
〉
に
的
を
絞
っ
て
み
て
み
よ
う
。
市
民
レ
ベ
ル
の
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
者
は
、
た
し
か
に

１
９
７
０
年
代
以
降
、
徐
々
に
増
加
し
て
い
る
。「
体
力
・
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
世
論
調
査
」
に
よ
る
と
、
運
ａ

動
・
ス
ポ
ー
ツ
を
平
均
で
週
に
１
回

以
上
実
施
し
て
い
る
者
の
比
率
は
、
１
９
９
４
年
の
45
％
か
ら
２
０
１
３
年
に
は
59
％
と
な
っ
た
。
と
く
に
目
立
っ
て
い
る
の
は
、
１
９
９
０
年
代

の
後
半
か
ら
の
増
加
で
あ
り
、
中
で
も
40
歳
以
上
の
中
高
年
の
実
施
率
の
上
昇
が
顕
著
だ
。

　
し
か
し
、
そ
の
実
施
種
目
を
「
Ｓ
Ｓ
Ｆ
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
・
デ
ー
タ
２
０
１
６
」
で
見
て
み
る
と
、
実
施
率
が
10
％
を
超
え
て
い
る
の
が
、
散
歩
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
体
操
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
４
つ
だ
け
で
あ
る
。
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
実
施
率
は
低
い
ま
ま
一
向
に
増
加
せ
ず
、
ク
ラ
ブ
や
同
好

会
の
加
入
率
も
こ
の
24
年
間
20
％
弱
の
ま
ま
で
あ
る
。

　
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
は
、
暇
、
金
、
仲
間
な
ど
の
条
件
と
と
も
に
施
設
の
有
無
に
よ
っ
て
も
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。
１
９
７
３
年
に
策
定
さ
れ

た
国
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
基
準
は
、「
全
人
口
の
20
％
に
あ
た
る
人
び
と
が
週
１
回
２
時
間
、
施
設
を
利
用
す
る
」
と
い
う
想
定
の
も
と
に
作
成

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
文
部
省
に
よ
る
と
そ
の
達
成
率
は
、
１
９
８
０
年
で
41
％
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
後
の
数
値
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
現
状
を
２
０
０
８
年
度
を
例
に
見
て
み
る
と
、
全
部
で
22
万
２
５
３
３
の
施
設
の
う
ち
、
学
校
施
設
が
65
％
を
占
め
、
公
共
施

設
が
24
％
、
民
間
施
設
が
８
％
、
職
場
施
設
が
３
％
で
あ
る
。
し
か
し
、
利
用
状
況
を
見
て
み
る
と
、
こ
の
う
ち
の
上
位
３
位
の
順
位
が
逆
転
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
Ｓ
Ｓ
Ｆ
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
・
デ
ー
タ
２
０
１
２
」
に
よ
る
と
、
２
０
０
２
～
２
０
１
２
年
の
10
年
間
で
最
も
利
用
率
が
高

か
っ
た
の
は
、
民
間
施
設
の
25
～
29
％
で
あ
り
、
次
い
で
公
共
施
設
の
21
～
26
％
、
小
中
高
の
学
校
施
設
は
７
～
８
％
に
す
ぎ
ず
、
職
場
施
設
は
１

～
３
％
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
設
置
数
で
は
全
体
の
８
％
に
す
ぎ
な
い
民
間
施
設
が
、
第
１
位
の
利
用
率
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
、
日
本
の
市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
現
状

な
の
だ
。
ど
う
い
う
こ
と
か
？
　
民
間
施
設
は
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
、
ゴ
ル
フ
場
、
ゴ
ル
フ
練
習
場
、
屋
内
プ
ー
ル
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ジ
ム
な
ど
で
あ
る
。
こ
う
し
た
施
設
の
利
用
が
、
公
共
施
設
と
学
校
施
設
す
な
わ
ち
体
育
館
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
プ
ー
ル
な
ど
の
利
用
を
上
回
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。

　
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
以
降
、
チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
の
実
施
率
の
低
下
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
一
般
市
民
が
チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
を
実
施
す
る
に
は
、
公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設
か
学
校
施
設

を
利
用
す
る
し
か
な
い
。
し
か
し
、
公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
１
９
９
６
年
頃
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
始
め
、
以
後
12
年
間
で
２
割
も
減
少
し
て
い
る
。
２
０
１
３
年
の
文
部
科
学
省
調
査

の
中
で
、
公
共
施
設
に
対
す
る
要
望
と
し
て
最
も
多
か
っ
た
の
が
「
身
近
で
利
用
で
き
る
よ
う
、
施
設
数
の
増
加
」
で
あ
り
、
以
下
、「
利
用
時
間
帯
の
拡
大
」、「
利
用
手
続
き
、
料

金
の
支
払
い
方
法
の
簡
略
化
」
と
続
く
が
、
そ
れ
ら
は
公
共
施
設
の
絶
対
数
の
不
足
や
使
い
づ
ら
さ
を
示
し
て
い
る
。

　
一
方
、
小
中
高
の
学
校
の
約
６
割
が
、
体
育
館
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
を
地
域
住
民
に
開
放
し
て
い
る
が
（
２
０
０
７
年
度
）、
実
際
の
利
用
率
は
先
に
見
た
よ
う
に
低
い
。
学
校
施

設
自
体
も
ピ
ー
ク
時
に
比
べ
る
と
２
万
か
所
以
上
も
減
少
し
て
お
り
、
ま
た
、
公
共
施
設
と
同
様
の
問
題
が
利
用
者
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
つ
く
。

　
公
共
施
設
も
学
校
施
設
も
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
を
実
現
す
る
に
は
ほ
ど
遠
い
状
態
に
あ
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
が  

実
ｂ

際
に
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
の
範
囲
を
狭
め
て

い
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
国
や
メ
デ
ィ
ア
を
あ
げ
て
の
健
康
の
維
持
増
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
中
で
、
多
く
の
人
び
と
が
、
民
間
施
設
で
お
金
を
払
っ
て
運
動

や
ス
ポ
ー
ツ
を
消
費
す
る
か
、
道
路
や
公
園
、
自
宅
で
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
体
操
な
ど
を
す
る
と
い
う
方
向
に
流
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
日
本
の
現
状
と
い
え
よ
う
。

	

（
坂さ

か

上う
え

康や
す

博ひ
ろ

『
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
史
』
に
よ
る
）
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論
理
的
な
文
章
／ 

会
話
文
／
グ
ラ
フ

ど
こ
で
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
の
か 

社
会

【
会
話
文
】

ひ
か
り

　　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
数
と
し
て
は
学
校
施
設
が
一
番
多
く
、
続
い
て
公
共
施
設
で
、
民
間
施
設
は
そ
れ
ら
よ
り
少
な
い
ん
で
す
ね
。

の
ぞ
み

　　
私
た
ち
が
部
活
動
で
使
う
の
も
、
普
段
は
学
校
の
施
設
で
、
大
会
に
な
る
と
市
の
体
育
館
や
競
技
場
を
使
う
と
き
が
あ
り
ま
す
。

ひ
か
り

　　
だ
け
ど
、
社
会
人
に
な
る
と
、
そ
う
し
た
施
設
が
使
い
に
く
く
な
る
み
た
い
で
す
ね
。

の
ぞ
み

　　
就
職
し
て
い
る
兄
は
、

　

。
こ
れ
は
そ
の
例
と
言
え
ま
す
。

ひ
か
り

　　
そ
う
い
う
個
人
や
少
人
数
の
ス
ポ
ー
ツ
な
ら
ま
だ
い
い
け
れ
ど
、
チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
施
設
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。

の
ぞ
み

　　
だ
か
ら
、
チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
を
や
り
た
け
れ
ば
、
学
校
施
設
や
公
共
施
設
に
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

ひ
か
り

　　
し
か
し
、
ど
ち
ら
も
、
施
設
の
絶
対
数
が
不
足
し
て
い
た
り
使
い
に
く
か
っ
た
り
す
る
の
で
す
ね
。

の
ぞ
み

　　
で
も
こ
れ
で
は
、
一
般
の
市
民
が
チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
を
行
い
た
く
て
も
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
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15 14どこでスポーツをするのか

　
確

　認 

1
．【
文
章
】
中
に
波
線
部
ａ
と
あ
る
が
、
こ
の
「
45
％
」

と
い
う
数
値
は
、【
資
料
】
に
よ
れ
ば
こ
の
１
９
９
４

年
の
ど
の
項
目
と
ど
の
項
目
を
合
計
し
た
数
値
か
。
そ

の
項
目
を
二
つ
書
け
。�

（
完
答
2
点
）

確

　認

2
．【
文
章
】
中
に
波
線
部
ｂ
と
あ
る
が
、
現
状
で
は
行

う
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
の
種
類
は
何

か
。【
文
章
】
か
ら
抜
き
出
せ
。�

（
1
点
）

3
．【
資
料
】
に
は
、
２
０
１
６
年
か
ら
新
た
な
項
目
が

加
わ
っ
た
が
、
そ
れ
以
前
の
項
目
に
合
わ
せ
て
、「
週

に
３
日
以
上
」
を
、
行
っ
た
日
数
が
最
も
多
い
項
目
と

す
る
な
ら
ば
、
２
０
２
２
年
の
そ
の
数
値
は
何
％
に
な

る
か
。
計
算
し
て
示
せ
。�

（
2
点
）

（文部科学省「体力・スポーツに関する世論調査（2013 年 1 月）」、「スポーツの実施状況等に関する世論調
査（2016 年 11 月、2019 年 11 月、2022 年 12 月）」による）

【資料】この 1 年に行った運動・スポーツの日数

	

■

　

	

【
文
章
】
中
の
傍
線
部
と
は
、
何
の
ど
の
よ
う
な
問
題
か
。【
会
話
文
】
も
踏
ま

え
て
四
十
字
以
内
で
書
け
。�

（
6
点
）

	

■

　

	

【
会
話
文
】
中
の
空
欄
に
は
、【
文
章
】
と
【
会
話
文
】
の
展
開
を
踏
ま
え
た
例

が
入
る
。
そ
の
例
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
か
ら
選
べ
。�

（
4
点
）

①
　
水
泳
で
体
を
鍛
え
て
お
り
、
毎
日
、
市
営
プ
ー
ル
で
泳
ぎ
こ
ん
で
い
ま
す

②
　
卓
球
の
選
手
と
し
て
大
活
躍
し
ま
し
た
が
、
今
は
な
に
も
し
て
い
ま
せ
ん

③
　
小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
ず
っ
と
、
部
活
動
で
陸
上
競
技
を
し
て
い
ま
し
た

④
　
民
間
の
ジ
ム
を
探
し
て
き
て
、
そ
こ
で
健
康
の
た
め
に
運
動
し
て
い
ま
す

⑤
　
学
生
時
代
の
経
験
を
生
か
し
て
、
地
域
の
少
年
野
球
を
指
導
し
て
い
ま
す

問
1

問
2

■

　

	

【
レ
ポ
ー
ト
】
に
つ
い
て
後
の

（ⅰ）
～

（ⅲ）
の
問
い
に
答
え
よ
。�

　
　【レ
ポ
ー
ト
】�

問
3

※  2016 年から調査方法が変わり、「週に１日～２日」という項目がなくなり、「週に５日以上」「週に２日以上」「週に１日以上」
という項目が新たに加わった。

・ ・

1040

20

30

　【文
章
】
は
２
０
１
３
年
ま
で
の
【
資
料
】
に
基
づ
い
て
お
り
、
市
民
の
ス

ポ
ー
ツ
活
動
は
、
有
料
の
民
間
施
設
や
、
道
路
や
公
園
や
自
宅
な
ど
ス
ポ
ー

ツ
施
設
と
は
言
え
な
い
場
所
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
が
問
題
だ
と
し
て

い
た
。
し
か
し
、
１
９
９
４
年
に
45
％
だ
っ
た
週
１
回
以
上
運
動
・
ス
ポ
ー

ツ
を
実
施
す
る
人
の
割
合
は
、
直
近
の
数
値
で
は

X

増
加
し
て
い

る
。
こ
れ
は
一
見
喜
ば
し
い
が
、
そ
の
内
容
を
精
査
し
な
い
と
、
問
題
が
解

決
し
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
行
政
側
は

Y

な
ど
、

引
き
続
き
、
利
用
者
の
利
便
を
考
慮
す
る
べ
き
で
あ
り
、
利
用
者
も
そ
れ
を

望
ん
で
い
る
。

（ⅰ）
空
欄

X

に
入
る
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
か
ら
選
べ
。�

（
3
点
）

①
　
約
50
％
に
　
　
　
　
　
②
　
60
％
近
く
に

③
　
ほ
ぼ
３
分
の
２
に
　
　
④
　
ほ
ぼ
５
分
の
４
に

⑤
　
100
％
近
く
に

（ⅱ）【
レ
ポ
ー
ト
】
中
に
傍
線
部
と
あ
る
が
、
こ
の
「
精
査
」
の
た
め
に
は
、
何
に
つ
い

て
の
デ
ー
タ
が
必
要
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
か
ら
選
べ
。�

（
3
点
）

①
　
男
女
ご
と
の
運
動
の
頻
度
　
　
②
　
人
々
が
運
動
を
し
て
い
る
場
所

③
　
年
齢
ご
と
の
運
動
の
頻
度
　
　
④
　
体
力
に
自
信
が
あ
る
人
の
割
合

⑤
　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
合
計
数

（ⅲ）
空
欄

Y

に
入
る
適
当
な
も
の
を
、
次
か
ら
二
つ
選
べ
。�

（
各
2
点
）

①
　
施
設
を
有
料
に
し
て
意
欲
の
あ
る
人
が
集
ま
る
よ
う
に
す
る

②
　
利
用
の
手
続
き
や
支
払
い
の
手
間
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る

③
　
ポ
ス
タ
ー
や
広
報
な
ど
を
用
い
て
施
設
の
存
在
を
知
ら
せ
る

④
　
朝
や
夜
間
に
開
く
な
ど
施
設
を
利
用
で
き
る
時
間
を
広
げ
る

⑤
　
施
設
を
建
て
直
し
て
、
最
新
の
器
具
も
積
極
的
に
導
入
す
る

⑥
　
施
設
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
運
営
を
民
間
の
業
者
に
一
任
す
る
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週に 1 日以上
（年 51 日
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0.0

週に 2 日以上
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  ～ 150 日）
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0.1 0.3 

1.4
 

2.7 3.3 

7.1 

月に 1 ～ 3 日（年 12 日～ 50 日）

年に 1 ～ 3 日

週に 1 日～ 2 日（年 51 日～ 150 日）

週に 3 日以上
（年 151 日～ 250 日）

3 ヶ月に 1 ～ 2 日（年 4 日～ 11 日）

分からない

週に 5 日以上
（年 251 日以上）
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35 34映像作品をどう観るか

　
確
　
認 

3
．
図
２
で
映
像
作
品
の
倍
速
視
聴
を
「
よ
く
す
る
」

「
と
き
ど
き
す
る
」
人
は
、
映
像
作
品
の
10
秒
飛
ば

し
も
「
よ
く
す
る
」「
と
き
ど
き
す
る
」
と
し
た
ら
、

両
方
を
行
う
人
は
全
体
の
お
よ
そ
何
分
の
何
か
、
答

え
よ
。	

（
2
点
）

基礎編 7

	

（
稲い

な

田だ

豊と
よ

史し

『
映
画
を
早
送
り
で
観
る
人
た
ち
』
に
よ
る
）

	

■

　

	

次
の
表
は
、
映
画
や
ド
ラ
マ
な
ど
の
視
聴
態
度
に
つ
い
て
、【
文
章
】
の
内
容

を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
空
欄

X

～

Z

に
入
る
語
の
組
み
合
わ
せ

と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
か
ら
選
べ
。	

（
4
点
）

問
2

①
　
Ｘ
―
コ
ン
テ
ン
ツ
　
　
Ｙ
―
倹
約
す
る
こ
と
　
　
Ｚ
―
量

②
　
Ｘ
―
コ
ン
テ
ン
ツ
　
　
Ｙ
―
没
頭
す
る
こ
と
　
　
Ｚ
―
量

③
　
Ｘ
―
テ
ー
マ
　
　
　
　
Ｙ
―
没
頭
す
る
こ
と
　
　
Ｚ
―
再
現
性

④
　
Ｘ
―
テ
ー
マ
　
　
　
　
Ｙ
―
倹
約
す
る
こ
と
　
　
Ｚ
―
再
現
性

⑤
　
Ｘ
―
メ
デ
ィ
ア
　
　
　
Ｙ
―
芸
術
性
　
　
　
　
　
Ｚ
―
再
現
性

⑥
　
Ｘ
―
メ
デ
ィ
ア
　
　
　
Ｙ
―
芸
術
性
　
　
　
　
　
Ｚ
―
量

視
聴
態
度

対
象

目
的

物
差
し

鑑
賞

作
品

行
為
自
体
や

Y

質

消
費

X

実
利
や
有
用
性

Z

④
　
図
2
で
、
映
像
作
品
の
何
秒
か
の
ス
キ
ッ
プ
を
「
よ
く
す
る
」「
と
き
ど
き

す
る
」
と
答
え
た
大
学
生
は
、
全
体
の
お
よ
そ
三
分
の
二
で
あ
る
。

⑤
　
図
2
で
、映
像
作
品
の
倍
速
視
聴
や
何
秒
か
の
ス
キ
ッ
プ
を
、両
方
と
も
「
あ

ま
り
し
な
い
」
と
答
え
た
大
学
生
は
、
全
体
の
約
二
割
で
あ
る
。

	

■

　

	

図
１
、
図
２
に
関
す
る
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
か
ら
選
べ
。	

	

（
4
点
）

①
　
図
１
で
、
動
画
の
倍
速
視
聴
経
験
が
あ
る
人
の
合
計
は
、
男
女
と
も
20
代
が

最
も
多
い
。

②
　
図
１
で
、
動
画
の
倍
速
視
聴
経
験
が
あ
る
人
の
合
計
は
、
男
女
と
も
60
代
が

最
も
少
な
い
。

③
　
図
2
で
、
映
像
作
品
の
倍
速
視
聴
を
「
よ
く
す
る
」「
と
き
ど
き
す
る
」
と

答
え
た
大
学
生
は
、
全
体
の
お
よ
そ
四
分
の
三
で
あ
る
。

問
1

	

■

　

	

【
文
章
】（
図
１
・
２
含
む
）
の
内
容
を
踏
ま
え
、「
鑑
賞
」
と
「
消
費
」
と
い
う

言
葉
を
使
い
、
体
験
や
具
体
例
に
も
と
づ
き
な
が
ら
、
あ
な
た
の
考
え
を
二
百
字

以
内
で
述
べ
な
さ
い
。	

（
12
点
）

100

120

80

40

60

20140

160

180

200

問
3

図 2 青山学院大学 2 〜 4 年生を対象としたアンケート 

※筆者による調査	(2021 年 12 月 )、	調査人数は 128 名。
　	小数点以下第 2位を四捨五入しているため、合計は必ずしも
100%とならない。

あなたは普段、映像作品を 
倍速視聴（早送り視聴）しますか ? 

あなたは普段、映像作品を 
10 秒飛ばし （何秒かのスキップ）をしながら観ますか ?

したことはない 
12.5%

あまりしない 
21.1%

ときどきする 
31.3% 

よくする 
35.2%

したことはない 
　　8.6%

あまりしない 
15.6%

ときどきする 
25.8% 

よくする 
50.0%

確
　
認

13 12どこでスポーツをするのか

25

　のぞみさんとひかりさんは、【文章】を参考にして「市民のスポーツ活動」に
ついて【会話文】のように話し合った。その後、【資料】も踏まえて、のぞみさ
んが【レポート】をまとめた。これらを読んで、後の問い (問１〜３) に答えよ。

／5

確 認

／20

問1〜3

／25

合 計

解答時間

15分

基
礎
編
2

【
文
章
】

　「
ス
ポ
ー
ツ
で
、
も
っ
と
、
幸
せ
な
国
へ
」。
こ
れ
は
、
Ｊ
リ
ー
グ
が
掲
げ
た
「
百
年
構
想
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
だ
が
、
私
た
ち
は
こ
の
壮
大
な
理
想

に
ど
れ
だ
け
近
づ
い
た
の
だ
ろ
う
か
？
〈
す
る
ス
ポ
ー
ツ
〉
に
的
を
絞
っ
て
み
て
み
よ
う
。
市
民
レ
ベ
ル
の
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
者
は
、
た
し
か
に

１
９
７
０
年
代
以
降
、
徐
々
に
増
加
し
て
い
る
。「
体
力
・
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
世
論
調
査
」
に
よ
る
と
、
運
ａ

動
・
ス
ポ
ー
ツ
を
平
均
で
週
に
１
回

以
上
実
施
し
て
い
る
者
の
比
率
は
、
１
９
９
４
年
の
45
％
か
ら
２
０
１
３
年
に
は
59
％
と
な
っ
た
。
と
く
に
目
立
っ
て
い
る
の
は
、
１
９
９
０
年
代

の
後
半
か
ら
の
増
加
で
あ
り
、
中
で
も
40
歳
以
上
の
中
高
年
の
実
施
率
の
上
昇
が
顕
著
だ
。

　
し
か
し
、
そ
の
実
施
種
目
を
「
Ｓ
Ｓ
Ｆ
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
・
デ
ー
タ
２
０
１
６
」
で
見
て
み
る
と
、
実
施
率
が
10
％
を
超
え
て
い
る
の
が
、
散
歩
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
体
操
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
４
つ
だ
け
で
あ
る
。
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
実
施
率
は
低
い
ま
ま
一
向
に
増
加
せ
ず
、
ク
ラ
ブ
や
同
好

会
の
加
入
率
も
こ
の
24
年
間
20
％
弱
の
ま
ま
で
あ
る
。

　
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
は
、
暇
、
金
、
仲
間
な
ど
の
条
件
と
と
も
に
施
設
の
有
無
に
よ
っ
て
も
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。
１
９
７
３
年
に
策
定
さ
れ

た
国
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
基
準
は
、「
全
人
口
の
20
％
に
あ
た
る
人
び
と
が
週
１
回
２
時
間
、
施
設
を
利
用
す
る
」
と
い
う
想
定
の
も
と
に
作
成

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
文
部
省
に
よ
る
と
そ
の
達
成
率
は
、
１
９
８
０
年
で
41
％
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
後
の
数
値
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
現
状
を
２
０
０
８
年
度
を
例
に
見
て
み
る
と
、
全
部
で
22
万
２
５
３
３
の
施
設
の
う
ち
、
学
校
施
設
が
65
％
を
占
め
、
公
共
施

設
が
24
％
、
民
間
施
設
が
８
％
、
職
場
施
設
が
３
％
で
あ
る
。
し
か
し
、
利
用
状
況
を
見
て
み
る
と
、
こ
の
う
ち
の
上
位
３
位
の
順
位
が
逆
転
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
Ｓ
Ｓ
Ｆ
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
・
デ
ー
タ
２
０
１
２
」
に
よ
る
と
、
２
０
０
２
～
２
０
１
２
年
の
10
年
間
で
最
も
利
用
率
が
高

か
っ
た
の
は
、
民
間
施
設
の
25
～
29
％
で
あ
り
、
次
い
で
公
共
施
設
の
21
～
26
％
、
小
中
高
の
学
校
施
設
は
７
～
８
％
に
す
ぎ
ず
、
職
場
施
設
は
１

～
３
％
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
設
置
数
で
は
全
体
の
８
％
に
す
ぎ
な
い
民
間
施
設
が
、
第
１
位
の
利
用
率
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
、
日
本
の
市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
現
状

な
の
だ
。
ど
う
い
う
こ
と
か
？
　
民
間
施
設
は
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
、
ゴ
ル
フ
場
、
ゴ
ル
フ
練
習
場
、
屋
内
プ
ー
ル
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ジ
ム
な
ど
で
あ
る
。
こ
う
し
た
施
設
の
利
用
が
、
公
共
施
設
と
学
校
施
設
す
な
わ
ち
体
育
館
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
プ
ー
ル
な
ど
の
利
用
を
上
回
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。

　
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
以
降
、
チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
の
実
施
率
の
低
下
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
一
般
市
民
が
チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
を
実
施
す
る
に
は
、
公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設
か
学
校
施
設

を
利
用
す
る
し
か
な
い
。
し
か
し
、
公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
１
９
９
６
年
頃
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
始
め
、
以
後
12
年
間
で
２
割
も
減
少
し
て
い
る
。
２
０
１
３
年
の
文
部
科
学
省
調
査

の
中
で
、
公
共
施
設
に
対
す
る
要
望
と
し
て
最
も
多
か
っ
た
の
が
「
身
近
で
利
用
で
き
る
よ
う
、
施
設
数
の
増
加
」
で
あ
り
、
以
下
、「
利
用
時
間
帯
の
拡
大
」、「
利
用
手
続
き
、
料

金
の
支
払
い
方
法
の
簡
略
化
」
と
続
く
が
、
そ
れ
ら
は
公
共
施
設
の
絶
対
数
の
不
足
や
使
い
づ
ら
さ
を
示
し
て
い
る
。

　
一
方
、
小
中
高
の
学
校
の
約
６
割
が
、
体
育
館
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
を
地
域
住
民
に
開
放
し
て
い
る
が
（
２
０
０
７
年
度
）、
実
際
の
利
用
率
は
先
に
見
た
よ
う
に
低
い
。
学
校
施

設
自
体
も
ピ
ー
ク
時
に
比
べ
る
と
２
万
か
所
以
上
も
減
少
し
て
お
り
、
ま
た
、
公
共
施
設
と
同
様
の
問
題
が
利
用
者
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
つ
く
。

　
公
共
施
設
も
学
校
施
設
も
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
を
実
現
す
る
に
は
ほ
ど
遠
い
状
態
に
あ
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
が  

実
ｂ

際
に
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
の
範
囲
を
狭
め
て

い
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
国
や
メ
デ
ィ
ア
を
あ
げ
て
の
健
康
の
維
持
増
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
中
で
、
多
く
の
人
び
と
が
、
民
間
施
設
で
お
金
を
払
っ
て
運
動

や
ス
ポ
ー
ツ
を
消
費
す
る
か
、
道
路
や
公
園
、
自
宅
で
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
体
操
な
ど
を
す
る
と
い
う
方
向
に
流
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
日
本
の
現
状
と
い
え
よ
う
。

	

（
坂さ

か

上う
え

康や
す

博ひ
ろ

『
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
史
』
に
よ
る
）

基礎編 2

5101520

論
理
的
な
文
章
／ 

会
話
文
／
グ
ラ
フ

ど
こ
で
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
の
か 

社
会

【
会
話
文
】

ひ
か
り

　　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
数
と
し
て
は
学
校
施
設
が
一
番
多
く
、
続
い
て
公
共
施
設
で
、
民
間
施
設
は
そ
れ
ら
よ
り
少
な
い
ん
で
す
ね
。

の
ぞ
み

　　
私
た
ち
が
部
活
動
で
使
う
の
も
、
普
段
は
学
校
の
施
設
で
、
大
会
に
な
る
と
市
の
体
育
館
や
競
技
場
を
使
う
と
き
が
あ
り
ま
す
。

ひ
か
り

　　
だ
け
ど
、
社
会
人
に
な
る
と
、
そ
う
し
た
施
設
が
使
い
に
く
く
な
る
み
た
い
で
す
ね
。

の
ぞ
み

　　
就
職
し
て
い
る
兄
は
、

　

。
こ
れ
は
そ
の
例
と
言
え
ま
す
。

ひ
か
り

　　
そ
う
い
う
個
人
や
少
人
数
の
ス
ポ
ー
ツ
な
ら
ま
だ
い
い
け
れ
ど
、
チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
施
設
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。

の
ぞ
み

　　
だ
か
ら
、
チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
を
や
り
た
け
れ
ば
、
学
校
施
設
や
公
共
施
設
に
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

ひ
か
り

　　
し
か
し
、
ど
ち
ら
も
、
施
設
の
絶
対
数
が
不
足
し
て
い
た
り
使
い
に
く
か
っ
た
り
す
る
の
で
す
ね
。

の
ぞ
み

　　
で
も
こ
れ
で
は
、
一
般
の
市
民
が
チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
を
行
い
た
く
て
も
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

5

思考力・判断力・表現力への 
アプローチ

新課程で求められる力を養う問題集！
課題に対して考えを深め、
的確に表現する力を身につける。 

導入、基礎、演習の３部構成で、初歩から
共通テストをはじめとする入試を意識した
演習まで、段階的に学習できます。 

・実用的な文章
・スライド資料 
・法令文
・小論文

・論理的な文章
・グラフ、図表
・会話文
　　　　  など

いいずな書店編集部＝編

B5 判 56 頁 
税込定価 682 円（本体 620 円＋税）

● 解答・解説書付属
● 指導用データ ダウンロード
　＊ CD-ROM をご希望の際はお申し
　　 出ください。

◦問題文・資料画像・設問・解答
◦補充問題
◦確認テスト（２回）

言語活動の題材により、思考の過程を追い
ながら読解。設問を解くことでさらに思考
を深め、判断力を身につけます。

与えられた条件をもとに、読み取ったこと
や考えを的確に表現する力を養います。

思考力・判断力

表現力

確認問題で、題材を着実に読み取ります。

新傾向
問題 対応

さまざまな
言語活動形式の
問題 

レベル構成
基　本

思考力・判断力・表現力
へのアプローチ

標　準 共通テスト・標準入試 難関私大・国公立２次

15 14どこでスポーツをするのか

　
確

　認 

1
．【
文
章
】
中
に
波
線
部
ａ
と
あ
る
が
、
こ
の
「
45
％
」

と
い
う
数
値
は
、【
資
料
】
に
よ
れ
ば
こ
の
１
９
９
４

年
の
ど
の
項
目
と
ど
の
項
目
を
合
計
し
た
数
値
か
。
そ

の
項
目
を
二
つ
書
け
。�

（
完
答
2
点
）

確

　認

2
．【
文
章
】
中
に
波
線
部
ｂ
と
あ
る
が
、
現
状
で
は
行

う
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
の
種
類
は
何

か
。【
文
章
】
か
ら
抜
き
出
せ
。�

（
1
点
）

3
．【
資
料
】
に
は
、
２
０
１
６
年
か
ら
新
た
な
項
目
が

加
わ
っ
た
が
、
そ
れ
以
前
の
項
目
に
合
わ
せ
て
、「
週

に
３
日
以
上
」
を
、
行
っ
た
日
数
が
最
も
多
い
項
目
と

す
る
な
ら
ば
、
２
０
２
２
年
の
そ
の
数
値
は
何
％
に
な

る
か
。
計
算
し
て
示
せ
。�

（
2
点
）

（文部科学省「体力・スポーツに関する世論調査（2013 年 1 月）」、「スポーツの実施状況等に関する世論調
査（2016 年 11 月、2019 年 11 月、2022 年 12 月）」による）

【資料】この 1 年に行った運動・スポーツの日数

	

■

　

	

【
文
章
】
中
の
傍
線
部
と
は
、
何
の
ど
の
よ
う
な
問
題
か
。【
会
話
文
】
も
踏
ま

え
て
四
十
字
以
内
で
書
け
。�

（
6
点
）

	

■

　

	

【
会
話
文
】
中
の
空
欄
に
は
、【
文
章
】
と
【
会
話
文
】
の
展
開
を
踏
ま
え
た
例

が
入
る
。
そ
の
例
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
か
ら
選
べ
。�

（
4
点
）

①
　
水
泳
で
体
を
鍛
え
て
お
り
、
毎
日
、
市
営
プ
ー
ル
で
泳
ぎ
こ
ん
で
い
ま
す

②
　
卓
球
の
選
手
と
し
て
大
活
躍
し
ま
し
た
が
、
今
は
な
に
も
し
て
い
ま
せ
ん

③
　
小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
ず
っ
と
、
部
活
動
で
陸
上
競
技
を
し
て
い
ま
し
た

④
　
民
間
の
ジ
ム
を
探
し
て
き
て
、
そ
こ
で
健
康
の
た
め
に
運
動
し
て
い
ま
す

⑤
　
学
生
時
代
の
経
験
を
生
か
し
て
、
地
域
の
少
年
野
球
を
指
導
し
て
い
ま
す

問
1

問
2

■

　

	

【
レ
ポ
ー
ト
】
に
つ
い
て
後
の

（ⅰ）
～

（ⅲ）
の
問
い
に
答
え
よ
。�

　
　【レ
ポ
ー
ト
】�

問
3

※  2016 年から調査方法が変わり、「週に１日～２日」という項目がなくなり、「週に５日以上」「週に２日以上」「週に１日以上」
という項目が新たに加わった。

・ ・

1040

20

30

　【文
章
】
は
２
０
１
３
年
ま
で
の
【
資
料
】
に
基
づ
い
て
お
り
、
市
民
の
ス

ポ
ー
ツ
活
動
は
、
有
料
の
民
間
施
設
や
、
道
路
や
公
園
や
自
宅
な
ど
ス
ポ
ー

ツ
施
設
と
は
言
え
な
い
場
所
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
が
問
題
だ
と
し
て

い
た
。
し
か
し
、
１
９
９
４
年
に
45
％
だ
っ
た
週
１
回
以
上
運
動
・
ス
ポ
ー

ツ
を
実
施
す
る
人
の
割
合
は
、
直
近
の
数
値
で
は

X

増
加
し
て
い

る
。
こ
れ
は
一
見
喜
ば
し
い
が
、
そ
の
内
容
を
精
査
し
な
い
と
、
問
題
が
解

決
し
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
行
政
側
は

Y

な
ど
、

引
き
続
き
、
利
用
者
の
利
便
を
考
慮
す
る
べ
き
で
あ
り
、
利
用
者
も
そ
れ
を

望
ん
で
い
る
。

（ⅰ）
空
欄

X

に
入
る
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
か
ら
選
べ
。�

（
3
点
）

①
　
約
50
％
に
　
　
　
　
　
②
　
60
％
近
く
に

③
　
ほ
ぼ
３
分
の
２
に
　
　
④
　
ほ
ぼ
５
分
の
４
に

⑤
　
100
％
近
く
に

（ⅱ）【
レ
ポ
ー
ト
】
中
に
傍
線
部
と
あ
る
が
、
こ
の
「
精
査
」
の
た
め
に
は
、
何
に
つ
い

て
の
デ
ー
タ
が
必
要
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
か
ら
選
べ
。�

（
3
点
）

①
　
男
女
ご
と
の
運
動
の
頻
度
　
　
②
　
人
々
が
運
動
を
し
て
い
る
場
所

③
　
年
齢
ご
と
の
運
動
の
頻
度
　
　
④
　
体
力
に
自
信
が
あ
る
人
の
割
合

⑤
　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
合
計
数

（ⅲ）
空
欄

Y

に
入
る
適
当
な
も
の
を
、
次
か
ら
二
つ
選
べ
。�

（
各
2
点
）

①
　
施
設
を
有
料
に
し
て
意
欲
の
あ
る
人
が
集
ま
る
よ
う
に
す
る

②
　
利
用
の
手
続
き
や
支
払
い
の
手
間
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る

③
　
ポ
ス
タ
ー
や
広
報
な
ど
を
用
い
て
施
設
の
存
在
を
知
ら
せ
る

④
　
朝
や
夜
間
に
開
く
な
ど
施
設
を
利
用
で
き
る
時
間
を
広
げ
る

⑤
　
施
設
を
建
て
直
し
て
、
最
新
の
器
具
も
積
極
的
に
導
入
す
る

⑥
　
施
設
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
運
営
を
民
間
の
業
者
に
一
任
す
る
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9
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5
年
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8
年
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月

1
9
9
1
年
10
月

1
9
9
4
年
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月

1
9
9
7
年
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月

2
0
0
0
年
10
月

2
0
0
4
年
2
月

2
0
0
6
年
8
月

2
0
0
9
年
9
月

2
0
1
3
年
1
月

2
0
1
6
年
11
月

2
0
1
9
年
11
月

週に 1 日以上
（年 51 日

  ～ 100 日）

2
0
2
2
年
12
月

30.0

20.0

10.0

0.0

週に 2 日以上
（年 101 日

  ～ 150 日）

40.0
（%）

13.9 16.0 
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22.0 
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17.5 

17.0 

16.0 
14.2 
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17.3 

15.8

21.4 

22.9 
24.0 24.2 24.8 

23.0 

27.9 
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30.5 
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30.0 
31.4 
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29.5 

31.6 
30.1 

24.4 
22.9 

21.9 
23.4 

22.6 
18.4 

18.3 

14.2 13.1 13.5 
14.5 

16.3 
14.6 

12.4 
10.9 10.4 

9.6 
10.7 10.0 

7.3 7.0 

5.5 

10.4 10.0 10.7 10.3 

8.3 8.8 9.1 9.4 8.8 
7.3 7.2 

4.5 4.2 5.8 
3.1 

2.4 
1.5 1.4 

0.6
 

0.3 0.8 0.9 
0.1 0.3 

1.4
 

2.7 3.3 

7.1 

月に 1 ～ 3 日（年 12 日～ 50 日）

年に 1 ～ 3 日

週に 1 日～ 2 日（年 51 日～ 150 日）

週に 3 日以上
（年 151 日～ 250 日）

3 ヶ月に 1 ～ 2 日（年 4 日～ 11 日）

分からない

週に 5 日以上
（年 251 日以上）

基礎編 2

言
語
活
動
・
実
用
文
対
策
問
題
集
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■ 二つの文章を比較し考察する問題
■ 小説とその作品論を用いた問題
■ 資料や図表を用いた問題
■ ノートやメモ、対話形式など、言語活動を想定した問題

■ 二つの文章を比較し考察する問題
■ 古文…伝本の違いを捉える問題
　　　　和歌を比較し解釈を深める問題
■ 漢文…漢文と関連する資料や訳文を用いた問題
　　　　漢詩と関連する漢文で事柄の違いを捉える問題

　 大学入学 共通テスト演習
現代文／古典／国語
四訂版

2024 年度共通テスト本試験を踏まえて改訂。
情報の整理から正確な解法へと導く
オリジナル予想問題集。

現代文　解答・解説書〈冊子〉税込定価 1,155円（本体 1,050 円＋税）
　　　　解答・解説書〈バラ〉税込定価 1,375円（本体 1,250 円＋税）
古　典　解答・解説書〈冊子〉税込定価 1,012円（本体   920 円＋税）
　　　　解答・解説書〈バラ〉税込定価 1,177円（本体 1,070 円＋税）
国　語　解答・解説書〈冊子〉税込定価 1,320円（本体 1,200 円＋税）
　　　　解答・解説書〈バラ〉税込定価 1,540円（本体 1,400 円＋税）

2025 年度本試験を踏まえた五訂版を、2025 年春頃刊行予定。
※価格は変更になる可能性があります。

五訂版　現代文　解答・解説書〈冊子〉税込定価 1,188円（本体 1,080 円＋税）
　　　　　　　　解答・解説書〈バラ〉税込定価 1,408円（本体 1,280 円＋税）
　　　　古　典　解答・解説書〈冊子〉税込定価 1,034円（本体   940 円＋税）
　　　　　　　　解答・解説書〈バラ〉税込定価 1,199円（本体 1,090 円＋税）
　　　　国　語　解答・解説書〈冊子〉税込定価 1,353円（本体 1,230 円＋税）
　　　　　　　　解答・解説書〈バラ〉税込定価 1,573円（本体 1,430 円＋税）

五訂版の
お知らせ

新傾向
問題 対応

いいずな書店編集部＝編

B5 判

または冊子 バラ

自習用なら

▶︎選べる解答・解説書◀︎

毎回の
演習の後に 学習指導サポート動画

● 解答・解説書付属（冊子またはバラ）
● マークシート解答用紙付属
● 指導用データ ダウンロード
　＊ CD-ROM をご希望の際はお申し出
　　 ください。
● Google Forms/Microsoft Forms
　テストサービス対応

論理的な文章  全 10 回
文学的な文章  全 10 回
実用的な文章  全 10 回

古文  全 10 回
漢文  全 10 回

第１問：論理的な文章
第２問：文学的な文章
第３問：実用的な文章
第４問：古文
第５問：漢文

＊国語は、現代文・古典と題材・
　設問が重複しています。

■ 多彩な問題を用意

レベル構成

基　本

現代文

古　典

国　語

標　準 共通テスト・標準入試 難関私大・国公立２次

テストサービス
→ p.32 ◦問題文・設問・解答

  （テキストとパワーポイント）
◦補充問題
◦漢字・語彙・要約・文法・句形シート
◦本文の読解 PDF、URL 一覧

改訂

共
通
テ
ス
ト
対
策
問
題
集

改訂 改訂改訂

現代文〈全 30 回〉 古典〈全 20 回〉 国語〈全８回〉

本文に対する生徒の感想文を
推敲する、言語活動の問題。

漢詩と関連する資料４つから成る問題。

2024 年本試験対応

2024 年本試験対応
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実
用
1
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実
用
1

第
1
回

ミ
サ
キ
さ
ん
が
部
長
を
務
め
る
ダ
ン
ス
部
で
は
発
表
会
を
行
う
予
定
だ
が
︑
発
表
内
容
に
著
作
権
が
関
わ
る
こ
と
を
知
り
︑
対
策
を
考
え
る

た
め
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
く
こ
と
に
し
た
︒
以
下
は
︑
そ
の
た
め
に
ミ
サ
キ
さ
ん
が
作
成
し
た
【
レ
ジ
ュ
メ
】

で
あ
り
︑
【
資
料
Ⅰ

】

～
【
資
料
Ⅲ

】

は
︑

そ
の
参
考
と
し
て
ミ
サ
キ
さ
ん
が
集
め
た
も
の
の
一
部
で
あ
る
︒
こ
れ
ら
を
読
ん
で
︑
後
の
問
い
(
問
1
～
4
)
に
答
え
よ
︒
(
配
点

20
)

【レジュメ】

●発表会の計画

5 月 5 日 14 時〜

市民センター小ホール(使用料 10,000 円 収容人数 100 名)

チケット：1人 200 円

ポスター・チケット印刷代：5,000 円

発表内容：1年生チーム−アイドルグループのコピーダンス

2 年生チーム−ポップミュージックメドレーを使った

ブレイクダンス

3年生チーム−オリジナル曲によるオリジナルのダンス

●ミーティングの内容

1．著作権を知る必要性(【資料Ⅰ】)

2．著作権法のポイント(【資料Ⅱ】・【資料Ⅲ】)

3．ダンスと著作権(【資料Ⅱ】・【資料Ⅲ】)

4．話し合い−計画の再検討

【資料Ⅰ】著作権の重要性認識

Ｑ：｢著作権｣は、どの程度重要なものだと感じるか。

（%）

どちらとも
いえない

あまり重要で
はないと思う

全く重要で
はないと思う

回答者数

2,00020代以下

2,00030代

2,00040代

2,00050代

2,00060代

1,297している

8,703していない

1,146いる

8,854いない

年齢別

創作発表

周囲の
創作関与
者

31.1

26.7

25.0

25.9

23.0

35.5

24.9

37.4

24.9

38.3

35.9

33.5

29.4

28.2

33.7

32.9

34.1

32.9

21.0

26.2

29.3

32.0

32.7

19.3

29.5

18.4

29.5

6.9

7.9

8.8

9.7

11.7

7.1

9.3

6.5

9.3

2.82.8

3.53.5

3.53.5

3.23.2

4.64.6

4.44.4

3.33.3

3.63.6

3.53.5

とても重要だ
と思う

やや重要だ
と思う

※｢周囲の創作関与者｣が｢いる・いない｣は、自分の周囲に創作者がいる・いな

いことを指す。

(文化庁｢令和 4年度 著作権に関するアンケート調査｣による)

【資料Ⅱ】著作権法(抜粋)

(目的)

第一条 この法律は、著作物並びに実演、レコード、放送及び有線放送に関し著

作者の権利及びこれに隣接する権利を定め、これらの文化的所産の公正な利用に

留意しつつ、著作者等の権利の保護を図り、もつて文化の発展に寄与することを

目的とする。

(著作物の例示)

第十条 この法律にいう著作物を例示すると、おおむね次のとおりである。

一 小説、脚本、論文、講演その他の言語の著作物

二 音楽の著作物

三 舞踊又は無言劇の著作物

四 絵画、版画、彫刻その他の美術の著作物

五 建築の著作物

六 地図又は学術的な性質を有する図面、図表、模型その他の図形の著作物

七 映画の著作物

八 写真の著作物

九 プログラムの著作物

(営利を目的としない上演等)

第三十八条 公表された著作物は、営利を目的とせず、かつ、聴衆又は観衆から

料金を受けない場合には、公に上演し、演奏し、上映し、又は口述することがで

きる。ただし、当該上演、演奏、上映又は口述について実演家又は口述を行う者

に対し報酬が支払われる場合は、この限りでない。

(著作物の利用の許諾)

第六十三条 著作権者は、他人に対し、その著作物の利用を許諾することができ

る。

２ 前項の許諾を得た者は、その許諾に係る利用方法及び条件の範囲内におい

て、その許諾に係る著作物を利用することができる。

(録音権及び録画権)

第九十一条 実演家は、その実演を録音し、又は録画する権利を専有する。

(放送権及び有線放送権)

第九十二条 実演家は、その実演を放送し、又は有線放送する権利を専有する。
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古
文
2

古
文
1

古
文
3

古
文
3

古
文
3

古
文
3

古
文
3

古
文
8

古
文
9

古
文
3

用
形
容
詞
。「
お
は
し
ま
さ
せ
て
」
の
「
せ
」
は
使
役
の
助
動
詞
「
す
」
の
連
用
形
で
、
長
年
が

そ
う
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
３
は
本
文
の
該
当
箇
所
の
内
容
を
正

し
く
説
明
し
て
い
る
の
で
、
正
解
は
３
。

問
5
⛶

和
歌
【Ⅰ
】の
和
歌
を
正
し
く
理
解
し
て
い
る
か
。

⨘

「
夢
と
知
り
せ
ば
さ
め
ざ
ら
ま
し
を
」
の
解
釈
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

「
～
せ
ば
～
ま
し
」
は
反
実
仮
想
を
表
す
。
反
実
仮
想
は
「
事
実
に
反
す
る
こ
と
を
仮
に
想
定

す
る
こ
と
」。
次
の
形
が
あ
る
。

⑴
「
～
せ
ば
～
ま
し
」（「
せ
」
は
過
去
の
助
動
詞
「
き
」
の
未
然
形
）

⑵
「
～
ま
し
か
ば
～
ま
し
」（「
ま
し
か
」
は
「
ま
し
」
の
未
然
形
）

⑶
「
～
未
然
形
＋
ば
～
ま
し
」

⑷
「
～
ず
は
～
ま
し
」（「
ず
」
は
打
消
の
助
動
詞
）

⑴
～
⑶
は「
～
(た
)な
ら
ば
～
(た
)だ
ろ
う
に
」、⑷
は「
～
な
い
な
ら
ば
～
(た
)だ
ろ
う
に
」

な
ど
と
訳
す
。
し
た
が
っ
て
、
【Ⅰ
】の
和
歌
の
下
の
句
「
夢
と
知
り
せ
ば
さ
め
ざ
ら
ま
し
を
」

は
「
夢
と
知
っ
て
い
た
な
ら
ば
目
覚
め
な
か
っ
た
だ
ろ
う
に
」
の
意
と
な
る
。

○
１
…
…

○夢
だ
と
分
か
っ
て
い
た
ら
目
覚
め
た
り
は
し
な
か
っ
た
の
に
…
…

×
２
…
…
た
と
え
夢
だ
と
分
か
っ
て
も
、
決
し
て
目
覚
め
た
り
は
し
な
い
だ
ろ
う

×
３
…
…
た
と
え
夢
だ
と
分
か
っ
て
も
私
は
目
覚
め
た
り
し
た
く
は
な
い
け
れ
ど
…
…

×
４
…
…
た
と
え
夢
だ
と
分
か
っ
て
も
、
簡
単
に
目
覚
め
た
り
は
し
な
い
だ
ろ
う

問
5
⛷

和
歌
【Ⅱ
】の
和
歌
を
正
し
く
理
解
し
て
い
る
か
。

⨚

詞
書
の
内
容
を
踏
ま
え
、「
関
守
」
と
は
誰
の
こ
と
か
を
考
え
る
。

【Ⅱ
】の
詞
書
の
口
語
訳
は
次
の
通
り
。

東
の
京
の
五
条
あ
た
り
に
、
あ
る
女
を
よ
く
知
っ
て
親
し
ん
で
通
い
ま
し
た
。
秘
密
の
通

い
所
だ
っ
た
の
で
、門
か
ら
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
、土
塀
の
崩
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
通
っ

た
の
を
、
た
び
重
な
っ
た
の
で
、（
女
の
家
の
）
主
人
が
聞
き
つ
け
て
、
そ
の
通
い
路
に
毎

晩
人
を
潜
ま
せ
て
見
張
ら
せ
る
の
で
、（
女
に
逢
い
に
）
行
っ
た
け
れ
ど
も
、
逢
う
こ
と
が

で
き
な
い
で
帰
っ
て
来
る
ば
か
り
で
、
詠
ん
で
贈
っ
た
歌

こ
の
詞
書
に
よ
る
と
、
女
の
家
の
主
人
が
潜
ま
せ
た
「
人
」
が
見
張
り
を
し
て
い
て
、
女
に

逢
い
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
「
人
」
が
ま
る
で
関
所
の
番
人
の
よ
う
に
通
行
を
妨
げ

て
い
る
の
だ
か
ら
、
【Ⅱ
】の
和
歌
の
「
関
守
」
は
こ
の
「
人
」
の
比
喩
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
実

は
和
歌
で
は
、
男
女
の
逢
瀬
を
妨
げ
る
も
の
を
「
関
守
」
に
た
と
え
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
。

×
１
…
…
主
人
を
無
骨
な
「
関
守
」
に
た
と
え
て
、
…
…

×
２
…
…
見
張
り
の
番
人
と
し
て
雇
わ
れ
た
「
関
守
」
は
、
…
…

↑
｢関
守
」
が
比
喩
だ
と
い
う
こ
と
が
押
さ
え
ら
れ
て
い
な
い
。

○
３
…
…

○見
張
り
の
番
人
を
「
関
守
」
に
見
立
て
、
…
…

×
４
…
…
｢関
守
」
の
よ
う
に
眠
れ
な
い
夜
を
過
ご
す
女
の
…
…

問
5
⛸

内
容
説
明
傍
線
部
Ｃ
の
内
容
を
正
し
く
把
握
し
て
い
る
か
。

⨜

⛷
を
踏
ま
え
、「
関
守
」
と
は
誰
の
こ
と
か
を
考
え
る
。

⛷
か
ら
、「
関
守
」
は
「
見
張
り
の
番
人
」
の
比
喩
だ
と
分
か
っ
た
。
本
文
は
、
流
罪
と
な
っ

た
後
醍
醐
天
皇
が
隠
岐
か
ら
脱
出
し
よ
う
と
す
る
場
面
で
あ
る
。
当
然
、
そ
の
脱
出
を
妨
げ
る

「
見
張
り
の
番
人
」
が
い
る
は
ず
で
、
そ
れ
を
「
関
守
」
に
た
と
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

×
１
後
醍
醐
天
皇
が
朝
廷
を
守
る
強
い
意
志
で
夜
も
眠
ら
ず
に
密
教
の
秘
法
を
続
け
て
い

る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
「
関
守
」
に
た
と
え
て
、
…
…

○
２
○後

醍
醐
天
皇
が
思
い
通
り
に
行
動
す
る
妨
げ
と
な
る
見
張
り
役
が
「
御
垣
守
に
候
ふ

兵
ど
も
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
「
関
守
」
に
た
と
え
て
、
…
…

×
３
後
醍
醐
天
皇
に
不
当
に
近
づ
く
者
が
い
な
い
か
監
視
す
る
番
人
が「
隠
岐
の
前
の
守
」

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
「
関
守
」
に
た
と
え
て
、
…
…

×
４
後
醍
醐
天
皇
の
野
望
を
阻
ん
で
隠
岐
に
流
罪
と
し
た
の
が
鎌
倉
幕
府
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
そ
れ
を
「
関
守
」
に
た
と
え
て
、
…
…

「
関
守
」
を
後
醍
醐
天
皇
の
行
動
を
妨
げ
る
番
人
と
し
て
押
さ
え
て
い
る
２
が
正
解
。
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・文章・図・グラフを用いた問題
・レポートと資料を用いた問題
・表現や根拠を検討する設問

実用的な文章

いかに効率よく正解にたどりつくか、
道筋を丁寧に示しました。
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㆓

㆒㆑

第
4
回
次
の
文
章
は
、
唐
の
李り

白は
く

(
字あ
ざ
な

は
太た
い

白は
く

、
七
〇
一
―
七
六
二
)の
【詩
】｢送お
く
ル㆓

賀が

賓ひ
ん

客か
く
ノ

帰か
へ
ル
ヲ

㆒㆑

越ゑ
つ
ニ｣(賀

賓
客
の
越
に
帰
る
を
送
る
)と
そ
れ
に
関
連

す
る
【資
料
】Ⅰ
〜
Ⅳ
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
(問
1
〜
6
)に
答
え
よ
。
な
お
、
設
問
の
都
合
で
返
り
点
・
送
り
仮
名
を
省
い
た
と
こ
ろ

が
あ
る
。
(配
点

45
)

【
詩
】

㆓

㆒㆑

送ル
㆓

（
注
1
）

賀
賓
客ノ

帰ル
ヲ㆒㆑
（
注
2
）

越ニ

㆓

㆒

（
注
ú
）

鏡
湖ノ

流
水
漾た

だ
よハ

シ㆓

清
波ヲ
㆒

狂
客ノ

帰
舟
逸
興
多シ

（
注
4
）

山
陰ノ

（
注
5
）

道
士
如も

シ

相
見レ

バ

㆘

㆓

㆒

㆗

㆖

5

応ニシ
㆘

写シ
テ㆓
（
注
6
）

黄
庭ヲ
㆒

換か
フ㆗

白は
く

（
注
7
）

鵝が
ニ㆖

【
資
料
】

㆓

㆒

㆓

Ⅰ
賀が

知ち

章し
や
う

字ハ

季き

真し
ん

、越
州

（
注
8
）

永
興ノ

人ナ
リ。性
曠ひ

ろ
ク

夷た
ひ
ら
カ
ニ
シ
テ、（
注
9
）

善ク
ス㆓

譚た
ん

説せ
つ
ヲ㆒。与

㆓
（
注
10
）

族ぞ
く

姑こ
ノ

子

㆒

㆑

㆑

陸り
く

象し
や
う

先せ
ん

㆒ ア
善
。象
先
嘗テ

謂ヒ
テ㆑

人ニ

曰ハ
ク、｢季
真ハ

（
注
11
）

清
譚
風
流ニ

シ
テ、吾
一
日

イ
不ン

バ㆑

見
、

㆓

㆒

則チ

鄙い
や
シ
ミ㆓

吝をシ
ム
ト

性ヲ
㆒

矣
。｣

（
『唐と
う

書じ
よ

』に
よ
る
）

㆓

㆒

㆓

㆒

㆓

㆒

㆓

Ⅱ
知
章
、晩
年
尤も

つ
と
モ

加ヘ
㆓

（
注
12
）

縦し
よ
う

誕た
ん
ヲ㆒、ウ
無シ
㆓

復タ

規
検
㆒。自ラ

号シ
㆓

｢（
注
1ú
）

四
明
狂
客ト
㆒｣、又
称シ
㆓

｢（
注
14
）

秘

㆒

㆓

㆒

㆑

㆓

㆒

㆑

㆑

㆑

書
外
監ト
㆒｣、遨あ

そ
ビ㆓

遊あ
そ
ブ

里り

巷か
う
ニ㆒。酔
後
属し

よ
く
シ㆑

詞ヲ

、動や
やモス
レ
バ

成ス
モ㆓

巻
軸ヲ
㆒、文
不
㆑

（
注
15
）

加ヘ
㆑

点ヲ

、咸み
な

有リ
㆑

㆑

㆓

㆒

可キ
㆑

観ル

。又
善ク

ス㆓
（
注
16
）

草
隷
書ヲ
㆒。

（
『旧く

唐と
う

書じ
よ

』に
よ
る
）

㆓

㆒

㆓

㆒

㆑

㆑

Ⅲ
山
陰ニ

有リ
㆓

一
道
士
㆒、養フ
㆓

好
鵝ヲ
㆒。（

注
17
）

羲ぎ

之し

往キ
テ

観
㆑

焉こ
れ
ヲ、意
甚ダ

悅よ
ろ
こ
ビ、固ク

求メ
テ

市かハ
ン
ト
ス

㆑

之ヲ

。

㆓

㆒

㆑

道
士
云ヘ

ラ
ク、｢為ニ

写サ
バ㆓
（
注
18
）

道
徳
経ヲ
㆒、当
挙
群
相
贈
耳
。｣羲
之
欣よ

ろ
こビテ

写シ

畢を
ハ
リ、籠シ
テ㆑

鵝ヲ

㆑

而
帰リ

、甚ダ

以テ

為ス
㆑

楽シ
ミ
ト。

（
『晋し
ん

書じ
よ

』に
よ
る
）

三

㆓

㆒

㆓

㆒

㆓

㆒

㆑

Ⅳ
僕
観ル

ニ三
（
注
19
）

陶
穀ノ

（
注
20
）

跋ば
つス

ル
ヲ㆓

黄
庭
経ニ
㆒、曰ハ

ク、｢山
陰ノ

劉り
う

道
士
以テ
㆓

鵝
群ヲ
㆒

献ジ
㆓

右
軍ニ
㆒、乞フ

ト㆑

㆓

㆒

㆓

㆒

㆑

㆑

㆓

㆒

書セ
ンコト

ヲ
㆓

黄
庭
経ヲ
㆒。｣此レ

是レ

也
。穀モ

亦
謂フ
㆓

黄
庭ト
㆒。得ン
㆑

非ザ
ル
ヲ

㆑

承ク
ル
ニ㆓

太
白
之
誤リ

ヲ㆒

乎
。

（
王お
う

楙ぼ
う

『野や

客か
く

叢そ
う

書し
よ

』に
よ
る
）
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漢
文
4

漢
文
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本試験を踏まえたオリジナル問題や予想問題を掲載

本番に近い問題で、良問
ばかり。文章の長さも本
番に近く、当日の時間配
分に役立った。

志望した国立大学
に合格しました！

Student's Voice

 Web で閲覧になりました
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問
6

【
文
章
Ⅰ

】
と
【
文
章
Ⅱ

】
を
読
ん
だ
Ｙ
さ
ん
は
︑
次
の
よ
う
な
【
感
想
】
を
書
い
た
︒
そ
の
後
︑
Ｙ
さ
ん
は
【
文
章
】
を
読
み
直
し
︑
語
句
や
表
現
を

修
正
し
た
り
補
っ
た
り
す
る
こ
と
に
し
た
︒
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
︑
後
の
�
・
�
の
問
い
に
答
え
よ
︒

【
感
想
】

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ん
坊
の
泣
き
声
︒
そ
れ
は
感
動
的
な
生
命
の
力
そ
の
も
の
だ
︒
ま
た
︑
家
族
に
囲
ま
れ
て
穏
や
か
に
逝
っ
た
老

人
︒
死
の
悲
し
み
の
さ
な
か
に
も
安
ら
ぎ
と
い
う
も
の
は
あ
る
ら
し
い
︒
祖
父
か
ら
聞
い
た
話
だ
が
︑
い
ず
れ
も
︑
人
の
生
や
死
が
︑
か
つ

て
は
︑
暮
ら
し
の
な
か
で
起
こ
る
親
密
な
出
来
事
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
も
い
る
だ
ろ
う
︒

生
死
の
現
場
に
高
度
で
合
理
的
な
シ
ス
テ
ム
が
浸
透
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
負
の
側
面
を
指
摘
し
た
【
文
章
Ⅰ

】
を
踏
ま
え
る
と
︑
そ

の
よ
う
な
祖
父
の
言
葉
と
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
と
を
︑
古
き
良
き
時
代
を
懐
か
し
む
単
な
る
感
傷
と
し
て
片
づ
け
る
こ
と
な
ど
で
き
な
く

な
り
そ
う
だ
︒

ａ

し
か
し
な
が
ら
【
文
章
Ⅱ

】
に
は
︑
遺
体
と
な
っ
た
父
の
手
を
握
る
行
為
を
き
っ
か
け
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
︑
思
い
が
け
な
い
発
見
と

内
的
な
変
化
が
語
ら
れ
て
い
た
︒
亡
父
に
語
り
か
け
︑
そ
の
手
を
握
り
︑
そ
し
て
着
替
え
さ
せ
る
︒
そ
の
過
程
で
︑
自
分
の
な
か
に
父
の
存

在
が

蘇
よ
み
が
え

っ
て
く
る
︒
亡
く
な
っ
た
肉
親
へ
の
身
体
を
介
し
た
ケ
ア
が
︑
気
づ
け
ば
︑
自
分
自
身
へ
の
ケ
ア
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ

る
︒
こ
の
報
告
は
︑
今
の
世
の
中
に
︑
重
要
な
示
唆
を
与
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
︒

最
近
で
は
︑
夫
の
立
ち
合
い
の
も
と
で
の
出
産
や
自
宅
で
の
最
期
の
看み

取と

り
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
︑
珍
し
く
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
だ

が
︑
そ
こ
に
う
か
が
わ
れ
る
の
は
︑
生
や
死
の
︑
感
傷
的
な
︑
あ
る
い
は
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
演
出
を
求
め
る
心
理
と
い
う
よ
り
も
︑
ｂ

コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
ケ
ア
の
よ
り
深
い
意
味
を
取
り
戻
す
た
め
の
知
恵
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

�

傍
線
部
ａ

「
し
か
し
な
が
ら
」
に
つ
い
て
︑
そ
の
前
後
関
係
を
踏
ま
え
て
︑
適
切
な
表
現
に
修
正
し
た
い
︒
修
正
す
る
表
現
と
し
て
最
も
適
当

な
も
の
を
︑
次
の

1

～

4

の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
︒
解
答
番
号
は

10

︒

1

と
こ
ろ
が

2

そ
も
そ
も

3

ま
だ

4

と
こ
ろ
で

�

傍
線
部
ｂ

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
ケ
ア
の
よ
り
深
い
意
味
を
取
り
戻
す
」
の
直
前
に
︑
【
感
想
】
全
体
の
内
容
を
踏
ま
え
て
あ
る
一
節
を
補

い
た
い
︒
補
う
一
節
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
︑
次
の

1

～

4

の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
︒
解
答
番
号
は

11

︒

1

誕
生
の
祝
福
や
死
の
受
容
と
い
う
︑
日
々
の
生
活
の
外
部
に
し
か
な
い
も
の
が
も
た
ら
し
て
き
た
︑

2

高
度
で
合
理
的
な
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
開
発
さ
れ
る
︑

3

誕
生
の
祝
福
や
死
の
受
容
と
い
っ
た
よ
う
な
︑
暮
ら
し
の
な
か
の
体
験
が
育
ん
で
い
た
︑

4

高
度
で
合
理
的
な
シ
ス
テ
ム
を
遮
断
し
た
伝
統
的
な
空
間
に
こ
そ
出
現
す
る
︑
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論
理
2

第
2
回

次
の
【
文
章
Ⅰ

】

は
︑
現
代
社
会
に
お
け
る
「
ケ
ア
」
の
問
題
に
つ
い
て
の
考
察
で
あ
る
︒
ま
た
︑
【
文
章
Ⅱ

】

は
︑
父
の
納
棺
の
場
面
で
の
「
ケ

ア
」
の
体
験
を
つ
づ
っ
た
エ
ッ
セ
イ
で
あ
る
︒
こ
れ
ら
を
読
ん
で
︑
後
の
問
い
(
問
1
～
6
)
に
答
え
よ
︒
(
配
点

45
)

【
文
章
Ⅰ

】

私
た
ち
は
こ
の
世
に
生
ま
れ
︑
や
が
て
い
な
く
な
り
ま
す
︒
そ
の
意
味
で
は
︑
生
死
は
私
た
ち
に
と
っ
て
︑
「
有
」
と
「
無
」
に
か
か
わ
る
人
生
最
大
の

事
件
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

し
か
し
︑
一
方
で
︑
視
点
を
変
え
て
歴
史
に
目
を
向
け
て
み
る
と
︑
ほ
と
ん
ど
の
人
が
名
前
す
ら
残
さ
ず
に
死
ん
で
い
く
と
い
う
こ
と
に
気
が
つ
き

ま
す
︒
あ
る
い
は
︑
名
前
が
残
っ
て
も
︑
生
の
実
質
を
残
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
っ
た
ほ
う
が
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒

だ
か
ら
︑
あ
る
意
味
で
︑
歴
史
は

夥
お
び
た
だ

し
い
数
の
人
が
現
れ
て
は
た
だ
消
え
て
い
く
︑
巨
大
な
プ
ロ
セ
ス
に
過
ぎ
な
い
と
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒

そ
し
て
︑
そ
の
な
か
で
日
々
蓄
積
さ
れ
て
い
く
︑
ま
る
で
犬
死
の
よ
う
な
大
量
の
死
を
前
に
す
れ
ば
︑
一
人
ひ
と
り
の
人
間
の
固
有
性
な
ど
︑
ほ
と
ん

ど
塵ち

り

の
よ
う
な
も
の
だ
と
︑
ま
ず
は
い
っ
て
み
て
い
い
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
す
︒

で
は
︑
そ
ん
な
に
大
き
く
か
つ
小
さ
な
も
の
で
あ
る
生
死
に
対
し
て
︑
私
た
ち
は
普
段
ど
う
や
っ
て
向
き
合
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
︒

こ
の
問
題
を
考
え
る
と
︑
ほ
と
ん
ど
の
人
の
場
合
︑
自
分
の
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
り
︑
あ
る
い
は
親
が
死
ぬ
と
い
っ
た
︑
ご
く
親
し
い
者
た
ち
に
関

す
る
限
ら
れ
た
シ
ー
ン
で
し
か
接
し
て
い
な
い
こ
と
に
気
が
つ
く
と
思
い
ま
す
︒
そ
し
て
︑
そ
の
経
験
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
︑
そ
う
い
っ
た
大
き
く

重
い
ほ
う
の
経
験
に
お
い
て
で
さ
え
︑
じ
つ
は
︑
生
死
の
経
験
が
︑
自
分
た
ち
の
も
の
で
あ
り
な
が
ら
同
時
に
自
分
た
ち
の
も
の
で
は
な
い
と
い
う
︑

Ａ

一
種
不
思
議
な
感
覚
に
襲
わ
れ
る
人
が
︑
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
︒

誕
生
と
死
と
は
︑
人
間
を
訪
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
の
な
か
で
︑
本
人
が
ど
う
し
よ
う
も
な
い
と
い
う
意
味
で
は
︑
本
来
︑
も
っ
と
も
重
い
経
験

の
は
ず
で
す
︒
私
は
︑
忘
れ
て
は
い
け
な
い
大
切
な
人
間
の
条
件
の
一
つ
に
︑
誰
も
生
ま
れ
よ
う
と
し
て
生
ま
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
事
実

が
あ
る
と
思
う
の
で
す
が
︑
そ
の
意
味
で
は
︑
死
も
基
本
的
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
孕は

ら

ん
で
し
ま
っ
た
ら
お
腹な

か

が
膨
れ
︑
別
の
い
の
ち
が
育
っ
て

い
く
わ
け
だ
か
ら
︑
産
む
し
か
な
い
︒
あ
る
い
は
︑
延
命
治
療
の
あ
り
方
が
ど
う
あ
ろ
う
と
︑
呼
吸
が
止
ま
り
心
臓
が
停
止
す
る
と
い
う
死
の
プ
ロ
セ

51015

2524



いいずなラボ
学習アプリをダウンロードして楽しく学習！

「選択問題」と「学習状況の進捗確認」などが可能！

無料アプリは下記よりダウンロードできます。（＊通信料は別途かかります。）

サンプル画面（縦書き）

いいずな書店 HP（https://www.iizuna-shoten.com）から動画にアクセスする
トップページから

「動画・アプリ」→「講義動画 Teacher on Demand」をお選びください。

専用アプリを利用する（＊ AR 機能を搭載している教材のみ）
スマホ、タブレットをご利用の場合、AR 機能を利用して動画を見ることができます。
①無料アプリ RICOH CP Clicker をインストール
②インストールが完了したら、アプリを起動し、スマホ、タブレットを教材の AR
　マークの近くにかざします。

視聴方法
のご案内

アプリは
こちらから

アプリは
こちらから

アクセスは
こちらから

使い方は
こちらから

＊アプリで学習を始める際には認証コード
が必要です。認証コード入力画面で指定
された単語を入力してください。（指定さ
れる単語は各教材に記載されています。）

参考書・問題集版

対 応 教 材

カ
タ
ロ
グ
ペ
ー
ジ

書　名 店頭
取扱 生徒用付属品

付属品

赤シート

教師用付属品
コピー用

確認テスト
テスト

クリエイター
指導用
データ

ISBN 定価（本体価格）

978-4-86460-941-8

978-4-86460-735-3

978-4-86460-734-6

978-4-86460-728-5

978-4-86460-936-4

978-4-86460-731-5

978-4-86460-673-8

978-4-86460-733-9

978-4-86460-604-2

978-4-86460-359-1

1,430円（1,300円）

1,023円（930 円）

1,023円（930 円）

913円（830 円）

979円（890 円）

1,067円（970 円）

1,034円（940 円）

1,012円（920 円）

341円（310 円）

2,750円（2,500円）

講義動画 自宅学習をしっかりサポート！
動画学習のご案内！

いいずな書店の学習書をスマホ、タブレット、パソコンから動画でも勉強できます。
著者の先生自らが解答の手順、ポイントを講義したり、イラストを使ってわかりやすく
解説したりなど、動画ならではの内容で、自宅での学習を強力サポート！

現代文単語　げんたん
改訂版

新現代文単語
改訂版

TOP 2000
四訂版

大学入試
国語頻出問題 1200

四訂版

大学入試
国語頻出問題 1200

五訂版

TOP 2500
四訂版

TOP 2500
三訂版

つながる・まとまる
古文単語 500PLUS

Key ＆ Point
古文単語 330

四訂版

Key ＆ Point
古文単語 330

三訂版
（2025 年 5 月公開予定） （2025 年７月公開予定）

みるみる覚える
古文単語 300 ＋敬語 30

三訂版

いいずな書店 RT　教材一覧 ㈱いいずな書店が発行し、㈱いいずな書店 RT より販売の書籍です。

ジャンル

現
代
文
単
語

古
文
単
語

漢
字

専門書

入試
頻出問題

イラストとネットワーキングで覚える
現代文単語　げんたん　改訂版

Key & Point みるみる覚える古文単語 300
＋敬語 30　三訂版
Key & Point みるみる覚える古文単語 300
＋敬語 30 三訂版　準拠 みるみるノート 改訂版

別冊頻出ランキング
チェックブック

解答書

レベル構成

基　本

用言編

助動詞編

敬語・識別編

標　準 共通テスト・標準入試 難関私大・国公立２次

宮下 拓三
A5 判　368 頁　
税込定価 2,750円（本体 2,500 円＋税）

※本書は専門書（教師用）です。

いいずな書店編集部＝編

B5 判　32 頁
税込定価各 440円（本体 400 円＋税）

用言編　全 15 課
▪説話で用言の復習
　宇治拾遺物語／古今著聞集／
　発心集／沙石集／十訓抄

助動詞編　全 15 課
▪随筆で助動詞のまとめ
　枕草子／方丈記／徒然草

敬語・識別編　全 15 課
▪物語で敬語・識別の学習
　竹取物語／伊勢物語／
　大和物語／源氏物語／
　平家物語

店頭取扱品

いいずな書店が発行し、いいずな書店 RTより販売の書籍です。

● 解答・解説書付属
● コピー用確認テスト
● 指導用データ ダウンロード
　＊ CD-ROM をご希望の際はお申し出ください。

◦問題文
◦設問・解答
◦確認テスト

＊通信料は別途かかります。

　　大学入試国語頻出問題 1200　五訂版

評論・小説を読むための　新現代文単語　改訂版

大学入試現代文単語　Vocabulary 550

大学入試漢字 TOP2000　四訂版

　　 入試頻出漢字＋現代文重要語彙 TOP2500　四訂版

つながる・まとまる古文単語 500PLUS

Key & Point 古文単語 330　四訂版

伊勢物語の助動詞

11

13

13

14

15

18

16

17

26

い
い
ず
な
ラ
ボ
／
Ａ
Ｒ

集
中
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

教
材
一
覧

古典文法 集中トレーニング
用言編／助動詞編／敬語・識別編

伊勢物語の助動詞

短期の課題・講習、ワンポイント・リリーフの
学習として最適！

古典文法を深く考察することのできる、視点や用例を収録！

■ 高校古典文法が触れていない点に光を当てて考察。
■ 一つの古典作品を読むのに必要な文法知識を明確に。
■ 各助動詞の文法的意味のすべてに対し、すべての活用形の用例を提示。

在 庫 切 れ

改訂

改訂

08

基
本
の
確
認

09

文

法

問

題

読

問
解

題

④下二段活用

文法問題 読解問題 バラエティ問題 合計

／36点 ／7点 ／7点 ／50点

　　　　5　

4
下
二
段
活
用

　

�

季
札
、
剣
を
掛
く

十
訓
抄

　
説
話
に
は
、
紀
元
前
の
中
国
の
話
を
も
と
に
し
た
も
の
も
あ
る
。
中
国
春

し
ゅ
ん

秋
じ
ゅ
う

時じ

代だ
い

に
新

興
国
と
し
て
勢
力
を
拡
大
し
た
呉ご

の
初
代
王
の
末
子
で
あ
っ
た
季き

札さ
つ

は
賢
人
と
し
て
名
高
か
っ

た
。
そ
の
季
札
の
人
柄
を
表
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

　
昔
、
季
札
、
呉ご

王わ
う

の
使つ
か
ひ

と
し
て
、
も
の
へ
行
き
け
る
道
に
、
徐じ
ょ

君く
ん

と
い
ふ
友
だ
ち
に

逢あ

ひ
て
、
も
の
言
ひ
け
る
ほ
ど
に
、
徐
君
、
季
札
が
佩は

け
る
太
刀
を
望
む
気け

色し
き

あ
り
け

れ
ど
も
、
言
葉
に
出
で
て
言
は
ざ
り
け
り
。
季
札
、
こ
れ
を
さ
と
り
て
与
へ
む
と
思
ひ

け
る
が
、「
わ
れ
、
使
節
の
身
な
り
。
帰
り
さ
ま
に
与
ふ
べ
し
」
と
心
の
中
に
契ち

ぎ

り
て

去
り
ぬ
。
い
く
ほ
ど
を
経へ

ず
し
て
、
帰か
へ

さ
に
尋
ぬ
る
に
、
徐
君
、
早
く
は
か
な
く
な
り

に
け
れ
ば
、
心
の
中
の
約
束
を
違た

が

へ
ざ
ら
む
が
た
め
に
、
か
の
塚
を
た
づ
ね
て
、
そ
の

剣
を
掛
け
け
る
。

（
注
）　
＊
徐
君
…
今
の
山さ

ん

東と
う

省し
ょ
う

・
江こ

う

蘇そ

省し
ょ
う

に
か
け
て
あ
っ
た
徐じ

ょ

国こ
く

の
国
王
。
徐
は
後
に
第
六
代
目
の
呉
王
に
よ
っ
て

滅
ぼ
さ
れ
て
し
ま
う
。

＊

旅
に
出
た
途
中
で

A

＊

B
身
に
つ
け
た

C

ⓐ

D

ⓑ

E

ⓒ

帰
る
と
き

ⓓ

既
に
死
ん
で
い
た
の
で

ⓔ

ⓕ

　
下
二
段
活
用
は
ウ
・
エ
の
二
段
に
活
用
し
、
連
体
形
に
「
る
」、
已

然
形
に
「
れ
」、
命
令
形
に
「
よ
」
を
伴
う
。

　
た
と
え
ば
「
受
く
」
は
次
の
よ
う
に
活
用
す
る
。

基
本
形

語
幹

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

受
く

受

け

け

く

く
る

く
れ

け
よ

下
に
続
く
言
葉

ず
・
む
た
り
・
て

─
。

と
き

ど
も
（
言
い
切
り
）

▼
こ
の
よ
う
に
活
用
語
尾
が
「
-e
・

エ

-e
・

エ

-u
・

ウ

-u
る

ウ

・
-u
れ

ウ

・
-e
よ

エ

」

と
な
る
活
用
を
下
二
段
活
用
と
い
う
。

　
下
二
段
活
用
の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し
た
次
の
文
の
（
　
　
）
に
、
ふ

さ
わ
し
い
語
句
を
入
れ
て
み
よ
う
。

◎
「
受
け
ず
」
の
よ
う
に
、「
ず
」
を
付
け
た
と
き
に
上
の
母
音
が

（
①

）の
音
に
な
る
。

◎
下
二
段
活
用
の
動
詞
は
未
然
形
と
連
用
形
が
同
形
で
あ
る
。
下
に

続
く
助
動
詞
や
助
詞
の
接
続
を
手
が
か
り
に
し
て
判
断
す
る
。

◎
口
語
の
「
得
る
」「
寝
る
」「
経
る
」
は
古
語
で
は
語
幹
と
語
尾
の

区
別
が
な
い
下
二
段
活
用
で
、
基
本
形
は
「
得う

」「（
②

）」

「（
③

）」
で
あ
る
。
な
お
、「
得
」
は（
④

）行
下
二

段
活
用
で
あ
る
。

◎
口
語
の「
植
え
る
」「
飢
え
る
」「
据
え
る
」は
古
語
で
は（
⑤

）

行
下
二
段
活
用
で
、
基
本
形
は
「
植
う
」「（
⑥

）」

「（
⑦

）」
で
あ
る
。

１２

　
　
　
　
波
線
部
ⓐ
〜
ⓕ
は
下
二
段
活
用
の
動
詞
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
基
本
形
を
答
え

よ
。
た
だ
し
、
ⓒ
は
ひ
ら
が
な
で
答
え
よ
。�

（
各
１
点
）

ⓐ

ⓑ

ⓒ

ⓓ

ⓔ

ⓕ

　
　
　
　
波
線
部
ⓐ
、
ⓑ
、
ⓒ
、
ⓓ
の
動
詞
の
活
用
表
を
作
成
せ
よ
。�

（
完
答
各
２
点
）

基
本
形

語
幹

行

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

ⓐ

行

ⓑ

行

ⓒ

行

ⓓ

行

　
　
　
　
波
線
部
ⓐ
〜
ⓕ
の
文
中
で
の
活
用
形
名
を
答
え
よ
。�

（
各
２
点
）

ⓐ

形
ⓑ

形
ⓒ

形
ⓓ

形

ⓔ

形
ⓕ

形

　
　
　
　
　
二
重
傍
線
部
Ａ
〜
Ｅ
は
四
段
活
用
の
動
詞
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
基
本
形
、

活
用
す
る
行
、
文
中
で
の
活
用
形
名
を
答
え
よ
。�

（
完
答
各
２
点
）

A

行

形
B

行

形

C

行

形
D

行

形

E

行

形

問
１

基
本
形

問
２

活
用
表

問
３

活
用
形

問
４

復
習
問
題

　
　
　
本
文
か
ら
読
み
取
れ
る
「
季
札
」
の
人
物
像
と
し
て
最
も

適
当
な
も
の
を
次
か
ら
選
べ
。�

（
７
点
）

㋐
口
に
出
し
て
い
な
い
約
束
を
、
友
人
が
亡
く
な
っ
た
後
も
守

ろ
う
と
す
る
誠
実
な
人
物
。

㋑
友
人
と
の
約
束
を
果
た
す
た
め
に
、
仕
事
を
急
い
で
片
付
け

る
ほ
ど
友
情
に
厚
い
人
物
。

㋒
友
人
と
の
約
束
を
気
に
か
け
な
が
ら
、
王
の
仕
事
を
優
先
す

る
思
い
や
り
の
な
い
人
物
。

㋓
友
人
に
裏
切
ら
れ
て
も
約
束
を
守
り
、
自
分
の
信
念
を
貫
き

通
す
正
義
感
の
強
い
人
物
。イ

ラ
ス
ト
展
開

バ

エ
ラ

テ
ィ
問
題

本
文
の
展
開
に
合
う
よ
う
に
次
の
イ
ラ
ス
ト
を
並
べ
替
え
よ
。�

（
７
点
）

問
１
内
容

徐君の墓徐君の墓徐君の墓

AC

BD

→→→

文法事項の学習に適した
文章を精選。

活用や意味の基礎から、
現代語訳・識別まで文法
知識を定着。既習事項は

「復習問題」で繰り返し
学習。

内容把握、古文常識など
をイラストでイメージし
ながら確認。

文法の要点を穴埋め
問題で確認。

短くまとまった文章
文法問題

イラストでチェック 基本の確認

無 料

無 料
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カ
タ
ロ
グ
ペ
ー
ジ

カ
タ
ロ
グ
ペ
ー
ジ

カ
タ
ロ
グ
ペ
ー
ジ

書　名

書　名

書　名
ジ
ャ
ン
ル

現代文単語

言語

生徒用付属品

生徒用付属品

教師用付属品

教師用付属品

コピー用
確認テスト

コピー用
確認テスト

テスト
クリエイター

指導用
データ

指導用
データ

ISBN

ISBN

ISBN定価（本体価格）

定価（本体価格）

定価（本体価格）別売
解答用紙

準
拠

準
拠

準拠

いいずな書店　教材一覧

978-4-86460-887-9

978-4-86460-496-3

978-4-86460-497-0

978-4-86460-889-3

978-4-86460-293-8

978-4-86460-294-5

978-4-86460-295-2

978-4-86460-297-6

978-4-86460-888-6

978-4-86460-571-7

978-4-86460-666-0 

978-4-86460-665-3

978-4-86460-871-8

978-4-86460-872-5

978-4-86460-873-2

978-4-86460-874-9

978-4-86460-875-6

978-4-86460-876-3

978-4-86460-877-0

978-4-86460-878-7

978-4-86460-879-4

978-4-86460-880-0

978-4-86460-881-7

978-4-86460-882-4

978-4-86460-102-3

978-4-86460-103-0

978-4-86460-105-4 

978-4-86460-800-8

 

978-4-86460-912-8

978-4-86460-913-5

978-4-86460-914-2

978-4-86460-915-9

978-4-86460-916-6

978-4-86460-917-3

978-4-86460-918-0

978-4-86460-919-7

978-4-86460-857-2

978-4-86460-858-9

978-4-904355-24-4

978-4-86460-859-6

978-4-86460-860-2

978-4-86460-861-9

978-4-86460-862-6

978-4-86460-863-3

978-4-86460-864-0

978-4-86460-865-7

978-4-86460-866-4

978-4-86460-922-7

978-4-86460-923-4

978-4-86460-869-5

978-4-86460-870-1

978-4-86460-778-0

978-4-86460-779-7

明快古典文法　改訂版	

精説漢文　改訂版		

古典の手引き	 	

現代語練習帳　ことのは　三訂版 	

意味で覚えて 漢字を知る  漢トレ  漢字検定５級〜２級

同音同訓漢字帳

頻度分析高校漢字 SMART 3000

現代文読本　評論編 ①	

現代文読本　評論編 ②		

現代文読本　評論編 ③

現代文読本　小説・随想編 ①	

現代文読本　小説・随想編 ②

現代文読本　小説・随想編 ③	

　　プログレス　現代文　基本編　四訂版

　　プログレス　現代文　標準編　四訂版

プログレス　現代文　発展編　改訂版

プログレス　現代文　完成編　三訂版

プログレス　現代文　実戦編

プログレス　古文　基本編　三訂版	

プログレス　古文　標準編　三訂版

プログレス　古文　発展編　改訂版

プログレス　古文　完成編　三訂版	

プログレス　漢文　基本編　三訂版	

プログレス　漢文　標準編　三訂版	

プログレス　漢文　発展編　改訂版

プログレス　漢文　完成編　三訂版

　　プログレス　古典　基本編　四訂版

	

　　プログレス　古典　標準編　四訂版

	

プログレス　古典　発展編　改訂版

プログレス　古典　完成編　三訂版

プログレス　現代の国語

プログレス　言語文化

よむナビ　現代文	 1	 基礎編　三訂版

よむナビ　現代文	 2	 必修編　三訂版

よむナビ　現代文	 2.5	 修練編　改訂版

よむナビ　現代文	 3	 演習編　三訂版

よむナビ　古典	 1	 基礎編　三訂版

よむナビ　古典	 2	 必修編　三訂版

よむナビ　古典	 2.5	 修練編　改訂版

よむナビ　古典	 3	 演習編　三訂版

よむナビ　古文	 1	 基礎編　三訂版

よむナビ　古文	 2	 必修編　三訂版

よむナビ　古文	 3	 演習編　三訂版

よむナビ　漢文	 1	 基礎編　三訂版

よむナビ　漢文	 2	 必修編　三訂版

よむナビ　漢文	 3	 演習編　三訂版

思考のプロセスを大切にする　現代文 ①	

思考のプロセスを大切にする　現代文 ②

思考のプロセスを大切にする　現代文 ③

思考のプロセスを大切にする　現代文 ④

現代文長文記述問題集　１　読解力習得編　改訂版

現代文長文記述問題集　２　読解力養成編　三訂版

現代文長文記述問題集　３　入試必修編　三訂版

現代文長文記述問題集　４　入試完成編　改訂版

新国語問題集　読解サポート ①

新国語問題集　読解サポート ②

新国語問題集　読解サポート ③

現代文	 集中トレーニング　評論要約編 ①	

現代文	 集中トレーニング　評論要約編 ②

現代文	 集中トレーニング　評論テーマ理解編	

古典文法	 集中トレーニング　用言編

古典文法	 集中トレーニング　助動詞編

古典文法	 集中トレーニング　敬語・識別編

古典文法	 集中トレーニング　助動詞入門編

古典文法	 集中トレーニング　和歌・修辞編

古典文法	 集中トレーニング　入試識別編	

日本文学史	 集中トレーニング

思考力・判断力・表現力へのアプローチ

ここからはじめる大学入学共通テスト　国語 プレ演習

大学入試トライアル  私大対策  評論 20  standard

大学入試トライアル  私大対策  評論 20  advanced 

大学入試トライアル  国公立 2 次  現代文

大学入試トライアル  国公立 2 次  古典

『志望理由書』書き方講座　My Vision 〜私の未来予想図〜 	

定着ノート		

必修ノート		

句形ドリル

定着ノート

必修ノート

完成ノート

定着ノート

616円（560 円）

330円（300 円）

385円（350 円）

671円（610 円）

165円（150 円）

341円（310 円）

363円（330 円）

517円（470 円）

825円（750 円） 

440円（400 円）

737円（670 円）

682円（620 円）

770円（700 円）

880円（800 円）

770円（700 円）

880円（800 円）

748円（680 円）

803円（730 円）

759円（690 円）

814円（740 円）

702円（638 円）

726円（660 円）

737円（670 円）

748円（680 円）

759円（690 円）

726円（660 円）

737円（670 円）

748円（680 円）

759円（690 円）

770円（700 円）

880円（800 円）

770円（700 円）

880円（800 円）

748円（680 円）

803円（730 円）

759円（690 円）

814円（740 円）

737円（670 円）

847円（770 円）

748円（680 円）

858円（780 円）

解答・解説書

解答・解説書

解答・解説書

解答・解説書

解答・解説書

解答・解説書

解答・解説書

解答・解説書

冊子解答・解説書

バラ解答・解説

冊子解答・解説書

バラ解答・解説

冊子解答・解説書

バラ解答・解説

スタディポイント

スタディポイント

スタディポイント

スタディポイント

スタディポイント

スタディポイント

スタディポイント

スタディポイント

スタディポイント

スタディポイント

スタディポイント

スタディポイント

思考ノート

思考ノート

思考ノート

思考ノート

要約ノート

要約ノート

要約ノート

要約ノート

設問集

文法・語句ノート

文法・語句ノート

文法・語句ノート

文法・語句ノート

句形・語彙ノート

句形・語彙ノート

句形・語彙ノート

句形・語彙ノート

提出用ノート

提出用ノート

提出用ノート

提出用ノート

解答用紙

解答用紙

解答用紙

解答用紙

解答用紙

解答用紙

解答・解説書

解答・解説書

解答・解説書

解答・解説書

解答・解説書

解答・解説書

解答・解説書

バラ解答・解説

バラ解答・解説

バラ解答・解説

バラ解答・解説

バラ解答・解説

バラ解答・解説

解答・解説書

バラ解答・解説

解答・解説書

バラ解答・解説

バラ解答・解説

バラ解答・解説

解答

解答

解説書

解説書 その他

解答・解説書

冊子解答

バラ解答

冊子解答

バラ解答

冊子解答

バラ解答

冊子解答

バラ解答

冊子解答

バラ解答

冊子解答

バラ解答

冊子解答

バラ解答

大学入学共通テスト演習　現代文   四訂版

大学入学共通テスト演習　古典   四訂版

大学入学共通テスト演習　国語   四訂版

冊子解答

バラ解答

冊子解答

バラ解答

冊子解答

バラ解答

冊子解答

バラ解答

冊子解答

バラ解答

冊子解答

バラ解答

解答・解説書

古
典
文
法
／
漢
文

よ
む
ナ
ビ 

シ
リ
ー
ズ

集
中
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

共
通
テ
ス
ト
対
策
問
題
集

入
試
対
策
問
題
集

現
代
文
問
題
集

記
述
問
題
集

総
合
問
題
集

プ
ロ
グ
レ
ス 

シ
リ
ー
ズ

現
代
文
テ
キ
ス
ト

漢
字

19

22

26

23

24
～
25

ジ
ャ
ン
ル

ジ
ャ
ン
ル

文法・句形・語彙
ノート

文法・句形・語彙
ノート

文法・句形・語彙
ノート

文法・句形・語彙
ノート

文法・句形・語彙
ノート

文法・句形・語彙
ノート

文法・句形・語彙
ノート

文法・句形・語彙
ノート

思考ノート

思考ノート

知識・思考ノート

知識・思考ノート

生徒用付属品 教師用付属品
コピー用

確認テスト
指導用
データ解答 解説書 その他

改訂

改訂

改訂

704円（640 円）

726円（660 円）

737円（670 円）

748円（680 円）

704円（640 円）

726円（660 円）

737円（670 円）

748円（680 円）

803円（730 円）

814円（740 円）

825円（750 円）

858円（780 円）

440 円（400 円）

440 円（400 円）

440 円（400 円）

682 円（620 円）

1,155円（1,050円）

1,375 円（1,250 円）

1,012 円（920 円）

1,177 円（1,070 円）

1,320 円（1,200 円）

1,540 円（1,400 円）

教
材
一
覧

在 庫 切 れ

在 庫 切 れ

在 庫 切 れ

在 庫 切 れ

在 庫 切 れ

在 庫 切 れ

在 庫 切 れ

在 庫 切 れ

在 庫 切 れ

在 庫 切 れ

８

９

10

12

14

20
～
21

改訂

改訂

改訂

改訂
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明快古典文法
改訂版

現代文単語
げんたん
改訂版

精説漢文
改訂版

新現代文単語
改訂版

古典の手引き

現代語練習帳
ことのは
三訂版

TOP2000
四訂版

TOP2500
四訂版

大学入試
国語頻出問題 1200

四訂版

大学入試
国語頻出問題 1200

五訂版

TOP2500
三訂版

つながる・まとまる
古文単語 500PLUS

Key ＆ Point
古文単語 330

四訂版

漢トレ　
漢字検定５級〜２級

Key ＆ Point
古文単語 330

三訂版

みるみる覚える
古文単語 300 ＋敬語 30

三訂版

LMS搭載!!

● タブレット・スマートフォン・パソコンを使って、テスト作成から配信・採点・集計等がオンラインで統合的に管理できます。
● 生徒さんの成績、誤答の設問が一覧で表示されるので、弱点攻略の対策ができます。
● テストの印刷、コピー、配布、回収、採点がなくなり業務の軽減につながります。

１. いいずな書店ホームページの「LMS ご利用申請フォーム」または、右記よりご申請ください。
２. 弊社よりご利用のための ID・パスワードなどをメールでお送りいたします。

＊ご利用は、ご採用いただいている書籍（30 部以上）のみに、限らせていただきます。

① 1 枚のテストに、ぴったりと全設問が収まります！
② 個々の問題の差し替えが、ワンクリックで OK。
③ 一太郎や MS-Word で編集＆保存が自由自在。
④ PC にインストール／直接 CD-ROM から起動、どちらでも使用可能。
⑤ 問題の個別選択が可能。
⑥ 出題範囲の複数箇所指定が 10 箇所まで可能。
⑦ テスト作成後に書式設定の微調整が可能。

いいずな書店 HP からご覧いただけます。
また、よくある質問を

「5. テストクリエイター FAQ」コーナー
にまとめました。

テストクリエイター
CD-ROM

テストクリエイターのご利用方法

ダウンロードでの
ご利用も可能に！

① テストを受信する ② テストに解答後、送信する ③ 再チャレンジする

＊詳しい操作方法につきましてはマニュアルをご用意しています。

詳しい内容、
ご利用申請は
こちらから

▶︎先生と生徒をつなぐ新しいテストサポート テスト完成まで ワン ・ トゥ ・ スリー ▶簡単・シンプル・使いやすい！

1 2 3

Test Creator　作るんです。 国語版

■ おまかせモードに加え、マニュアルモードも OK ！　■ 複数の範囲から、出題可能に！！

（Learning Management System）

■ LMS テストクリエイターのご利用には申請が必要です

① テストを作成し配信する ② テストの結果を確認する

テ ス ト ク リ エ イ タ ー 対 応 教 材

LMS（Learning Management System ＝学習管理システム）の機能とメリット

出題範囲や内容に加えて、
制限時間、締め切り、配信
予約の設定ができます。

Result（結果）画面ではクラスごと、
生徒さんごと、テストごとの成績が
確認できます。

設問ごとの選択率や、正答率がひと目で
わかり、生徒さんが苦手な項目対策を
効率よく実施できます。

LMS for Teachers

LMS for Students

・配信されたテスト、解答済みのテス
トが表示されます。

・過去のテスト結果が表示され、成績
の履歴が確認できます。

・テストは解答を送信後、自動で採点され、
　結果がわかります。
・間違えた問題をすぐに確認できます。

・一度受けたテストに再度取り組む
こともできます。

・先生には初回のみの成績が送信さ
れます（再チャレンジの結果は送
信されません）。

＊画面は一部変更になる場合があります。

＊ご利用には申請が必要です。（p.31 下参照）

＊テスト画面は縦書きです。

生徒さんにフィードバックも可能！

テストを作成したい書籍を選びます。 テスト範囲・問題数を入力します。 テストができあがります。

7 つの
特 長

LMS テストクリエイターにも対応している教材です。

（2025 年春〜）

（2025 年春〜）

後送

無 料 無 料
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＊本カタログの内容は 2024 年 10 月現在のものです。
＊本カタログの有効期限は 2025 年 9 月 30 日です。
＊ QR コードは株式会社デンソーウェーブの 登録商標です。

（2024 年 12 月 1 日より, ビル名が 清鷹ビル から上記に変更になります。）

■ 株式会社 いいずな書店
　 tel . 03-5826-4370
　 fax.03-5812-7030（RTと共通）
　 https://www.iizuna-shoten.com

〒 110-0016  東京都台東区台東 1-32-8  Crobis 秋葉原 4F

for all learners, with all teachers
すべての学ぶ人のために、すべての先生とともに

■ 株式会社 いいずな書店 RT
　 tel . 03-5826-4377  

対 応 教 材
● レディメードモード
　 のみ対応

● レディメードモード・おまかせモード（Google Forms のみ）の
　 両方に対応 

Google Forms Microsoft Forms

Microsoft Forms は Microsoft が提供しているオンライン上
で利用できる無料のツールです。ご利用にあたっては、
弊社からお送りするダウンロードコードが必要となります。
右記から「申請フォーム」にご入力いただき、ご送信く
ださい。弊社から改めて、ご連絡いたします。

Microsoft Forms ご利用方法
Google Forms は Google が提供しているオンライン上
で利用できる無料のツールです。ご利用にあたっては、
弊社が発行するログインアカウントが必要となります。
右記から「申請フォーム」にご入力いただき、ご送信く
ださい。弊社から改めて、ご連絡いたします。

 ■ レディメードモード：  既製の小テストを利用

● 成績例

● 生徒画面● 生徒画面

● ご利用例（おまかせモード）

● ご利用例

テストに解答後、
送信すると、解答の
フィードバックあり

テストに解答後、
送信すると、解答の
フィードバックあり

● テストを作成して
　生徒に配信 ● テストを生徒に配信

テストサービスで、先生をしっかりサポート！
● 簡単な操作で生徒さんにテストを配信、生徒さんはスマホやタブレットで解答
● 解答後は自動で採点、送信された結果を自動集計
● 採点結果一覧の表示、個別問題の正答率の算出、誤答の傾向の分析ができる
　 効率よく的確に弱点攻略の指導が可能　　

▶︎ 選べる２つの機能 ◀️ ▶︎ ご利用いただける機能 ◀

Google Forms ご利用方法 

オススメ！
いいずなだけのサービス！

❶ レディメードモード：  既製の小テストを利用
❷ おまかせモード：テスト範囲、問題数を自由に設定
　　　　　　　　　 複数クラスのテスト作成も可能　

明快古典文法
改訂版

現代文単語
げんたん
改訂版

精説漢文
改訂版

TOP2000
四訂版

TOP2500
四訂版／三訂版

新現代文単語
改訂版

現代語練習帳
ことのは
三訂版

国語頻出問題
1200

五訂版／四訂版

つながる・まとまる
古文単語 500

PLUS

大学入学共通テスト演習
現代文／古典／国語

四訂版

みるみる覚える
古文単語 300 ＋
敬語 30 三訂版

Key ＆ Point
古文単語 330

四訂版／三訂版

漢トレ　
漢字検定

５級〜２級

解答欄
（設問番号・選択肢番号）

のみ配信

ページ範囲・問題数
を自由に設定可能

無 料

（2025年春〜） （2025年春〜）




